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プロローグ




「円えん城じょう寺じさん！　お願いがあります！」

　私、大おお山やま明あ日す香かは清水の舞台から飛び降りるくらいの気持ちで目の前の眉目秀麗な男性に向かって、腰をほぼ直角に曲げた状態で頭を下げた。

「いきなりどうした？」

　腰に響くような低音が心地いい彼の声に、暴れる鼓動がさらに大きな音を立てた。

　東とう京きょう駅近くにある彼の自社ビルの社屋から出てきた円城寺さんが黒塗りの高級車に乗り込む寸前、私は彼の前に飛び出したのだ。

「顔を上げろよ」

　思いがけなく、円城寺さんの長い指が私の顎にかかり上げられる。必然的に私の折った腰もまっすぐに。

　円城寺さんは仕立てのいいスーツの袖を少しまくって、上品なステンレススチールの腕時計へ視線を落とす。

〝バブル〟と言われている今、お金持ちの男性は金の腕時計を身につけているのをよく見かけるが、ギラギラしていて私は好きじゃない。

　彼の腕時計はスイス製の目が飛び出るくらいの超高級品だろう。それが似合う男性だから。

「乗って。少し時間を取るよ」

　すかさず車のそばに立っていた運転手が動き、後部座席のドアを恭うやうやしく開けた。




　到着したのは、日ひ比び谷やにある高級ホテルだった。世界各国の要人やセレブが利用しているらしい。

「行くぞ」

　円城寺さんは長い脚でスタスタとエレベーターホールに向かった。

　広さのあるエレベーターの後方部の真ん中に立った円城寺さんは腕を組み、ゆったりと到着階を待っている。

　私はといえば、パネルの反対側に立ち、上昇するインジケーターを緊張した面持ちで見ていたが、斜め後方に立つ円城寺さんの視線をひしひしと感じていた。

　ここまで来たんだもの。恥を忍んで円城寺さんにお願いをしよう。

　気を引きしめるために、私はキュッと下唇を噛んだ。

　十六階にエレベーターが止まり、彼は深紅の絨毯を進んでいき、ひとつの重厚な木製のドアを開けた。

「大山さん、どうぞ」

「失礼します」

　まるで就職活動のときの面接官に断るみたいに硬い声が私の口から出た。

　入室した部屋は私が今まで踏み入れたことのないラグジュアリーな空間だった。

　ブラウン系の幾何学模様の絨毯の上に鎮座している、それよりも濃い色の大きなソファ。視界の片隅には四、五人は寝られそうなベッドを捉えた。

　ここはもしやスイート？　話をするだけなのに……。

　ソファに腰を下ろした円城寺さんが口を開く。

「それで話とは？　周りに聞かせたくないほど大事な話のようだが？」

「あ……の……」

　心を決めて口を開いたが、彼がまだ近すぎる距離にいるためボッと火がついたように顔が熱くなり、金縛りにあったみたいに円城寺さんの黒い瞳から目を逸らせなくなった。

「君の態度はまるで……」

「ま、まるで……？」

　ドキドキ高鳴る鼓動が円城寺さんに届かないように祈らずにはいられない。

「俺と一夜を過ごしたいのか？」

　形のいい彼の唇から出た思いがけない言葉に、ギョッと目を大きく見開いた刹那。

　ソファの背に手が置かれ、反対の手で私の頬にかかる色素の薄いブラウンの髪がゆっくりと払われる。

　そして長い指先が私の顎に触れ持ち上げられた。










一、悩み多き乙女




　半月前。

　大手銀行の窓口業務に従事する私は最後のお客さまを見送り、シャッターが閉まるのを待って「ふぅ～」とため息を漏らした。

　ひとつに結んでいた髪を乱暴にほどき、ゴムを制服のポケットに入れる。

髪色は生まれつき色素が薄いブラウン。行員の規定では髪は黒、もしくはダークブラウンにしなくてはならないのだが、瞳もブラウンの生来からの天然なので会社側も黙認している。

　これから今日一日の伝票集計作業が待っている。金曜日とあって来客が多く伝票も盛りだくさんだが、入社三年目の私にとっては慣れたもの。この量なら一時間ほどの残業で終わらせられそうだ。

　なので、ため息は仕事ではなく私生活のこと。

　私は今、今後の人生に関わる難題を抱えていた。

　私の父は政治家で大臣にも何度か登用されている。議員数の一番多い政党に所属している父は、いずれ党首にと期待されているよう。

　昭和の初めに生まれた父の口癖は『女は家庭に入って内助の功を尽くしてこそ幸せだ』。古めかしい男尊女卑の価値観を私に押しつけてくる。

　短期大学を卒業して銀行に就職した頃から、父は『見合いをしなさい』と事あるごとに言う。

　でもまだ二十三歳。しばらく結婚する気はないし、仕事も続けたいと思っている。のらりくらりと父の言葉をかわしながら今まで来たけれど、一昨日おとといの夜、縁談相手の写真と身上書を渡されてしまったのだ。

　それは今私の部屋の机の上に置いてあるが、目を通さないでいる。

　お見合いする気もないのに見ても無駄だと思っているから。だけど、今回の父はいつもと違っていて、昨朝も今朝も朝食時、日程を決めようとしつこかった。

　出入金の伝票を机の上でトントンと揃そろえていると、隣の窓口にいる宮みや地じひとみがキャスターつきの椅子をすーっとすべらせ私の横につける。

　彼女は同い年の同僚で、仕事終わりや休日などに出かける遊び友達。

　肩甲骨ほどの長さの髪を社則に触れないくらいにダークブラウンに染め、勤務中は私と同じでうしろでひとつに結んでいる。

　勤務中はべっ甲の丸型の伊だ達て眼鏡をかけ、いたって真面目。その姿は勤務中だけで、退勤後や休日にはディスコや男友達と会員制のバーへ飲みにいくという、私生活はとても派手な彼女だ。華やかな容姿のひとみは異性からとてもモテるので、出かける相手には事欠かない。

「明日香、どうしたのー？　今日は辛気くさいよ？　お目めぱっちりのかわいこちゃんが悩んでいる姿もそそられちゃうけど」

　顔をグッと近づけ覗のぞき込んできて小声で話す彼女に、私はやんわりと苦い笑みを浮かべる。

「はぁ～。辛気くさくもなるの」

「今日は花金よ。もちろん遊びにいくわよね？」

　帰宅しても今度は母から日程うんぬんを聞かれかねない。鬱々とした気持ちを紛らわせたくてうなずく。

「そうこなくちゃ！　じゃあ、行きたいところ考えておいて」

　そう言ってひとみは椅子をすべらせて戻っていった。




　退勤後、私たちが訪れたのは六ろっ本ぽん木ぎのバー『ラージャ』。ＯＬたちに人気で、いつも混んでいる。

　会社のある新しん橋ばしから電車で二十分ほど。十八時にタイムカードを押して制服から私服に着替え寄り道せずに来たので、現在は十八時四十分。

　七階建ての雑居ビルの五階にあるラージャのドアを押して入ると、入口近くのカウンターの中でシェイカーを振っていた、口ひげを蓄えたマスターが営業スマイルを浮かべる。

「いらっしゃいませ。おうっ、ひとみちゃんと明日香ちゃん。どうぞ入って」

「マスター、久しぶりー」

　ひとみは弾むような足取りでマスターの前へ歩を進め、カウンターに片肘をついて寄りかかる。そして魅惑の笑みからのワンレンの髪をかき上げる。

「今日は早いね」

「そうなの。あーおなかすいたぁ。シーフードピザとシーザーサラダ、それとマルガリータね。明日香はなにがいい？」

「えっと……、ヴァイオレットフィズで」

　私はここでいつも飲むカクテルを頼む。

「はいよ！　空いてるとこ座って」

　テーブルが十五卓ほどの店内を見回し、私たちはいつも座る奥へ向かった。

　店内はオレンジ色の明かりでほどよく暗くなっている。会話を邪魔しない、落ち着いたムーディーな曲がかかっている。

　椅子に腰を下ろしてひとみが待ちかねたように口を開く。

「で、またいつもの悩みね？」

　以前から縁談話があがることを愚痴っていたので、彼女は察していたようだ。

「そうなの……」

　そこでお酒が運ばれてきたのでいったん話をやめて、私たちは乾杯した。

　店員が立ち去るのを待って話し始める。

「今度は絶対にお見合いをさせようって決心がすごくてね」

「明日香は政治家を父に持つお嬢だからね。で、次の相手はもちろん〝三高〟よね？」

　三高とは〝高学歴〟〝高身長〟〝高収入〟のことで、結婚するからには条件がいい相手を求める女性が多いのは否めない。

　私も三高には異存はないけれど、やはり性格も重視したい。いくら好条件の人であっても結婚したら暴力をふるう男性かもしれない。性格が合わなくて、夫の価値観を押しつけられるなんていうのも嫌だ。

「三高か分からないの。身上書と写真を渡されたんだけど、見ても無駄だから」

「それってもったいないかもよ？　すっごくかっこよくて、三高だったら？」

「ひとみ、それでももったいないなんて思わないわ」

　私は口を引きしめて、首を左右に振る。

「明日香には初恋の人がいるものね。よくも数回しか会ったことのない人を想い続けていられると感心しちゃうわ」

　ひとみは大きなため息をつき、両腕を前に組んであきれている。

　今日の彼女は体のラインが出る真っ赤なツーピース。花金らしく華やかだ。反対に私といえばフレンチスリーブの白いブラウスにグレーのＡラインスカートで地味。

　政治家の父の娘として清楚な服装を常日頃求められていた。

　ひとみが言っている〝初恋の人〟とは、私の兄・達たつ也やの友人、円城寺真しん吾ごさんのことだ。

　私が十八歳のときから今に至るまで三度しか会っていないのに、彼にひと目惚れしてからずっと憧れていた。

「円城寺さんに会ってはいないけれど、ときどき載る経済誌や週刊誌で顔を見ているもの」

「今をときめく旧財閥の円城寺家の御曹司だから世間の注目を浴びているのは当然だけど、週刊誌を見るたびに落ち込んでいるじゃない」

　円城寺真吾さんは、土地の運用や街の開発をなりわいとしている日本最大手の不動産会社の創始者の孫。現在専務取締役で、ゆくゆくは社長になる人だと経済誌に書かれていたのを思い出す。

　三高を気にしないとは言っているが、彼は三高の上を行く〝高〟を数えたらきりがないくらい完璧な人なのだ。

　そんな彼は最高学府である大学を卒業後、入学が難しいと言われているイギリスの大学も出ている。

　兄とは日本の大学時代からの友人だった。

「そのときは落ち込むけど、結局は週刊誌なんて全部デマだし」

「そんなに憧れているのなら、アタックしてみれば？」

　ひとみが軽くけしかけたとき、店員が注文した料理を運んできた。

　丸テーブルに並べると、店員はひとみの方へ興味深げに視線を向けてから去っていった。

「おいしそう。明日香、食べよう」

「あの店員さん、初めてよね？　ひとみが気になるみたい」

　ひとみはピザをつまんで口に持っていくところを止めて、店員の背に視線を向け、すぐに戻す。

「んータイプじゃないな」

　バッサリ言いきって、タバスコをたっぷりかけてからピザをパクッと食べる。

　モテるひとみはそのときに応じて遊ぶ男性が違う。おいしい食事を楽しむときは〝メッシーくん〟。車を持っている彼は〝アッシーくん〟。これ欲しいなと言っただけでポンとプレゼントしてくれる〝ミツグくん〟までいる。

　でも今のところ彼らは彼女の〝本命くん〟にはならないようだ。

　私もお皿にシーザーサラダを取り分けて食べ始める。

「でさ、さっきの続きだけど、このままいくと明日香は好きでもない男と結婚するはめになっちゃうと思うの。そんなの悔いが残らない？」

「う、ううう……うん……」

　フォークを置いて口もとをゆがませた私は苦い顔になる。

「たしかにひとみの話も一理ある。けど、突然三度しか会ったことがない子にアタックされたら絶対に断るでしょう？」

　円城寺さんにアタックして玉砕される自分を想像して、また重いため息が漏れる。

「分からないわよ？　明日香はかわいいんだから。清楚だし、うちの支店でお嫁さんにしたいナンバーワンじゃない。数日前なんて、接客中、突然おじいさんからうちの孫の嫁にって、言われてたでしょ」

「あのおじいさん……田た中なかさまね。軽く茶化されていただけよ」

「いつも思うの。私は遊ばれるタイプで、明日香は大事にされるタイプなんじゃないかなって」

　容姿や考え方は正反対だけど、ひとみの物もの怖おじしない性格が好きだ。

「そんなの分からないわ。まだ一度も彼なんてできたことないから」

「いろんな人と付き合わなきゃ、人生もったいないって。なんなら紹介するわよ？」

「えっ？　い、いいよ」

　私は顔の前で手を振ってから、透明感のあるすみれ色のヴァイオレットフィズを飲む。少し辛口でジンの味が後から口の中に広がる。

　いつの間にか店内の席はいっぱいになっていた。




「ただいま」

　ひとみと別れて港みなと区く白しろ金かね台だいにある自宅に着いたのは二十二時。

　真夏の夜は湿度の高い暑さで、玄関を入ってハンカチで額から噴き出る汗を拭う。

　ひとみは『夜はまだまだこれからよ』と言ってアッシーくんを呼んだ。近くにいたようで、すかさずスポーツカーで迎えにきた彼と出かけていった。

　ちょうど二階から下りてきた兄が「おかえり」と出迎えてくれる。

　わが家はレンガ造りの８ＬＤＫで、一階に両親と私、高校三年生の妹・久く美み子こが住み、去年の六月に結婚した兄夫婦は二階で暮らしている。

　ふたりはともに三十歳で、父から勧められたお見合いで結婚して今では幸せそうだ。

　兄の妻である早さ苗なえさんの父親も私の父と同じ党の議員だ。

　食事はだいたい一階のダイニングルームで一緒に食べる大所帯だけど、通いのお手伝いさんがふたりいるので、母と早苗さんはほとんど家事をせず優雅な生活を送っている。

　兄は父の第二秘書として働いており、将来は議員になるべく勉強中だ。

「父さんからまたお見合い写真を渡されたって？」

　私がパンプスを脱ぐのを、兄が階段の白い手すりに寄りかかり見ている。

「うん。まだ結婚する気もないのに」

「お前が夜遊びばかりしているから心配なんだろう。見合い結婚も悪くないぞ」

「そんなに遊んでないわ。私はお兄ちゃんと違うの」

　艶々に磨かれた床の上にある自分のスリッパへ足を入れる。

　兄は思い出したような顔つきになり、シルバーフレームの眼鏡をひょいと上げる。

「来週の木曜日、ブランド店のリニューアルパーティーがあるんだ。芸能人も来るらしいぞ、行きたいか？　招待状やるよ。二名までＯＫだ」

　兄は私が好きな高級ブランドの名前を言う。

　ボーナスはしっかりもらっているけれど、それでも全部はたいてやっとバッグがひとつ買えるくらいのお高いブランド。大判のスカーフを短大生のとき母に買ってもらい、今でも大切にしている。

「行きたい！　あ、でも……お兄ちゃんはお義ね姉えさんを連れていかないの？」

「その日からお盆にかけて北ほっ海かい道どう旅行へ行くんだ。パーティーに出席できずにがっかりしていたが」

　兄夫婦の共通の趣味は旅行で、まとまった休みがあると出かけている。

「北海道かぁ～、いいね。東京みたいに暑くないし」

「まあな。お盆休みくらい妻孝行しないと。明日招待状渡すよ。友達と行くといい」

　私も今年はシフトの都合でたまたまお盆を含む一週間が夏休みになった。けれど予定はないから、兄夫婦がちょっぴりうらやましくなった。

「うん。ありがとう」

　兄はダイニングルームのドアに消え、私は玄関を入って左の廊下の先にある自分の部屋にウキウキしながら歩を進めた。

　廊下に並ぶドアの一番端の部屋へ入り電気をつける。手前が妹の部屋だ。

　十畳の洋間にはベッドとアンティークなライティングデスクとドレッサー、タンスとクローゼットがある。

　それらはすべて艶のあるマホガニー材で作られた落ち着きのある家具だ。

　ムワッとした空気に顔をしかめ、クーラーのリモコンスイッチを入れたとき、扉を開いて天板のままにしていたデスクの上のふたつ折りの見合い写真が目に入る。

　これをどうすればいい……？

　私はその隣にある経済誌を手に取り、ベッドの端にポスンと腰を下ろす。

　何十回となく見ているので、目的のその場所はすぐに開く。

　見開きのカラーページは、円城寺さんがオフィスの執務室で黒革のソファに座りインタビューを受けているものだ。

　オーダーメイドであろう体にフィットしたグレーのスーツを身につけて、堂々とした佇たたずまいの円城寺さんは何度見ても私の心をドキドキさせる。

「考えても仕方ない。お風呂入ろう」

　手の届かない人を想っていても無駄なのだが、今はまだほかの男性と結婚なんて考えられない。

　ふぅ～と、口をすぼめてから勢いよくベッドから立ち上がり、経済誌をパサッと閉じてデスクの上のもとの位置に戻した。




　土曜日。父と会わないよう朝食の時間をずらしてダイニングルームへ行くと、母はキッチンにいて、久美子は制服を着てご飯を食べていた。

「お姉ちゃん、おはよう」

「おはよう。あれ？　学校へ行くの？」

「うん。登校日なの。めんどくさー」

　登校日か、懐かしい。私は夏休み途中の登校はみんなに会えて楽しかったけど。

　中学から短期大学まで女子校だった私は、高校までは校則が厳しく流は行やりのファッションや髪形なんて許されなかった。妹の久美子は私とは違ってわりと校則が自由な共学校を選び、白のポロシャツに膝上丈のスカートという制服に、ボリュームのある白い靴下を履いている。〝ルーズソックス〟といって、流行に敏感な女子高生の間で流行り始めているらしい。

「くーちゃん、明日は空いてる？」

「なになに？　おごってくれるの？」

　久美子はかじっていたパンをお皿の上に置き、食いつき気味でそばに立つ私を仰ぎ見る。

「いいよ。くーちゃんの好きなものでも食べにいこうか」

「行く行く！　ティラミス食べたいっ！　友達と遊ぼうと思っていたんだけど、お姉ちゃんとの方が楽しいもん」

「それって、全部私持ちだからでしょ」

　現金な久美子に苦笑いを浮かべる。

「それだけじゃないからね。あっ！　いけないっ、もう行かなきゃ」

　久美子はもうひと口だけパンをかじって椅子から立ち上がった。

「お母さん、行ってきますっ！」

　近くのソファに置いていた紺の手提げかばんをガシッと掴つかみ慌ただしく出ていく。

　母があきれた顔でキッチンから出てきた。

「まったく、もっと時間を考えて行動できないものなのかしら。明日香とは違うのよね。あなたの生真面目さが少しでもあの子にあればよかったのに」

「お母さん、世の中そんなにうまくいかないのよ。くーちゃんだって、もう少し年を取れば落ち着くわ」

　母の嘆きにふふっと笑ってキッチンへ行き、トースターに食パンを一枚入れて焼けるのを待つ間、冷蔵庫を開けて作ってあったアイスコーヒーをグラスに注ぎ、牛乳も半分入れる。

　焼き上がったトーストとカフェオレを持ってダイニングテーブルに戻った私に、母が顔をしかめる。

「それだけでは栄養にならないわよ。目玉焼きとサラダ食べる？　あなたが起きてから作ろうと思っていたの」

　お手伝いさんは九時からなので、朝食は母と早苗さんが作ってくれている。

「ううん。これだけでいいよ。いただきます」

　トーストにバターを塗ってパクッとひと口かじる。

「お父さんまた、お見合いの日程は？って言っていたわよ。どうするの？」

「どうするのって言われても、まだ結婚する気がないんだから。今時、親に無理強いされて結婚するものでもないでしょ？」

　母の話を聞き流し、モグモグ咀そ嚼しゃくしてカフェオレを飲む。

「お父さんはあなたが心配なのよ。お見合い相手はどう？　素敵な人だと思ったけど」

「見ていないから分からないわ。後でテーブルに置いておくね」

「ちゃんと見てからお父さんと話し合いなさい」

「話しても無駄なんだから」

　父と話をして押しきられるのだけは敬遠したい。このままで行くと口のうまい父に丸め込められてしまいそうだから、話し合わずに逃げたいのだ。

「もう……逃げてもどうしようもないのに」

　母も同情はしているのだろう。当惑気味だった。




　お昼前、ひとりで新しん宿じゅくへ出かけ、来週誕生日の母へのプレゼントをデパートで探した。

　なんでも持っている母へのプレゼントは難しいが、お気に入りのブランドの口紅とアイシャドーを選んで、綺麗にラッピングしてもらった。

　買い物に満足して腕時計を見ると、すでに十四時を回っていた。

　どうりでおなかがすいているわけだわ。

　デパート裏手にある喫茶店に入り、海老のドリアとジンジャーエールを頼む。

　賑わった店内ではカップルや家族連れが休日を楽しんでいる。

　来るのを待つ間、バッグから女性ファッション誌を取り出して読み始める。先ほど書店で買ったものだ。その雑誌はおいしそうな店や二十代向けのファッション情報が盛りだくさんで、気に入って毎月買っている。

　今月号では渋しぶ谷やのレストランやアパレルショップが特集されていた。

　明日は渋谷に行こうかな。

　ちょうどデザートの店も載っていて、久美子がティラミスを食べたいと言っていたのを思い出した。

　食事を済ませてあとは帰宅するだけだが、夕食を父と一緒に食べたくなくて困った。

　だけど目的もなしにふらふら時間をつぶせない性分だ。

　どうしようかな……。

　多忙な父なので、もしかしたら夕食を自宅で食べないこともあると考え、公衆電話を探して、テレホンカードを差し込んだ。

　呼び出し音は五回ほどで、母がよそ行きの声で出る。

『大山でございます』

「お母さん、明日香。お父さんの今日の夕食は？　自宅？　それとも会食？」

『さっき会食になったと連絡があったわ』

　母の言葉にホッと胸をなで下ろした。

「分かった。あ、お母さんの大好きなモンブランを買ってから帰るね」

　私が父を避けたいと思っているのを悟った母が、電話の向こうでため息を漏らすのが聞こえてきた。

　通話を切って、出てきたテレホンカードを取り出し財布の中に入れる。気持ちが軽くなった私は、意気揚々と大通りの一等地に店を構えているケーキ店に向かった。




　翌日は約束通り妹と渋谷でランチをして、昨日の女性ファッション誌に載っていたマスカルポーネチーズとコーヒーが絶妙なバランスでおいしいと有名なティラミスを出す喫茶店へ行った。

　さすが雑誌に載っていることもあって、店頭には十人ほどの列。

「くーちゃん、どうする？」

「うーん。待ってでも食べてみたいな。おいしかったら友達に教えられるし」

　さすが高校生。若いな。

　照りつける日差しに辟易していて、どこか冷房の効いた喫茶店へ入って涼みたい気持ちだ。

　それでも妹が食べたいのならと、暑さを我慢して並ぶこと五十分。ようやくお店の中へ入れて、四人掛けのテーブルに着くと脱力した。

「お姉ちゃん、五歳しか違わないのに体力なさすぎじゃない？」

　頭のてっぺんでポニーテールにしている長い黒髪を顔の前に持ってきて梳すきながらあきれている。

　ヘアカラーが校則では禁止なので、卒業したら私のような髪の色になりたいと常々言っている。

　家族の中で私だけが髪も目も色素が薄いので、橋の下で拾ってきた子だと冗談で父に言われていた。

「五歳しか違わないんじゃなくて、五歳もよ」

「ま、まあ、お姉ちゃんは童顔だから、私と歩いていると友達に見られるから安心して」

「なにが安心なんだか」

　懸命に擁護する久美子におかしくなってクスッと笑う。

　ティラミスは評判通り、また並んでも食べたいと思うほどおいしかった。

　その日の夕食も父は留守で安堵した。今日は第二秘書の兄を連れて、神楽かぐら坂ざかの料亭で会食だという。こちらは早苗さんも入れた女四人の夕食だ。

　始終口を開いていたのは話題に事欠かない久美子で、今日一緒に出かけた渋谷の話をしていた。










二、パーティーの招待状




　父を避けるように過ごした週末はお見合いの件を話し合うこともなくホッとしたが、まだ気は緩められない。

　来週の月曜から夏休みに入るので、今週は忙しくなりそうだ。でも木曜日は兄から譲ってもらったパーティーがある。それを楽しみに四日間がんばろう。

　その日のお昼休み、シフトが同じひとみと休憩室でお弁当を食べているときに、木曜日の退勤後の予定を聞いてみた。

「えーっ！　うれしいわ！　行く行く」

　ひとみは目を輝かせていつになくうれしそうだ。

「よかったわ。ひとりでは寂しいもの」

　笑みを浮かべて、自分で作ったお弁当のおかずの甘い卵焼きをパクッと口に入れた。ひとみも派手な生活に似合わず、ひとり暮らしの彼女は節約のために自分でお弁当を作ってくる。

「あそこのブランド高いから自分では買えないけど、目の保養をしたいもの」

　自分で買えなくてもひとみには貢いでくれるボーイフレンドがいるから、彼女が持っているバッグやアクセサリーなんかはいつもブランドものだ。

　私はといえば、自分で買ってばかり。プレゼントは二十歳の成人式のお祝いに両親からプレゼントされたハイブランドのバッグひとつだけだ。あとはボーナスでご褒美的に買ったずっと使えそうなブランドバッグが数個。それらは通勤時には使用せず、休日のお出かけのときにしている。

「ひとみも来週夏休みだよね？　埼さい玉たまの実家へ帰るんでしょう？」

　ほかの行員はすいている時期に旅行に行きたいからお盆ははずしたいという人が多く、たまたまひとみと夏休みが一緒になった。

　わが家は両親ともに東京出身で、学生の頃は田舎のある友達がうらやましかった。

「ううん。今回は帰らないわ。いろいろと誘われているから」

「そうなんだ。それじゃあ忙しいね」

「まあね」

　ひとみはいなり寿司を口に入れる。遊び人に見えて料理上手な彼女なのだ。




　集計で一円合わないという事態が火曜、水曜と続き、残業を余儀なくされる。この二日間、帰宅は二十時。私の担当ではなく、ひとつ下の後輩が合わずに青くなりながら計算をしていた。

　当然、私たちも総出で計算したり、床に落ちていないか隅々まで捜す。たかが一円、されど一円。自分で補填すればいいと思う気持ちもあるが、きっちりかっちりしている銀行業務はそれでは済まされないのだ。

　翌日のパーティーは紀き尾お井い町ちょうで十九時から。

　明日は何事もなく終わりますようにと、願いながら眠りに就いた。




　翌朝、改札を通り過ぎ会社へと歩を進めていると、肩をポンと叩かれ立ち止まる。

「大山さん、おはよう」

　法人営業課の佐さ山やまさんだった。若手のホープで、三十歳と若いが数年以内には課長になるのではないかと噂されている。

　お客さまにもいい印象を与える爽やかなマスクの持ち主だ。

「おはようございます」

　挨拶する私をしげしげと見る佐山さんだ。

「今夜は出かけるのかな？」

「あ、はい。そうなんです」

「やっぱりそうなんだ。デートか。君の彼氏がうらやましいな」

　佐山さんは肩を落として、小さく微笑みを浮かべる。

「えっ？　デートじゃありません。宮地さんとパーティーへ行くんです」

　そう言って腕時計で時間を確かめて歩き出す。

「なんだ。よかった。今度僕とデートしてくれないかな？」

　佐山さんの言葉に驚いて、再び足を止めて顔を見る。

「意外だった？　そんなに驚かないでくれよ」

「もちろん意外です」

「その反応はＯＫっていう意味だとうれしいんだけど？」

　照れくさそうな表情を浮かべる佐山さんに、紺のネクタイあたりに目を泳がせる。

「そ、それは……」

　この場で即座に断るのも……と困ったが、ジッと見つめられ、一度下唇を噛んで気持ちをしっかりさせてから口を開く。

「……せっかくのお誘いですが、好きな人がいるので」

　ごめんなさいと頭を下げる。ハーフアップの髪がふわりと頬にかかった。

「……はぁ。ついせっかちに誘っちゃったよ。朝から玉砕かぁ。仕方ない」

「すみません……」

　頭に手をやり明るく笑う佐山さんに、ホッと安堵する。

「じゃあ行こうか。遅くなるからね」

「はい」

　会社まではここから四分ほどだが、その時間がとても長く感じられる。早く着かないかなと佐山さんの隣で考えていた。




　社屋の通用口で佐山さんと別れて更衣室へ向かう。ドアを開けて中へ入り「はぁーっ」と息をつく。

「あ、おはようございます！」

　着替えている同僚や先輩に挨拶をしてから自分のロッカー前へ向かう。

　びっくりした。

　軽くデートに誘ってくれただけなのに、真面目に答えすぎちゃったかな……。

　ロッカーを開けてパーティーのために着ていたクリーム色のオーガンジー素材のＡラインワンピースを脱ぎ、ブラウスとスカートを身につけてからベストを羽織る。

　扉の内側についている鏡でメイクを確かめてからドアを閉めた。

　よしっ！　残業がないようにがんばろう！

　シャッターが開いた瞬間からいつもより来客者が多く、朝から椅子は満席になる。

「明日香、今夜は楽しみね」

　隣の窓口に座るひとみが私の方へ顔を向けて親指を立てた。

「うん。ミスをしないようにしなきゃ」

　にっこり笑みを浮かべて、カウンターの前へ立った年配の女性に「いらっしゃいませ」と明るく言って頭を下げた。

　お客さまを待たせないようにをモットーに、従事しよう。




　今日はミスもなく、私とひとみは十八時に仕事を終わらせることができ、今は制服からワンピースに着替え、メイクと髪を直している。

　私の髪形は朝と同じハーフアップで、黒ゴムからパーティーに備え華やかになるようにパールの髪飾りに替えた。

　ひとみもワンピースだが、彼女のは体のラインが強調されたロイヤルブルーの膝丈のもの。

　ひとみは身長が百六十五センチあるので、タイトな膝丈のスカートだと脚の長さが際立つ。自分がナイスバディだと分かっているのだろう。

　ひとみと並ぶと、私はあか抜けないお嬢さま然としたおもしろみのない女性に思える。

　だけど、彼女のような服を着たら父は怒るだろう。

　心の中では服装くらいちょっと冒険してみたいと思っていたりする。

「明日香、支度はＯＫ？」

「あ、うん」

　鏡の前で突っ立っていた私はひとみの声で我に返り、仕事用の紺の三センチヒールを脱いでクリーム色の七センチハイヒールに履き替えた。

　私たちがふたりでよく出かけるのは同僚たちに知られており、なにも聞かれずに更衣室のドアへ向かう。

「おつかれさまでした」

　まだ更衣室にいる同僚や先輩に挨拶をして廊下へ出た。

　着替えとメイクでかれこれ二十分かかってしまった。

「明日香、タクシーで行く？」

「そうだね。その方がめんどくさくないね」

　私たちは通用口から外に出て、会社から少し離れた通りの道路脇に立った。

　数分後、空車のタクシーがやって来て私たちの前で止まり、後部座席に乗り込む。

　運転手の方へ身を乗り出して紀尾井町にある高級ホテルを告げたひとみは、深く座り直し座席に体を預ける。

「楽しみだわ。芸能人とかいそうよね」

「たぶんいるんじゃないかな」

　兄が『芸能人も来るらしいぞ』と言っていたのを思い出す。

「あら？　明日香、うれしくないの？　あ、またお見合いの件？」

「まあ、それもあるけど、実は今朝佐山さんからデートに誘われたの」

「えっ!?」

　ひとみは目を丸くして私を食い入るように見つめてくる。

「好きな人がいるからデートはできませんって、断ったわ」

　そう言うと、ひとみは安堵したように「ふーっ」とため息を漏らしてから口を開く。

「よかったわ」

「よかった……？　もしかしてひとみ、佐山さんが好き……なの？」

「まさか、違うって」

　彼女は顔の前で手をブンブン左右に振った。

「じゃあどうして？」

「明日香は知らなかったのね？　佐山さんは女癖が悪くて、行員の女の子たちが彼の餌食になって泣かされているの」

「ええっ！」

　思わず大きな声をあげてしまい、慌てて自分の口を手で押さえる。

「知らなかったわ」

「私も最近知ったのよ。松まつ浦うらさんに相談されて」

　松浦さんというのは貸付業務の営業のサポートをしているひとつ下の後輩だ。おとなしくてかわいい。

「佐山さん、行員と深い仲になってすぐ別れ話を持ち出すらしいわ。松浦さんだけじゃなくてね」

　ひとみは三名の行員の名前を言った。

　私は呆気に取られて、ポカンと口を開ける。

「だから断って正解よ。いくら仕事面では優秀だろうが、私生活がだらしないなんて最低だもの」

「そんな人だったなんて思わなかったわ」

　佐山さんの爽やかな顔を思い浮かべた。

　ひとみは長い髪をさらさらとなびかせる。

「うまく立ち回っているみたいだけど、いつか大問題が起こるわよ。あ、着いたわ」

　パーティー会場である高級ホテルのエントランスには高級車がズラリと並んでおり、正面へ行くまで数分待ちそうだ。

「ひとみ、降ろしてもらおうか」

　正面へ着くまで運賃が上がるのがもったいなくてそう言うと、彼女は顔をしかめる。

「ダメよ。見くびられないようにね」

　体裁を気にするひとみだ。

　ホテルの敷地には入っているのだから、ここで降りて二十メートルほど歩くくらい私は気にしないのだけど。

　タクシーがようやくエントランスの前に止まり、ひとみが運賃を払って表に出た。後で割り勘で払うのを忘れないように金額を頭に入れる。

「すごいわ。俳優や女優の車じゃないかしら。こんなことならハイヤーを頼めばよかったわ」

　招待者らしき人の中にはロングドレスの女性やタキシードの男性もいる。

　私たちが来たのは場違いだったかもしれない。

　ひとみはそうは思っていないようで、意気揚々と「早く行きましょう」と私の腕を掴んで歩を進める。

　広いロビーにはたくさんの人がいた。私たちは案内板を確認して、大宴会場の〝鳳ほう凰おうの間〟へ向かう。

　大宴会場の手前にクロークがあるが、預けるものはないのでその先の入口の横の受付へ行く。

　バッグから招待状を出し女性スタッフに見せて、周りをキョロキョロ見回しているひとみとパーティー会場へ入った。

「すごくきらびやかね」

　広い宴会場にはたくさんの豪華なシャンデリアがあり、明るく照らされている。

　パーティーはビュッフェスタイルで、壁側にズラリと料理が並んでいる。そのうしろにはシェフコートを身につけたコックもブースごとにいる。

　会場の中をドリンクサービスの黒服を着た男性が動き回り、私たちはシャンパンを選んで手にした。

「こんな大規模のパーティーは初めてよ」

「私もよ」

　ひとみにうなずき、冷えたシャンパンをそっと口にする。

　キリッと冷えた少し辛口のとてもおいしいシャンパンだ。

　招待客は、あちこちに散らばっているショーケースの中を見ながら談笑している。

「ひとみ、見にいこうよ」

「そうしましょう」

　シャンパングラスを手にし、私たちは比較的人が少ないショーケースへ行く。

　希望すれば商品を手に取ることも可能で、もちろん購入もできる。

　私が手に入れられるのはスカーフくらいしかないけれど、素敵なバッグは目の保養になる。

　その場所にはブラウン系のスカーフが数点飾られていた。

「素敵ね。明日香は髪の色が綺麗だからこの色味はコントラストになって合いそう」

　購入できなくはない金額だ。せっかくだから買おうかな。

　しばらくあちこちのショーケースを見ていたが、おなかもすいてきて私たちはビュッフェコーナーへ近づく。

　洋食から和食、中華まであり目移りしてしまう。立って食べられるフィンガーフードが盛りだくさんだ。

「さすが高級ホテルね」

　私たちは前菜にホタテとイクラのサラダや、キャビアがのったカナッペなど、普段あまり食べられないものを選ぶ。

　ひとみも豪華でおいしい料理に舌鼓を打ち、オマール海老にベシャメルソースがかかったテルミドールや厚みのあるローストビーフをメインにして満足している。

「お寿司もいいわね。明日香も食べる？　もらってくるわ」

「うん。お願い」

　ひとみのうしろ姿を見送り、周りをぐるりと見渡す。

　招待客は思い思いに楽しんでいるが、十メートルほど離れた場所にひときわ人が集まっている。誰か有名人でもいるのかな。

　気になって見ていると、スラリと立ち姿の美しい背の高い男女のうしろ姿が目に留まった。

　ふたりとも外国人？

　男性は艶のある漆黒の髪で、連れの光沢のあるシルバーのロングドレスを着た女性は金髪を緩くアップにしていた。

　男性の腕に軽く手を置いている姿は、うしろ姿だけなのにファッション誌の一ページを切り取ったかのように華やかで、ため息が漏れた。

　うっとりと見ていた私はふたりが向きを変えた次の瞬間、驚いて胸がズキッと痛みを覚える。

　円城寺さん……。

　顔を見合わせて微笑むふたりに、ここで彼に会えた喜びよりもショックが大きくて、シャンパングラスを持つ手が震えだしていた。

　急いで白いテーブルクロスのかけられた丸テーブルへシャンパングラスを置き、手の震えを止めようと両手を握った。

「明日香、お待たせー」

　両手ににぎり寿司をのせたお皿を持ってひとみが戻ってきた。

　まだショックが続いていて表情の硬い私を彼女は覗き込む。

「どうしたの？　気分悪くなった？」

「……ん、ショッキングなことが」

「数分の間にどうしたのよ。ちょっと座った方がいいわ」

　ひとみは手に持っていたお皿をテーブルの上に置くと、私をすぐ近くの椅子に座らせた。

「水をもらおうか」

「ううん……シャンパンがいい」

　私の隣に腰を下ろして、テーブルの上のシャンパングラスをしっかり手に持たせる。

「飲んで」

「ありがとう」

　口の中が乾いていて、受け取ってすぐにシャンパンを喉に流し込み、「はぁ～」とひと息つく。ひと口飲んだだけなのに体がかぁーっと熱くなった。

「で、なににショックを受けたの？」

「……円城寺さんがここに来てるの。モデルみたいな美しい外国人女性をエスコートして」

「えっ!?」

　ひとみはすっくと椅子から腰を上げ、キョロキョロと辺りを見回す。彼女はすぐに円城寺さんを捉えたようだ。

「本当だ……見事にエスコートしてるわ。あーっ」

「え？　あーっ、ってなに？」

　ひとみの言葉が気になって、瞬時に立ち上がり円城寺さんを捜して視線を泳がせる。

「顔が近いと思っただけ。そんなのたいしたことないでしょ」

　親密そうだったのはさっきもだ。

　ガクッと椅子にもう一度座って、シャンパンを飲み干した。

「そんなに一気に飲んじゃ――」

「大丈夫。大丈夫」

　円城寺さんを忘れるために、もうお見合いをするしかないのだろうか。

「ほら、お寿司食べよう」

　ひとみにお皿とお箸を渡される。

「明日香、今までだって彼には恋人の噂があったじゃない。今回もきっとそうよ」

「う……ん」

「わぁーこのイクラ、めちゃくちゃおいしいわ。明日香も食べてみて」

　ひとみは私が持つお皿からイクラの軍艦巻きをお箸でつまみ、私の口に持ってきた。そうされては口を開けるしかなくて、差し出されるままに食べた。

　たしかにいつも食べるイクラよりもおいしく感じた。でも、まだショックが尾を引いていてその感動を伝えられない。

　私の口から出てくるのは重いため息だけだ。

「ひとみ、私にかまわずショーケース見にいっていいよ」

　食べ終わったひとみがなんとなくうずうずしているように見えて勧めた。

「じゃあ、デザートは戻ってきたらにしましょう。向こうにかっこいい人がいたの」

　にっこり笑う彼女に、商品ではなくそっちだったのかと苦笑いを浮かべる。

「うん。行ってきて」

　ひとみを送り出し、飲み物を運ぶホテルスタッフを呼び止めてシャンパンをもらった。

　ぼーっと突っ立ってシャンパンを飲み、視線は円城寺さんを捜してしまう。

「ねえ、君はひとりで来たの？」

　ふいに横から男性の声が聞こえてハッとそちらを向いた。そこに立っていたのは髪を明るい茶色に染め、白のスーツを着た若い男性だった。私と同じくらいか少し上といったところ。ネクタイは赤で、バブルの勢いそのままの格好だ。

「綺麗な髪の毛だね。それは染めているの？」

「染めていません」

「そうなんだ。珍しいよ。かわいいし。ひとりなら場所を変えて俺と飲まない？　この後も。近くにいい雰囲気の会員制のクラブがあるんだ」

「いいえ。友達と来ています」

「友達って、ロイヤルブルーを着ているスタイル抜群の子？」

　そう言うからには私たちを見ていたのかもしれない。

「……そうです」

「イケイケの友達もいいけどさ、俺は君の方が好みなんだよね。彼女は放っておいて行こうよ。もしよかったら、君が見ていたスカーフをプレゼントするよ」

　スカーフを見ていたのはだいぶ前なのに。やはりずっと見られていたみたいだ。

「いいえ。行くつもりはありません」

「えーっ、いいじゃん。もうここは飽きたし。君と飲みにいきたいな。ここよりもっとおいしい高級シャンパンを飲ませてあげるよ」

「結構です」

　円城寺さんが恋人連れでショックを受けていても、初対面の男性となんて飲みにいきたくない。

　彼のもとから去ろうと歩き出すと、右手首が掴まれた。仕方なく立ち止まり、キッと彼を睨みつける。

「その素っ気ないところもいいね。今時珍しいよ」

「放してくださいっ！」

　しつこい彼に声を荒らげ、腕をブンと振り上げた。その動きが大きかったせいか、手を離した彼の反動で私はうしろによろけ、誰かにぶつかった。足がなにかを踏んだようだ。

「あっ！」

　背後から両腕を押さえられ、驚いて振り返った。

「すみません！　汚れませんでしたか？」

　頭をガバッと下げた目線の先にピカピカの黒革靴が目に入る。

「大丈夫だ。それよりも」

　心地いい低音の声に、顔を上げた私の目が大きくなった。

　転ぶのを免れたのは円城寺さんのおかげだったのだ。彼は今、私をナンパしていた男性へ冷たい視線を向けていた。

「嫌がる女性を力ずくで誘うとは卑劣なやり方だと思わないか？」

「そ、その女から誘ってきたんだ！」

　慌てた様子の男性はどういうわけか私のせいだとうそぶいてあぜんとなる。

「ええっ!?」

　あきれてその先が言葉にならない。

　円城寺さんが信じたのか心配になり、即座に顔を向けた。

　すると、円城寺さんは優雅に微笑む。

「彼はこのパーティーにふさわしい人物ではないようだ。お引き取り願おう」

　そう言ったのち、屈強な体格の黒服の男性ふたりがやって来て、嘘つき男の両腕をがっしり掴み出口に向かって歩き出した。

「大丈夫ですか？」

　え、円城寺さんに話しかけられている……。

　ぼうぜんとなる私に彼が眉根を寄せて顔を覗き込む。思いがけなく顔が近くて、心臓がドクンと高鳴り、それからドクドクと早鐘を打ち始める。

「気分でも悪くなりましたか？」

　黙ってしまった私に、円城寺さんは座るよう促す。

「君、水を持ってきてくれ」

　近くに残っていたホテルスタッフに指示をする円城寺さんは当然のように言う。彼には王者のような雰囲気が漂っていて、ぼーっと見ているとグラスに入った水が差し出された。

　信じられないことに円城寺さんは私の隣に腰を下ろして、水を渡してくれる。

「あ……ありがとうございます」

　心臓の高まりは収まりそうもなく、気持ちを落ち着けようと内心必死だ。

「飲んで」

「いた……だきます」

　私はゴクリと水を喉に通した。それでも鼓動はまだ激しく波打っている。

　なにか話さなきゃ。

　まだ手が震えていて、グラスをテーブルの上へ置いた。

「あ、あの。助けてくださりありがとうございました」

「どうってことない。このパーティーの主催者である日に本ほん支社長は友人だから、この件は伝えておく」

「いいえっ、言わないでください。盛大なパーティーを台なしにしてしまいます」

　大事になって当惑する。

「かまわないだろう。彼はそういった事項を重要視している。それでは」

　円城寺さんが椅子から腰を上げるのを見て、気づくと「あ、あの！」と呼び止めていた。

　立ち上がった彼が首を少し傾けて私を見ている。

「私……、大山達也の妹の明日香です」

「達也の？　……ああ。君の髪の色で思い出したよ。何度か君の家で会ったな」

　覚えてもらえていたのがうれしくて、顔をほころばせた。

「達也の妹を救えてよかったよ。達也には一年ほど会っていないが、元気かい？」

「はい。結婚して同居しています」

「彼の結婚式は海外にいて出席できなかったんだ」

　円城寺さんが欠席すると兄から聞いて、がっかりしたのを思い出した。

「達也によろしく伝えて。それと」

　円城寺さんはタキシードの内側へ手を入れ、ダークグリーンの名刺入れを出した。そこから一枚抜き取り私へ差し出す。

「えっ……」

　円城寺さんに名刺を出されてびっくりする。

「なにかあったら連絡するといい」

　差し出された名刺を両手で受け取ると、円城寺さんは去っていく。そのうしろ姿はすぐに人で見えなくなった。

　名刺には〝株式会社　円城寺地所　専務取締役　円城寺真吾〟とあり、会社の住所と専務室の電話番号が書かれていた。

　円城寺さんと話をしたなんて……。それに私の髪の色を覚えていてくれた。

　うれしくて顔が緩んでくる。

　なくさないようにバッグの中へ丁寧に名刺をしまったとき、ひとみが戻ってきた。近づく彼女はニヤニヤしている。

「明日香ー。見てたわよ。円城寺さんと話をしていたのね？」

「うん。なんか変な男性にしつこくされて、助けてもらったの」

「知ってる。スタッフに廊下に出されていたわ。円城寺さんに助けてもらってよかったじゃない」

　ひとみは気を使って現れなかったのだ。

「名刺もらっていたわね？　彼なんて言ってたの？」

「なにかあったら連絡するといい、って」

「うわぁ～いい感じじゃない」

　楽観的なひとみに顔をしかめて首を左右に振る。

「単なる社交辞令よ。私が友人の妹だと分かったから」

「そうかしら……」

「エスコートしている綺麗な女性がいるじゃない」

「そうだけど……。結婚を約束しているわけじゃなかったら、連絡を取ってもいいと思うの」

　そんな勇気あるわけない。

　私は「はぁ～」とため息をつく。

「そんな落ち込んだ顔しないの。さてと、デザートをいただこうか」

「……うん」

　私たちは少し離れたところにあるデザートのコーナーへ向かった。










三、一か八か、捨て身の私




　パーティーから七日が経ち、その間に突入した夏休みも終盤。といっても予定がなく、久美子と渋谷でショッピングやお茶をしたり、ひとりで映画を観にいったりしただけで終わってしまった。ひとみはミツグくんと遊ぶのに忙しかったらしい。夏休み中、私たちは金曜日に会う約束をしている。

　今日の夕食は兄夫婦も先ほど北海道旅行から帰宅して、全員が揃った。父は今週ゴルフ目的で軽かる井い沢ざわへ行っていて顔を合わせずに済んだけれど、今日は帰宅しているためお見合いの話が出るのを覚悟して食卓に着いた。

　テーブルに並ぶのはお手伝いさんふたりが作った和食。

「お兄ちゃん、お義姉さん、北海道はどうだった？」

　久美子が兄夫婦に話しかける。

「お前がそう聞いてくるのはお土産目的だろう？」

　兄は天真爛らん漫まんな妹に、食べていたお箸を止めて笑う。

「まあね。あ、でも本当に聞いているのよ？　お母さんが行きたいって言っていたからお供しようかなって」

「母さん、紅葉の時期に行ったらいいと思うよ」

「北海道の秋はあっという間だから、時期を選ぶのが大変そうね」

　兄たちの話を聞きながら、私はなるべく父の気がこちらに向かないように口を閉ざしている。

「お姉ちゃんも一緒に行こうよ」

　突然、私の気持ちも知らない久美子に話しかけられて、里芋の煮ものがポンと口から出そうになった。

「んっ……いいわね」

　咀嚼してからうなずく。

「明日香。旅行もいいが、そろそろ見合いの日取りを決めさせてくれ」

　やはり父は見逃してくれなかった。

　心の中でため息をついてから口を開く。

「お父さん、まだお見合いはしたくないの。まだまだ働きたい」

「そうしているうちに売れ残ってしまうぞ？」

「売れ残ってもいいの。やりたいこともあるし」

「なにをやりたいんだ？」

　ああ言ってもこう返される。議員であり口のうまい父に私が勝てるはずはない。うまく丸め込まれないように気持ちを引きしめる。

「仕事は楽しいし、いろいろな国へ行ってみたいし、友達と気軽に食事をしたいの」

「私が薦める木きの下したくんなら旅行へも連れていってくれるだろうし、友人との付き合いも制限しないだろう」

「お父さん、私はお見合いで結婚はしたくないの。お兄ちゃんたちはうまくいったけれど、性格が合わないことだってあるでしょう？」

　私の反論に父は苦虫を噛みつぶしたような顔になる。それでも意志は固いようで、「ちゃんと身上書と写真を見なさい」と言った。

　私と父の攻防の最中、誰も意見を口にしなかった。うちでは父が絶対だから、下手になにか言って機嫌を損ねたくないのだろう。

　話を長引かせたくないから、誰かに意見を言ってほしいわけではないが。

「リビングのテーブルに戻しただろう？　必ず部屋へ持っていってよく見るんだ」

　円城寺さんと女性の姿がまだ目の前にちらついていて、気持ちは落ち込むけど、すぐに結婚したくないのは本当だ。

　この場を収めたくて、とりあえずうなずいた。




　部屋に戻り、仕方なく持ってきたお見合い写真と身上書に重いため息を漏らす。

　そこへドアをノックする音が聞こえて、お見合い写真と身上書を睨むようにして見ていた私はライティングデスクの上に置いてから振り返る。

「入っていいよ」

　久美子かと思ったが、兄だった。入室した兄はベッドの端に腰を下ろす。

「ほら、お土産」

　紙袋に入ったお土産を渡され、「ありがとう」とお礼を言ってデスクの椅子に座り直してから中身を取り出す。

「ラベンダーオイル……？」

「イライラしているお前にピッタリだな」

　兄はからかうような笑みを向けてくる。

　小瓶の蓋を取って匂いを吸い込んでみた瞬間、原液の香りが強すぎてゲホゲホと咳き込む。

「それは二滴くらい枕に垂らすものだよ」

「リラックスできそう。ありがとう。もうひとつの箱は……オルゴールね！」

　紙袋から出してみると、手のひらよりも大きな陶器でできた長方形の箱型のオルゴールだった。これにもラベンダーの花が描かれていて美しい。

「お兄ちゃん、ありがとう。とても素敵。アクセサリーも入れられるのね。お義姉さんにも後でお礼を言うけど、先に伝えてね」

「花の絵が違うが久美子もお揃いなんだ。先にあげてきたが微妙な顔をしていた」

　兄は苦笑いを浮かべる。

「くーちゃんはお菓子の方が喜ぶのよ。でも、大切にするはずよ」

「だといいけどな。あ、ところでパーティーはどうだった？」

「楽しかった。招待状ありがとうね。スカーフを買おうかなと思っているの」

「あのブランドは一生ものだからな。いい買い物だと思うよ。俺も早苗にプレゼントしようかな」

　とても仲がいいふたりがうらやましい。私は結婚をしたくないわけではないのだ。ただ本当に好きな人と結ばれたいだけ。

「お兄ちゃん、円城寺さんが美人でブロンドのスタイル抜群の人といたの」

「そうだったのか。ここ一年ほど会えていないな」

　私が円城寺さんを好きなことを兄には言っていない。

「一緒に出席していたというなら恋人だろうな。さすが真吾だ。国際結婚しそうな予感がする」

　勝手な兄の憶測に、私も嫌だけど同意するしかない。

　本当にお似合いのカップルだった……。

　ナンパ男に絡まれて円城寺さんが助けてくれたことは黙っておこう。

「ラベンダーの香りでリラックスして眠れよ」

「うん。ありがとう」

　兄はベッドから腰を上げると、部屋を出ていった。




　金曜日。ひとみと新宿の喫茶店で待ち合わせをして、遅めのランチを食べている。

「あ！　そうだ！　明日香、朗報よ」

「朗報……？」

　ひとみの言葉の意味が分からず、食べる手を止めてキョトンとなる。

「ふっふっふ」

「もったいぶらないで、早く教えて」

　気持ち悪い笑みを浮かべるひとみに焦れると、彼女はバッグから週刊誌を取り出し、開いて見せてくる。

「じゃーん」

「あっ！」

　そこに載っていたのはパーティーのときの円城寺さんとあの女性だった。

「これ……」

「ここをよく読んで」

　読ませたい個所を指されて目を向けた。そこには円城寺さんと彼女が恋人ではないと否定する文章が書かれてあったのだ。

「この女性、新人のモデルみたいね。主催者である友人にエスコートを頼まれたってあるわ。だから、明日香。喜んでいいのよ」

　恋人じゃなかったんだ……。

　とはいえ、ひとみが言うように喜べるものでもない。この女性は円城寺さんの恋人ではなかったけれど、別の人がいるかもしれないし、私は勝手にずーっと憧れているだけ。

「あら？　反応が薄いわね？」

「えっ？　ううん。そんなことないわ。教えてくれてありがとう」

「その反応、空元気に思えるけど彼が原因だけじゃないわね？」

「お見合いの日取りを決められちゃいそうなの。前はのらりくらりとかわしていればあきらめてくれていたんだけど……」

　オムライスの最後のひと口を食べ終え、両手を合わせて「ごちそうさま」とつぶやく。

「じゃあ、憂さ晴らししにいこうよ」

「憂さ晴らし？」

「ディスコよ。せっかくの夏休みなんだから弾けようよ」

　それもいいかもしれない。ガンガンかかる曲に身を任せて踊ればスッキリするかも。

「うん。行くわ」

「その意気よ。今夜はフィーバーしちゃおう」

　ディスコが好きと言うわけではないが、気晴らしがしたくなった。いい子ちゃんでいることに疲れたのかもしれない。

　夜まで街をぶらつこうということになり、会計をしてお店を出る。するとひとみが私の服装を上から下まで見て、腕組みした。

「明日香、その服じゃあ……」

　私が今日着ているのは黒のパフスリーブのＡラインワンピースだ。ウエストの前で同じ布でリボンになっている。

　自分の姿を見下ろして、ひとみに首をかしげる。

「ダメかしら……？」

「ドレスコードは問題なさそうだけど、ちょっと浮いちゃうわね」

「じゃあどこかで洋服を買って着替えるわ」

「それがいいわね！　六本木へ行くからいい店があるわ。行きましょう」

　私たちは新宿の駅に向かった。




　六本木の駅で電車を降り、ひとみに案内されたブティックで向日葵ひまわりみたいな黄色のタイトスカートスーツを購入した。そこで着替えてから街を歩いたりお茶をしたりして時間をつぶし、雑居ビルの地下にあるディスコに来てすでに二時間が経っていた。

　もうすぐ二十一時だが、夜はまだまだといったふうでどんどんお客さんが入ってくる。ひとみによると、ここは今激熱のディスコらしい。

　偶然にひとみのミツグくん・田た中なかさんが友人の石いし橋ばしさんと来ていて合流となった。

　田中さんがガラス張りの個室を取ってくれて、そこでお酒を飲んだり、フロアへ出て踊ったりしている。

　ひとみたち三人は今、天井が高いフロアでレーザー光線とガンガンかかる音楽に身をくねらせ踊っている。

　彼らを見ながらゆっくりくつろげるこの空間はうれしい。今まで数回行ったほかのディスコでは、フロア横の小さなテーブルで立ちながらお酒を飲んでいたから疲れてすぐに店を出たくなった。

　ここはソファがあり、男性ふたりも煙草たばこを吸わないから空気もいい。

　個室を借りるのはかなり高そうだ。田中さんはＩＴ企業を立ち上げ、羽振りがいいらしい。

　ビールをちびちび飲んでいると、ひとみと男性ふたりが戻ってきた。

「明日香もここにいないで、一緒に踊ろうよ」

「そうだよ。後で行こうよ」

　ミツグくんじゃない一見おとなしそうに見える石橋さんも勧める。

　ひとみは私の隣に腰を下ろすと、ぬるくなったビールを喉に流し込む。

「ふぅ～暑かった」

　男性ふたりは私たちの対面の三人掛けのソファに座った。

「ビールを頼もう。ひとみさんと明日香さんはなにがいい？」

「ソルティドッグがいいわ。明日香は？」

　私もひとみと同じものを頼む。田中さんは立ち上がり、壁にある通話スイッチを押してドリンクと軽くつまめるものをオーダーして戻ってくる。

　田中さんが着席してひとみと話し始めると、私の対面の石橋さんが口を開く。

「明日香さん、俺と付き合わない？」

　石橋さんは開いた脚に腕を置き、身を乗り出して私を見つめる。

「えっ……」

　突然の誘いに驚いて目が丸くなる。

「石橋さん、明日香は無理よ。ずーっと憧れている人がいるんだから」

「えーっ、憧れている人が？　でもそれなら付き合っていないんでしょ？　人生楽しまないと。片想いなんてつまらないよ」

　ひとみが私の気持ちを代弁してくれてホッとしたが、石橋さんはあきらめずにモーションをかけてくる。

「それでもいいんです。なので、お付き合いは考えていないんです。すみません」

「そっかぁ。残念だな。じゃあ、今日だけでも楽しもうよ」

　ちょうどウエイターがドリンクとおつまみを運んできて、もう一度乾杯して飲み始めた。




「ひとみ、しっかりして」

　酔っぱらったひとみの腕を支えながらディスコを出て、先日訪れたバーへ連れてきた。顔見知りのマスターがいるところだ。

「んー。もう一軒行こう！」

「もう来たから」

　陽気に腕を上げながら脚をふらつかせるひとみを入店させる。

　時刻は二十四時を回ったところ。田中さんと石橋さんとはディスコで別れている。彼はあくまでもミツグくんで、ひとみはいつまでも一緒にいたくないようだった。

　彼らと別れたとき、ひとみは酔っぱらっているふうには見えなかった。

　そのときによって遊ぶ男性が違うひとみのようには真似できないといつも思う。

「いらっしゃい」

　バーカウンターの中から口ひげを蓄えたマスターが笑顔で迎えてくれる。

「ひとみちゃんはできあがってるのか」

「あー、まーすたーぁ」

　ひとみが酔った目を凝らして、マスターにへらへらと手を振る。

「そうなんです。少し休ませてください」

「いいよ。奥が空いているからどうぞ」

　マスターはスタッフに奥へ案内するように伝える。

「ありがとうございます」

　マスターにお礼を言い、ひとみを抱えながらフラフラと奥のテーブルへ歩を進めた。

　ひとみをふたり掛けのソファに横たわらせて、ふぅと息をつく。すぐに彼女は寝入った。

　どうしようか……。少し休ませてからタクシーで送るか。酔いが醒めればいいのだけど。

　二十三時の時点で兄に電話をして、母に事情を説明してもらうようお願いした。話が分かる兄は『仕方がないな。母さんに伝えておく』と言ってくれた。

　おなかがすいているし、酔っぱらいを抱えて飲み物だけでは申し訳ないのでピラフとアイスティーを頼んだ。

　対面のソファで寝ているひとみを見ていると、オーダーしたものをマスターがじきじきに運んできてくれた。

「明日香ちゃん、お待たせ。ひとみちゃんに水を飲まそうか？」

「ありがとうございます。少し寝かせれば大丈夫だと思います」

「そうだね。それより、今日の明日香ちゃんの服に驚いたよ。いつもと雰囲気が違う」

　言われて自分の服を見下ろす。

「……ですね。ディスコに行くことになったんですが、着ていた服が場違いだったので買ったんです」

「ボディコンシャスな服を着ていても、明日香ちゃんの育ちのよさは分かるよ。でも似合っている。ナンパされたんじゃない？」

「いいえ。されていないですよ。マスター、おいしそうです。いただきます」

　石橋さんはナンパの域に入らないだろう。

　紙ナプキンが口に入れるところだけ巻かれたスプーンを手にして紙をはずす。

「じゃあ、目を覚ましたら言って。すぐに水を持ってくるから」

「はい。ありがとうございます」

　口もとを緩ませたマスターが去っていき、海老がたっぷり入っているピラフを頬張った。

　食べ終わり、バッグに入っていた推理小説の文庫本を開いて読み始める。

　バーのお客さんは数えるほどになっていた。朝五時まで営業しているので、とりあえず安心だ。

　ひとみは四時まで眠り、私は文庫本一冊を読み終えていた。

　その間、アイスティーのお代わりをしたりマスターが『特別だよ』と言ってお客さんからのいただき物のチーズケーキを出してくれたりして、おなかはパンパンだ。

　真夜中にいろいろ食べてしまったので、明日からダイエットしようか。

　そんなことを考えていると、眠っていたひとみが身じろいだ。

「ひとみ、大丈夫？」

　目を覚まして、のそっと体を起こすひとみに声をかける。

「明日香、ごめーん。酔って寝ちゃったのね」

「うん。ここまでちゃんと歩いてくれたからよかったの」

　ここラージャはディスコから徒歩五分ほどのところで助かった。

　ひとみは腕時計で時間を確かめると、顔の前で両手を合わせて「本当にごめんっ」と謝る。

「私もゆっくりできたから気にしないで。なかなか進まなかった本も読み終わったし。お水もらってくるね」

　椅子から立ち上がったところで、店員が水を持ってきてくれた。

「ありがとうございます」

　グラスを受け取り、まだ酔いが残っている様子のひとみに手渡した。

「始発まであと一時間くらいかぁ……朝帰りさせちゃって本当に申し訳ない」

「タクシーで送っていってもよかったんだけど、私もちょっと冒険してみたかったの」

「そう言ってもらえると、罪悪感が少し薄れるわ」

　ひとみは水を一気飲みした。

「なにか頼もうか？」

「コーヒーが飲みたいわ。お手洗いに行くから頼んでくる。明日香は？」

「もうなにも入らないくらいおなかがいっぱいなの」

　おなかをさする私にひとみは笑って、席を離れた。




　ひとみと別れて電車に乗り、白金台の自宅に着いたのは早朝六時前。向日葵色のボディコンシャスなスーツは、ラージャでもとのワンピースに着替えていた。

　早朝とはいえご近所さんの目を考えて。

　こっそり玄関の鍵を開けてそうっと中に入った瞬間、目の前に腕組みをした父が立っていてビクッと体を硬直させた。

「た、ただいま戻りました」

　ギロッと睨みつけられ、首をすくませる。




「朝帰りとは何事だ」

　おなかの底から出す低い声に、父が相当怒っているのが分かる。

「ごめんなさい。事情があって……」

「事情など知ったことではない。若い娘が朝帰りなど、近所でどんな噂が飛び交うか」

「私は二十三歳で成人している――」

「二十三だろうが、若い娘に変わりない！」

　思わず反論しようとすると、きっぱり遮られた。

「お前を見ていると心配になる。結婚すれば落ち着く。見合いを進めるからな」

「ええっ!?　お父さん、横暴だわ」

「お前が浮ついているからだろう？　今日は自分を見つめ直しなさい」

　話を終わらせた父はその場から離れようとリビングの方へ向かう。

「待って！　私、お付き合いしている人がいるの」

　父が振り返る。

「どこの馬の骨だ。朝帰りさせる男など、認めるわけにはいかない」

「彼と一緒じゃなかったの。同じ行員の友人のひとみよ。一度会ったことがあったでしょう？」

「覚えておらん。お前がその男を堂々と紹介できるのなら連れてきなさい。私がどんな男なのか見極めてやる」

「見極めるって、気に入らなかったらその場で追い返すんでしょう？」

　そんな男性は架空の人物だけど、父は誰を連れてきたとしても気に入らないに違いない。

「自信を持って紹介できないのならすぐにでも別れなさい」

　父の姿がリビングに消え、玄関の腰掛け椅子にガクリと座る。

　横暴すぎるわ。

　力任せにパンプスを脱ぐと、プリプリしながら自室へ向かった。




　お風呂に入り髪の毛も乾かさずにベッドに横になる。父に憤っていたが、眠くて仕方がない。

　目覚まし時計をお昼過ぎの十三時にセットして目を閉じた。起きて父と昼食をともにしないようにだ。顔を合わせれば、またなにか言ってくるだろう。

　どうすればいいの……？

　はぁっと息をついて寝返りを打ち、寝心地のいい体勢に自分の体を少し丸めるとすーっと眠りに引き込まれていった。




　ドスンとベッドが揺れて、驚いてタオルケットをギュッと掴んで目を開けた。

「お姉ちゃん、いつまで寝ているの？」

　ベッドが揺れたのは久美子が飛び乗ったせいだった。彼女は私の顔を覗き込んでいる。

「今……何時……？」

　ちらりと久美子を確認して、もう一度目を閉じる。

「三時過ぎだよ」

「ええっ」

　私は驚いて飛び起きた。

　目覚まし時計を止めた覚えはなく、無意識だったのだろう。

「朝帰り、聞いたよー。いい子のお姉ちゃんがするなんて意外だったよ」

「大人の事情ってものがあるの。私にだって付き合いもあるしね」

　久美子はベッドから降り、昨日買ったスーツに近づく。

「これいい！　お姉ちゃん、貸して。今度ディスコに行く約束しているの」

「ちょっと、高校生がディスコに行ったらダメでしょ。それなら貸さない」

「えーっ、そんなこと言いっこなしにして。社会科見学よ」

　久美子は頬を膨らませてから、両手でお願いポーズをする。

「お姉ちゃんが連れていってくれてもいいのよ？」

「それどころじゃないの」

　足を床に下ろして立ち上がり、両手を上げて伸びをする。

「知ってる。お母さんとお兄ちゃんが困ったものねって話していたよ」

「本当にそうよね……」

　綿素材のワンピースをクローゼットから出して、Ｔシャツとタオル地の短パンを脱いで着替える。

「お昼食べる？」

「んー、いらない。真夜中にいろいろ食べちゃったから、今日は節制する。麦茶飲みにいこう。あ、お父さんは？」

「今日も会合だって。さっき出ていったよ」

　久美子はわけ知り顔でニヤッと笑い、部屋を先に出ていった。




　麦茶をキッチンで入れて部屋に戻ると、ライティングデスクを開けてテーブル台を出す。コップを置いて引き出しの奥にしまっていた円城寺さんの名刺を取り出した。

　どうしたらいいの……？

　このままでは父に押しきられて、お見合いをさせられてしまう。

「好きでもない人と家庭を作るなんてまっぴらごめんだわ！」

　思わず声に出していた。

『なにかあったら連絡するといい』

　円城寺さんが名刺を渡してくれたときのことを思い出す。

　彼と本当の結婚はあり得ないけれど、父の見合い攻撃から逃げるには円城寺さんのような人が恋人のフリをしてくれれば当座おとなしくなるに違いない。

　恋人役だけでいい。付き合ってほしいなど問題外。一度だけ、父に会って『お嬢さんとお付き合いしています』と話してくれればいいのだ。

　頼んでみようか……。なにかあったら連絡するといいと言ってくれたのだ。リップサービスだとは思うけど。

　もう一度手に持っている名刺を穴が開くくらい見つめる。

「ここで悩んでいても事は父の思うように進んじゃうわ。私も行動を起こさなきゃ！」

　決心を口にし、大きくうなずいた。




　夏休みが明けた月曜日の退勤後、東京駅からすぐのところに建つ円城寺地所のビルを訪れた。

　胸をドキドキさせながら、十五時過ぎに円城寺さんへ電話をかけたが、本人ではなく秘書らしき人が出た。

　なにかあったら連絡をするといいと言われ名刺を渡された話をすると、本日は十九時から会食が入っており、それまでは執務室にいるが本日のアポイントメントは取れないと言われた。

　少し考えた末、円城寺さんがロビーから出てきて車に乗り込むのを待つことにした。その瞬間を逃さないように、十八時になると急いで着替えて会社を後にした。

　二十分後には円城寺地所の巨大なビルのエントランスに到着し、彼が出てくるのを、胸を暴れさせながら待っている。

　はぁ……胸が痛い。胃も痛い……。

　どうしようもなく暴れる鼓動を抑えようと手を胸に置いたとき、颯爽と歩く円城寺さんが姿を見せた。

　彼は斜めうしろからついてくる男性とともに黒塗りの高級車に向かっている。

　早く行かなきゃ！　円城寺さんが車に乗ってしまう。

　私は勇気を振り絞り、五メートルほど離れた円柱の柱から飛び出て、円城寺さんへと駆け寄った。

「円城寺さん！　お願いがあります！」

　清水の舞台から飛び降りるくらいの気持ちで目の前の眉目秀麗な男性に向かって、腰をほぼ直角に曲げた状態で頭を下げた。

　穴があったら入りたい！　けれど、もう後には引けないっ！

　目に入った自分の通勤用である紺のタイトスカート姿に、どうしてかっちりしたツーピースでおしゃれをしなかったのだろうと後悔する。

　顔が……上げられない……。

「いきなりどうした？」

　腰に響くような低音が心地いい彼の声に暴れる鼓動がさらに大きな音を立てた。

「顔を上げろよ。電話をかけてきたのは君だったのか」

　思いがけなく、円城寺さんの長い指が私の顎にかかり上げられる。必然的に私の折った腰もまっすぐに。

「たしかになにかあったらと、名刺を渡したが」

　円城寺さんは仕立てのいいスーツの袖を少しまくって、上品なステンレススチールの腕時計へ視線を落とす。

〝バブル〟と言われている今、お金持ちの男性は金の腕時計を身につけているのをよく見かけるが、ギラギラしていて私は好きじゃない。

　彼の腕時計はスイス製の目が飛び出るくらいの超高級品だろう。それが似合う男性だから。

「お願いとは？」

　片方の眉を上げて尋ねられ、私はそばに立っている運転手と真面目そうな年上の男性へと視線を泳がせてプルプルと首を横に振る。

「ここでは……」

「なんだ。もったいぶるんだな。周りには秘密なんだな？」

　円城寺さんは官能的な唇の口角を緩ませる。

「もったいぶっているわけでは……」

　私にとって人生最大の大事な話を、彼以外の誰にも聞かれたくない。

「これからホテルで会食があるんだが、とりあえず乗って。少し時間を取るよ」

　すかさず車のそばに立っていた運転手が動き、後部座席のドアを恭しく開ける。

「どうぞ。乗って」

　とりあえず話を聞いてもらえることになって愁眉を開く。

　ここでどこまで行くのか聞いて彼の気が変わっても困る。黙って高級な革の匂いがする後部座席に乗り込んだ。

　円城寺さんは車のうしろを回って反対側のドアから乗車し、すぐに長い脚を組んだ。

　今日も洗練されたスーツ姿だ。暗めのグレーで、スラックスから覗く黒の革靴は顔が映るくらいピカピカに磨かれている。

「日比谷のホテルだ。すぐに着く。石原、いつもの部屋を頼む」

『いつもの部屋を』と彼の口から出て、ビクッと肩を跳ねらせた。

　それって、ホテルの個室ってこと……？

「かしこまりました」

　助手席に座る石原と呼ばれた男性が、鞄から百科事典ほどの大きさの携帯電話を出すのが見えた。秘書なのかもしれない。かっちり七三分けにした髪形で、テキパキと電話をかける姿は有能そのもの。

　彼とは反対に、円城寺さんは前髪をさらりと流し襟にかからないくらいで、一見遊び人風に見えるが、私の兄と同年齢の三十歳で大会社の専務取締役だ。

　石原さんの話に耳をそばだてていると、やはりホテルの一室のようだ。誰にも話を聞かれたくないが、部屋を取ってもらうほど円城寺さんにとって有益のある話ではない。

　石原と呼ばれた人は、円城寺さんのスケジュールを簡単に教えた男性とは違うように思う。彼だったら、教えてもらえなかったかもしれない。別の人で幸運だった。

「円城寺さん、ラウンジでもかまわないのですが」

「ラウンジでは秘密を守れるか分からないぞ？　それでもいいなら」

　彼はどちらでもいいような曖昧な笑みを端整な顔に浮かべた。

　うっ……。

　円城寺さんが私の話を引き受けてくれるか分からないけれど、やはり聞かれては困る話だ。

「……分かりました」

　ふたりきりでホテルの部屋に行ったとしても、純粋に彼は話を聞いてくれるだけ。信じられないくらいモテる円城寺さんは女性には困っていないし、友人の妹に手を出すほど卑劣な男性ではないと思っている。

　ドアの窓のところに肘を置いてゆったりと座っている円城寺さんは「クックッ」と、愉快そうな笑いを漏らす。

　信頼するほど円城寺さんを知らないけれど、そんな笑いをされると心配にもなってくる。

　不安な気持ちを見せないようピンと背を正して運転手の後頭部を見つめた。




　到着したのは、日比谷にある高級ホテルだった。世界各国の要人やセレブが利用しているらしい。

　エントランスで車を降り、有名人の円城寺さんから離れて歩を進める。

　白い制服を着たドアマンが腰を折って私たちをロビーに促す。そこを過ぎたところで、円城寺さんが振り返る。

　周りを気にしながら歩いていた私は彼の切れ長の奥二重の目と目が合って、ビクッと肩を跳ねらせる。

「マスコミを心配している？」

「ま、まあ……円城寺さんはときどき週刊誌に載っているので」

　表情硬くそう言った瞬間、彼は口もとを緩ませ「クッ」と笑った。

「君は週刊誌なんて読むのか。大丈夫。マスコミがいないのは確認済みだ」

　マスコミ事情まで把握している円城寺さんに驚かされる。先にフロントへ向かった石原さんが有能なのだろうか。

「行くぞ」

　円城寺さんは長い脚でスタスタとエレベーターホールに向かった。

　フロントでルームキーを受け取っていた石原さんも合流し、やって来たエレベーターに乗り込む。

　広さのあるエレベーターの後方部の真ん中に立った円城寺さんは腕を組み、ゆったりと到着階を待っている。

　私はといえば、パネルの反対側に立ち、上昇するインジケーターを緊張した面持ちで見ていたが、斜め後方に立つ円城寺さんの視線をひしひしと感じていた。

　ここまで来たんだもの。恥を忍んで円城寺さんにお願いをしよう。

　気を引きしめるために、キュッと下唇を噛んだ。

　十六階にエレベーターが止まり、石原さんは円城寺さんにルームキーを差し出した。

　その様子を見ている私に、ルームキーを手にした彼が降りるように促す。

　女性慣れしている円城寺さんにはおどおどした態度よりも、落ち着いた雰囲気で冷静に話す方が好まれそうだと考え、深呼吸をひとつして平静さを装いエレベーターを出た。

　彼は部屋の案内図には視線もくれずに深紅の絨毯を進んでいき、ひとつの重厚な木製のドアを開けた。

「大山さん、どうぞ」

「失礼します」

　まるで就職活動のときの面接官に断るみたいに硬い声が私の口から出た。

　入室した部屋は私が今まで踏み入れたことのないラグジュアリーな空間だった。

　ブラウン系の幾何学模様の絨毯の上に鎮座している、それよりも濃い色の大きなソファ。視界の片隅には四、五人は寝られそうなベッドを捉えた。

　話だけなのに、スイートルームを取るなんて……。

　円城寺さんは困惑している私に窓際のソファに座るよう言うと、ベッドとは反対側にあるバーカウンターに近づく。冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを二本持ってきて、斜め前のひとり掛けのソファに腰を下ろした。

「酒がよければ持ってくるが？」

「い、いいえ。これでいいです。いただきます」

　緊張で喉はカラカラだ。

　ペットボトルを手にして蓋を開けてゴクゴク水を喉に流し込んだ。

「それで話とは？　周りに聞かせたくないほど大事な話のようだが？」

　水でひと息つき、ペットボトルをガラス製のローテーブルの上に置いた。

「……はい。驚かれるのは重々承知で会いにきました」

「ふむ。驚くほどの話か」

　そこまでは言えたものの、私は次の言葉が口に出せない。

　もう一度ペットボトルをガバッと持って、勢いよく飲んだ瞬間、水が気管に入ってしまった。

「ゴホッ！　ゴホッゴホッ！」

「大丈夫か？」

　円城寺さんはポケットからハンカチを取り出して、絶賛咳き込み中の私に渡してくれる。

　なかなか咳は止まらず、円城寺さんは腰を上げて隣にやって来た。それから背中を優しくさすってくれる。

　触れられたのが憧れの人だから、咳で苦しいのに、心臓が激しく暴れだす。

　やっと咳は止まったがこの失態、恥ずかしくて顔を上げられない。

「も、申し訳ありません……」

「いや、君の話は俺に爆弾を落としそうだな」

　円城寺さんにとって、私のお願いは爆弾以外の何物でもないだろう。

「あ……の……」

　心を決めて口を開いたが、彼がまだ近すぎる距離にいるためボッと火がついたように顔が熱くなり、金縛りにあったみたいに円城寺さんの黒い瞳から逸らせなくなった。

「君の態度はまるで……」

「ま、まるで……？」

　ドキドキ高鳴る鼓動が円城寺さんに届かないように祈らずにはいられない。

「俺と一夜を過ごしたいのか？」

　形のいい彼の唇から出た思いがけない言葉に、ギョッと目を大きく見開いた刹那。

　ソファの背に手が置かれ、反対の手で私の頬にかかる色素の薄いブラウンの髪がゆっくりと払われる。

　そして長い指先が私の顎に触れ持ち上げられた。

「ええっ！　ち、違いますっ！」

　私の顎に触れる円城寺さんの顔が近くて、心臓が止まってもおかしくないくらい早鐘を打っている。

「なんだ。違うのか」

　クッと笑う彼は私をからかっていたようで、スッと離れて腕時計へ視線を落とした。

「そろそろもったいぶらないで話してくれないか？」

　もう時間なのだ。

　私は大きく息を吸った。

「お願いは……私とお付き合いしていることにして、父に一度だけ会ってほしいんです」

　言っちゃった……。

　膝の上で両手を組んでいるが、そうでもしないと震えが治まらないからだ。

　円城寺さんは呆気に取られた様子で、固まったように私を見つめている。

「あ、あの。一度父に会って言ってくださったら、もう面倒なことに巻き込みません！　お願いします！」

　私はすっくと立ち上がり腰を九十度曲げて頭を下げた。

「座って。首が疲れる。そんなに深刻なのか？」

「あ、すみません……」

　もう一度座り直し、スカートをなでつけた。

「切実に深刻なんです。お見合いを勧める父にこのままでは好きでもない人と結婚をさせられてしまうので」

「それで、俺に？　俺は世間をときどき騒がせているし、百点満点の恋人とは言えないだろう？　むしろ、お父さんにしてみたら心配で仕方がない恋人になるだろう」

　自分を低評価する円城寺さんに大きく首を左右に振る。

「円城寺さんは兄の友人ですし、以前父があなたを褒めていたんです。だから大丈夫だと思っています」

「達也は知っているのか？」

「いいえ」

　この計画を話せば兄は反対をするはず。

「お願いです。助けてください。私ができることでしたらなんでもします！」

　頭を再度下げる私に円城寺さんは無表情で黙り込んでしまった。彼の返事をジッと身動きもせずに待つ。

　心の中では『引き受けると言って！』と祈りながら。

　たっぷり待たされた後、円城寺さんはフッと端整な顔に笑みを浮かべてから口を開いた。

「分かった。引き受ける」

　了承の言葉に、カチコチにこわばっていた体が弛緩する。

「ありがとうございます！　本当にありがとうございます」

　頭をペコペコ下げた。

「君ができることはなんでもしてくれるんだろう？　見返りを考えておく。それでいいな？」

　一瞬どんな見返りなのか気になったが、それよりも引き受けてくれたのがうれしくて気を取られ、コクコクうなずく。

「ではお父さんの都合のいい日を後で教えてくれ」

「はい。電話します」

　円城寺さんはうなずきソファから立ち上がり、まだ座っている私に手を差し出す。その手をドキドキしながら掴むと、腰を上げさせられた。

「じゃあ、電話を待っている」

　もう一度言ってくれたので、円城寺さんがＯＫしてくれたのは間違いではないと実感した。










四、信じられない展開




　円城寺さんが約束してくれて、心の底から安堵した。しばらく付き合っているフリをして、半年後くらいにひとり暮らしを始め、父から離れられればいいと考えている。

　ひとり暮らしに半年間を考慮しているのは、住居や周辺、通勤しやすいか、自分のお給料の範囲で暮らしていけるかなど、いろいろと考える時間が必要だからだ。

　そして父から家を出る許可を得なくてはならない。

　円城寺さんの言う〝見返り〟がなんなのか気にかかるけれど、まずは第一関門突破で意気揚々と自宅へ戻った。

　二十時近くの帰宅だった。玄関には父と兄の黒革靴がある。

　円城寺さんが了承してくれてホッとしているが、会ってもらう日にちを父に聞かなければならないのが緊張する。

　そのままリビングへ行くと、そこには母と久美子しかいなかった。久美子はソファでアイスを食べている。

「あ、お姉ちゃん、おかえり～」

　久美子はスプーンを持った手をブラブラと振る。

「おかえりなさい。お料理温めるから手を洗ってきなさい」

　久美子の隣でテレビのバラエティー番組を見ていた母が立ち上がり、キッチンへ歩を進めた。

　通勤バッグをドアの近くに置いてからキッチンの先にある洗面所へ向かい、丁寧に手を洗って戻る。

「お母さん、お父さんは？」

「書斎にいるわ」

「ちょっと行ってくるわ」

　そう言うと、母が目をパチクリさせて驚く。

「なんの用なの？　夕食のときも明日香をお見合いさせると息巻いていたわよ」

「食べる前に話してくる」

　リビングを出て、玄関の右手にある父の書斎の前で胸に手を置き気持ちを落ち着けてからドアをノックした。

「どうぞ」

　中から父の少ししゃがれた声が聞こえ、ドアを静かに開けて入室した。ドアの開け閉めにもうるさい父である。

「明日香か」

「ただいま戻りました。お父さん、彼に会ってもらいたいの。都合のいい日を教えてください」

　そう言った刹那、父はムムッというような、ぐうの音も出ない顔つきになった。

　彼氏がいると言ったのはその場を逃れるためのはったりだったのだと、父は思っていたようだ。

「堂々と紹介できる相手なんだろうな？」

「もちろんよ。とても素敵な人です」

「素敵な人？　恋は盲目って言うだろう？　お前の言葉はあてにならない」

「会ってくれるんでしょう？」

　父の辛辣な言葉にめげずに口もとをキュッと引きしめて見つめる。

「……約束は約束だ。ただし、私の目は厳しいからな。木下くんに劣る男であれば十分もしないうちに帰ってもらう」

　父の言うお見合い相手の木下さんの身上書や写真はまだ見ていないけれど、円城寺さん以上の男性はいないと思う。円城寺さんは兄と同じ最高学府の大学やイギリスの名門大学まで出ている。そして、円城寺地所の専務取締役であり、超がつくくらい桁違いのセレブだ。ひとつ難色を示すものがあるとすれば、ときどき噂になる女性関係。

「分かりました。でもきっと大丈夫です」

「ほう。自信満々だな。今週土曜の十七時以降なら大丈夫だ」

「聞いてみます」

　私は父と約束をして書斎を出た。

　ドアを閉めた直後、「はぁーっ」と肩から力が抜けた。




　翌日、お昼休憩になり更衣室へ向かう。後半のシフトのため、今は十三時だ。ひとみは前半のシフトだった。

　会社の外にある電話ボックスへ行き、円城寺さんからもらった名刺をポケットから取り出すが、受話器を持ったままなかなか押せない。

　昨夜は円城寺さんの気が変わっていたらどうしようと心配で寝つきが悪く、今朝も早く起きてしまった。なので今は頭がスッキリせず、電話を終えお弁当を食べたら少し目を閉じていようと思っている。

　私は意を決し、円城寺さんの執務室につながる番号をプッシュした。

『円城寺です』

　彼の魅力的な低音が聞こえてきた瞬間、心臓がドクンと跳ねる。

「お、大山です。達也の妹の。昨日お会いした」

　誰なんだ？と思われそうで、円城寺さんに分かってもらえるようありとあらゆる情報を伝えた。

　すると、電話の向こうで『クッ』と彼の噴き出しそうな笑い声がする。

『もちろん分かる。俺たちは付き合っていることになっているんだろう？　明日香と呼ばせてもらうよ』

　昨夜の懸念はすぐに払拭されて、笑みを漏らす。

『もしもし？　どうした？』

「え？　あ、すみません。ホッとしたんです」

『ホッとした？　どうして？』

　不思議そうな円城寺さんだ。

「昨日のお約束を反ほ故ごにされたらどうしようと気になって……」

『一度約束したことはちゃんと守る男だから安心していいよ。で、お父さんと会う日取りは決まった？』

「はい。今週の土曜日の十七時以降ならいつでもいいそうです。円城寺さんのご都合はいかがでしょうか？」

　紙をめくる音が聞こえてくる。

『大丈夫だ。夕食前に伺うのは失礼だな。普段の夕食は何時に？』

「休日の夕食は大抵十九時です」

『ならば、十七時であればいいか。ただ、君の態度は恋人に対するものではないな。打ち合わせが必要だろう。土曜日、ランチを一緒にどうだ？』

　私が円城寺さんとランチ……？

　思いがけない誘いに信じられない。

『明日香？』

「は、はいっ。大丈夫です」

『では、十一時半に車を迎えにいかせる。俺がいる場所まで連れていってくれる』

「分かりました。では、土曜日よろしくお願いします」

　見えない相手に頭を下げて通話を切り、受話器を戻した。

　円城寺さんと食事ができるなんて夢みたいだ。たしかに打ち合わせは必要だと思う。

　あ……。彼の見返りを聞きそびれちゃった。土曜日でいいか。

　約束がしっかり確かなものになって、踊りだしたいくらい気持ちが浮き立っていた。




　翌日の夜は、朝帰りをさせてしまった罪滅ぼしにと、ひとみが夕食に誘ってくれた。もちろんごちそうするからねと。

　銀ぎん座ざのデパートのすぐ近くにある、おもしろいネーミングのイタリアンレストランだ。私たちが銀座へ繰り出すのはほとんどないが、このレストランが気になって来てみたのだ。

　赤ワインで乾杯してオーダーしたラビオリのフリットやクリームパスタを取り分けて食べ始める。

「ひとみ、今から驚くこと話すね？」

　円城寺さんに会ったのもゆっくり話す機会がなくてまだだった。

「驚く？　私が？」

　彼女は赤ワインを口にして、ふふっと笑い、もう一度飲もうとグラスを傾ける。

「昨日、退勤後、円城寺さんに会いにいったの」

「えっ!?　ゴホッゴホッ！」

　ひとみは驚いた瞬間、赤ワインが気管の方に入り盛大に咳き込む。

「大丈夫？」

　テーブルの隅に用意されていた紙ナプキンを彼女に渡す。

「ちょっと！　驚かさないでよ」

「驚かないって笑っていたのに……」

　口もとを拭きながらひとみは猫のような目でこちらをギロッと睨みつける。

「だって、想像していなかった展開だから。本当にびっくりしたわ。で、どうだった？　好きです！って言ったの？」

「す、好きですなんて言えるわけないでしょ」

　ひとみに茶化され顔に熱が集まってきて、手のひらでパタパタと扇ぐ。

「父にお見合いを強行されそうだったから、円城寺さんにお願いするしかないって、勇気を出して昨日の退勤後、彼の社屋の外で待っていたの」

　口に出してみると自分が変な人に思えて、ふいにため息が私の口から漏れた。

「すごいわ。明日香がそんな行動を起こせるなんて。あっぱれね」

「前もって円城寺さんの執務室に電話をかけて、夜は会食があると聞いたから待っていれば出てくるかなと。幸い彼が現れて、清水の舞台から飛び降りる気持ちで近づいたの」

　あのときの羞恥心を思い出して、急激に喉が渇いてきた。赤ワインのグラスを手にしてひと口飲み込んだ。

　ひとみはそれからどうなったのか聞きたそうに、食事や飲み物に手をつけずに私を見ている。

「すぐ近くに秘書と運転手がいて、彼らに聞かせたくなくて困っていると、日比谷のホテルのスイートルームに連れていかれたの」

「うわっ、スイート！　なにかされなかった!?」

「されるわけないよ。女性に困っている人じゃないし。連れていかれたときはびっくりしたけど。そこで付き合っているフリをしてほしいと頼んだの」

　円城寺さんの顔が近づき、髪をそっと払われたときの、甘い気持ちを思い出してしまった。

「同情して引き受けてくれたんだけど、見返りを考えておくと」

「見返り？　なんなのかしら……」

「彼はなんでも持っているんだから、見返りといってもたいしたことじゃないと思うの」

　ひとみはテーブルに両肘をついて顎をのせる。

「そうだといいけど……」

「それで今度の土曜日にお父さんと会ってもらうことに」

「ジェットコースターに乗っているみたいにスピーディーね。とにかく明日香のお父さんが納得してくれることを祈るわ」

「ありがとう。円城寺さん以外、お父さんを納得させる人は思いあたらない。きっとうまくいくはず。あ、まだ残ってるわ。食べましょう」

　冷めてしまったクリームパスタをふたつのお皿に取り分けた。




　ひとみと別れて家に着いたのは二十二時。

　私にはまだ突破すべき関門がある。兄に話をしなければぶち壊されかねない。内緒でお付き合いしていたと言えば済むのかもしれないが、嘘が苦手だから最初から事実を伝えておいて兄に黙っていてもらった方が安心できる。

　リビングに顔を出すと、ちょうど兄がキッチンで麦茶を飲んでいた。お風呂上がりのようで、胸にロックバンドの大きなロゴが描かれたＴシャツに膝までのパンツ姿。首にはタオルを巻いている。

　二階に呼びにいく手間が省けた。

「おかえり。火曜日なのに遅いな」

「友達と食事くらいするわ。お兄ちゃんにちょっと話があって。私の部屋に来てもらってもいい？」

「話？」

　兄はキョトンとして、それからハッとなる。

「お前、見合いを父さんに断るように頼めって言うんじゃないよな？」

　ブルッと震える仕草をする兄に頭を左右に振る。

「ううん。そうじゃないわ。じゃあ、麦茶飲み終わったら部屋に来てね」

　兄は疑い深い顔つきになったが「すぐ行く」と言ってくれ、自室に向かった。

　部屋のクーラーを入れたところで、ドアをノックした後に兄が入ってきた。

「ここに座って」

　ベッドに腰を掛け隣をポンポンと叩くと、兄は勘繰るような目つきをしたが素直に横に座った。

「お兄ちゃん、黙って聞いてね」

「黙って？　それは約束できない」

「もうっ。じゃあ、言うからね？」

　きっと腰を抜かすほど驚くに違いない。

　私は兄の目をジッと見て口を開こうとしたが、念のためドアの向こうに誰もいないのことを確かめようと立ち上がった。

　ドアへ近づき開けてみたが、廊下には誰もいない。いるとしたら久美子くらいだろう。もし久美子に聞かれて故意ではなくてもバラされては困る。

　確認を終えて兄のもとに戻った。

「あのね？　お父さんのお見合い攻撃を回避するために、円城寺さんに恋人のフリしてもらうことになったの」

「ええっ!?　なんだって！」

　兄は想像通り素っ頓狂な声をあげ、勢いよく立ち上がり座っている私を見る。

「このままだと縁談がどんどん進んでしまうし、お父さんはその木下さん？よりもステータスのいい人じゃないと許してくれないの」

「だからといって、真吾にどんな経緯で頼んだんだよ？　真吾はＯＫしたのか？」

「うん。了承してくれたわ。パーティーで円城寺さんに会ったとき、なにかあったら連絡をと言ってくれたから」

「よりによって真吾かよ。どういうつもりなのか……。ほかのことにかまっていられないくらい真吾の仕事は忙しいんだぞ？」

「忙しいのは分かっていたけど……とにかくお父さんに円城寺さんが会って恋人のフリをしてくれるから、ぶち壊さないでね。土曜日の十七時で約束してあるの」

　兄にしっかり念を押すと、重いため息を返される。

「お前の行動力には恐れ入ったよ。真吾が了承してくれたのならうまくやってくれるだろう。父さんも真吾ほどの男ならおそらく上機嫌になるはずだ」

「こんな話をしてごめんね。後で知って驚くより、先に話しておきたかったの」

　兄はコクッと首を縦に振り、私の肩をポンポンと叩いた。

「苦肉の策だな。とりあえず俺は傍観しておくよ」

「ありがとう。お兄ちゃん」

　ドアまで兄を見送り、ひとりになるとホッと安堵しベッドにダイブして大の字になった。




　翌日、仕事を終えまっすぐ自宅へ戻る。二十時過ぎで、まだ父と兄は戻っておらず、ダイニングテーブルに着いて夕食を食べているのはわが家の女性陣だ。

「おかえりなさい。ちょうど食べ終わったところよ」

　母に声をかけられ、早苗さんも「おかえりなさい」と言って席を立ちキッチンへ向かおうとする。

「あ、お義姉さん、自分でやります」

「いいのよ。手を洗ってきて」

　早苗さんはにっこり笑みを浮かべてキッチンへ入っていった。

　手洗いを済ませてダイニングテーブルに戻ると、食べ終わった久美子はいなくなっており、早苗さんはシンクの前に立ち食器を洗っている。

　ダイニングテーブルには和風ハンバーグとほかのおかずが私の分だけ並んでおり、着席する。

　そこへ母がご飯とお味噌汁を持ってきてくれ、私の前に置くと隣の椅子に座った。

「いただきます」

　両手を合わせてそう言うと、お箸を持ってお味噌汁から手をつける。

「明日香、土曜日にお父さんにお付き合いしている人を紹介するって聞いたけど、本当にそんな人がいたの？」

「実は、いたの。まだお付き合いして半年ほどだから大事にしたくて、なにも言っていなかったんだけど」

　母に嘘をつくのは心苦しかったが、ここでバレてはいけないと、平静を装う。

「そうだったの。お父さんに会わせても大丈夫な人なの？　頑固だから」

「うん」

「銀行の人？」

　初めて聞く私の交際相手が気になるようだ。

　力を入れなくてもお箸で切れるほどやわらかいハンバーグをパクッと食べてから、首を左右に振る。

「違うわ。土曜日まで待ってね」

「今言えない人なら、お父さんのお眼鏡にかなうわけないわ。どうして内緒なの？」

「驚かせたいだけよ」

　母は口もとをゆがめて渋い顔になる。

　その後も私が食べ終わるまでしつこく聞いてきたが、私だって円城寺さんのことは自信を持って話せるほど知らない。突っ込んで聞かれてボロを出さないように、今は話せなかった。




　土曜日のお昼前、円城寺さんが手配した車を家の前で待っていた。

　すると三分もしないうちに、黒塗りの高級車が私の目の前で止まる。

　運転席から出てきたのは紺色の制服を着た初老の男性だ。

「大山明日香さまでございますね」

「はい。どうして私だと断定を？」

　家の前ではなく、五メートルほど門から離れた塀のところに立っていたのだ。

「真吾さまから綺麗な色の御お髪ぐしだと伺っていたので。私は円城寺家の運転手をしております西さい条じょうと申します」

　えっ……円城寺さんが私の髪を褒めてくれていた……？

　にわかにうれしさが込み上げる私を、西条さんは後部座席のドアを開けて恭しく誘導する。

「ありがとうございます」

　私は頭を下げてから、革の匂いのする後部座席に乗り込んだ。




　西条さんの運転する車が到着したのは、先日の日比谷の高級ホテルだった。

　円城寺さんに会うので、白のワンピースでフレンチスリーブの袖部分がオーガンジーといったフェミニンなおしゃれ服を選んでよかったと安堵する。

　後部座席のドアをホテルのドアマンが開けると、黒いスーツで姿勢よく立つ男性が待っていた。胸のプレートには〝総支配人〟とある。

「いらっしゃいませ。お待ち申し上げておりました」

　丁寧に出迎えられて、私は目が飛び出るくらい驚いた。

　総支配人がじきじきにお出迎え……？

　運転してくれた西条さんを見る。西条さんは運転席から出ていて、私と目が合うと「どうぞごゆっくりお楽しみください」と言ってお辞儀をした。

「送ってくださりありがとうございました」

　私も頭を下げ総支配人に続いてロビーへ歩を進め、エレベーターホールに案内される。

　エレベーターに乗り込むと、総支配人は十六階を押した。そこには前回円城寺さんと会ったスイートルームがある。

　円城寺さんとまたスイートで会うの……？

「本日のご昼食はお部屋の方にご用意させていただく予定になっております」

　レストランで食事をしながら打ち合わせをするものと思っていたため驚いたが、誰にも聞かせられない話なので、円城寺さんの選択はよかったのかもしれない。

「あの、円城寺さんは……？」

「いらしております」

　そこでエレベーターは十六階に止まった。

　部屋の前まで送ってくれた総支配人はチャイムを押したのち、頭を下げて立ち去っていく。

　総支配人のうしろ姿を見ているとドアが開き、円城寺さんが姿を見せた。

「こ、こんにちは。本日はありがとうございます」

　彼の姿に今まで静かだった鼓動が急激に暴れ始めた。

「どうぞ。入って」

　端に寄った円城寺さんに促され、入室する。

　リビングへ向かう足が震えるほど緊張している。

　無理はない。彼は私がずっと憧れていた人。こんな近くにいて、これからランチを一緒に食べ、一度限りだとしても父に会って恋人のフリをしてくれるのだ。

　こんな機会はもう二度とないだろう。

　先日ここを訪れたときは夜になっていたし、話をしなければと気持ちがいっぱいいっぱいだったので窓からの景色は見られなかった。昼間の今、大きな窓からは緑や遠くには皇居の敷地が一望できた。

「昼食はフレンチにしたんだが、別の料理がよければ今からでも替えられる」

「フレンチは大好きです。ありがとうございます」

　軽くうなずいた円城寺さんはデスクの上に置かれた電話の受話器を手にして、食事を持ってくるように伝え、話を終わらせた。

「とりあえずソファに座って」

　突っ立ったままの私に円城寺さんは腰を下ろすように言う。五、六人が並んで座れるほど長いソファの隅に座ると、彼も斜め横のひとり掛けのソファに着席した。

「さてと、以前会ったのはいつだったか？」

「二年前だったかと。兄を迎えにこられて」

　門まで兄を見送った際に、円城寺さんに会釈したくらいだ。十八歳のときの初対面では兄が紹介してくれて、『達也にこんなかわいい妹がいたんだ』と言ってくれたのを覚えている。

「巻き込んでしまって本当にすみません。恋人のフリなんて……あんな突拍子もないことをお願いできるのは円城寺さんしかいないんです」

「付き合っている人はいないのか？」

「はい」

　コクッとうなずく私に、円城寺さんはゆっくり首を左右に振る。

「周りの男たちが黙っていないだろう？」

「周り……？　いえ、告白されたこともなければ、す、好きな人もいませんでした。本当に、パーティーで円城寺さんに会えてラッキーでした」

　円城寺さんは好きな人ではなく、手の届かない憧れの人だ。

　そこで部屋にチャイムの音が響き、円城寺さんは「ちょっと待ってて」と立ち上がりドアへ向かった。

　ホテルスタッフがワゴンを押して入ってきた。ホテルスタッフとともに、コック帽をかぶった外国人男性の姿もある。

「円城寺さま、本日は私どもの料理をご指名くださりありがとうございます」

　外国人男性が英語で言う。日常会話程度なら私も聞き取れる。

「こちらのフレンチは最高なので、ぜひ彼女に食べてもらいたくて作っていただきました」

　彼はソファにいる私の方へほんの少しだけ視線を向けた。

「レディに気に入っていただけるといいのですが」

　円城寺さんがシェフと話をしている間に、ホテルスタッフがダイニングテーブルにカトラリーから料理までセッティングしている。

　シェフが挨拶にわざわざ来るなんて、さすが円城寺さんだ。

　テーブルに並べ終えたホテルスタッフとシェフは、リビングの入口でお辞儀をすると帰っていった。

「食べよう。こっちにおいで」

「はい」

　ソファから立ち上がって部屋の左側にある六人掛けのテーブルに近づく私に、円城寺さんが椅子を引いてくれる。

「ありがとうございます」

　私から離れた彼は対面の椅子に着く。

「恋人なのに、君の言葉遣いは他人行儀すぎるからもっと砕けた方がいい。食べようか。冷製ポタージュスープからどうぞ。絶品なんだ」

「いただきます」

　枝豆の味がする濃厚な冷製ポタージュを口にする。

　なるほど。お代わりがしたくなるほどのおいしさだ。

　ゆっくり飲みながら、円城寺さんの言葉を考える。

　もっと砕けた方がいいと言われても、年上だし会ったのは今日で五回目。でももう少しぎこちなさを取らないと、父に勘繰られるだろう。

「できるだけがんばります」

「それでいい」

「円城寺さんはこのホテルの上得意客なんですね。総支配人自ら部屋の案内や、シェフも挨拶に」

「莫大な金を落としているからな。ところで仕事は？　しているんだろう？」

　円城寺さんは食べ進めながら尋ねてくる。とても綺麗な食べ方で、家柄や育ちのよさを感じる。

「銀行の窓口にいます。実は円城寺さんの会社からふた駅隣の新橋が勤務先です」

「行員だったのか。堅実な職業だな。それなら計算は得意だろう？」

「まあまあです。二年と四カ月経つので日々の仕事には慣れましたし、楽しいです」

　食事をしながら兄や妹の話をして、私のことを知ってもらう。逆に円城寺さんの差しさわりのない話も聞いて、食べ終わったのは一時間以上経った頃だった。

　円城寺さんのご両親は現在ニューヨークにおり、彼はひとりっ子。それくらいは兄から聞いていたけれど、住まいや好きなお酒や食べ物、恋人なら知っているような情報をもらった。

　ソファに移動して、ホテルスタッフに運んでもらったアイスコーヒーとこのホテルの名物であるアップルパイをいただきながら話を続ける。

　時刻は十五時を回ったところだ。

「ではどこで知り合ったことにしようか？」

「半年前の雨の日、傘を忘れていた私に出くわして……などいかがでしょうか？」

「雨の日か。ロマンチックだな。それでいこう」

　円城寺さんはアイスコーヒーをひと口飲み、満足げに微笑む。

「それで……円城寺さん」

「〝真吾さん〟がいいだろう。呼び捨てでは、お父さんは好きではなさそうだしな。まあ俺はかまわないが」

　私はプルプルと頭を横に振る。

「呼び捨てだなんてできません。真吾さんと呼ばせていただきます」

　真吾さんと呼ぶだけでもくすぐったい。

「あの、真吾さん。見返りは決まりましたか……？」

　もしかしたら彼は政界に進出したくて父のコネが必要なのかと思ってしまったが、そんな考えを心の中で一笑する。

　彼は大会社の専務取締役で将来社長になる人なのだから、政治家になる必要なんてない。

「決まったが、今ここで言えば君は戸惑うと思う」

「え？　戸惑う……ですか？」

　すでに当惑の表情になる私に真吾さんは麗しく口もとを緩ませる。その姿に胸がトクッと鳴った。

「そう。明日香はお父さんからの見合い攻撃を今後も避けたいんだよな？」

「はい、そうです。仕事もまだ続けたいんです。それでいろいろな国へ行ってみたいんです。結婚して家事に追われながらでは満足に働けません」

「それなら問題ない。俺が君の願いを叶えてあげよう」

「意味が分からないのですが……」

　真吾さんの考えがまったく理解できず、その先もしつこく聞こうと口を開いたとき、彼がソファから立ち上がった。

「四時半を回った。そろそろ出よう」

　ハッとして腕時計へ視線を落とすと、そんな時間になっていて驚く。

　時間が過ぎるのがなんて早いの？

　私もすっくと席を立ち、真吾さんの後に続いた。




　真吾さんの運転する車で白金台の自宅へ向かう。彼の車はパールブラックの高級ドイツ車だ。シフトレバーでギアチェンジをし、ステアリングを巧みに操る運転で乗り心地もよいが、助手席の私は自宅が近づくにつれ、緊張してきていた。

　ホテルを出るとき、家に十七時過ぎには到着すると電話していた。

「円……真吾さん。父がひどいことを言ったら申し訳ありません。どうか聞き流してください」

「君のお父さんには仕事で何度か会ったことがある。うまくやる、安心しろ。それよりそんなこわばった顔をしていたら嘘が見破られるぞ？」

「え？　そ、そんなこわばっていますか？」

　私は膝の上に置いたバッグからポーチを出して鏡を取り出そうとしたが、どういうわけかない。

　真吾さんは手を伸ばして、私の前のサンバイザーを降ろした。

「そこを開くと鏡がある」

「ありがとうございます」

　身を乗り出して鏡を覗き込む。真吾さんの言う通り顔が引きつっているように見え、両手で頬の辺りをもむ。

　そこで真吾さんが「プッ」と噴き出した。

「十分かわいいから心配はいらない」

　うわぁ……真吾さんにかわいいって言われた。

　彼の一挙手一投足に私の心が揺れ動く。

　頬に手を置いたまま内心喜んでいた私は、自宅近くを走っていることに気づく。

　もうすぐだ……成功しますように。

　両手を組んで祈りたい気持ちを抑えて、真吾さんの方へ体を向ける。

「車はうちのガレージへ入れてください」

「分かった」

　四台止められるわが家のガレージはいつも二台空いている。

　大通りから車が二台ギリギリ通れる道に入り、わが家の門の前を通過して横のガレージに車は止められた。

　クーラーの効いた車内から外に出てムワッとした熱気を受け、じっとり汗が滲んでくる。

　真吾さんはといえば、濃紺のスリーピースのスーツでビシッと決めているけれど、汗ひとつかいていない。

　私は心臓がバクバクしていて手足は微かすかに震えているのに、彼はリラックスした表情で車をロックしている。

「行こうか」

　車の前で真吾さんは手を差し出す。

　もう片方の手には先ほどのホテルの紙袋を持っている。ロビーに現れた真吾さんにコンシェルジュの女性が近づき、『ご依頼の物です』と手渡したのだ。真吾さんはホテルの洋菓子の詰め合わせを手土産に選んでくれたようだ。

　ここから演技は始まっているのだ。

「はい」

　真吾さんの節のある男らしい大きな手を握った。彼にこうして触れるのは初めてで、さらに鼓動が暴れてくる。

　落ち着かなければ。

　自分に言い聞かせているうちに、門の前に着いていた。

　門扉を開けて真吾さんを招き、十メートルほど先の玄関へ並んで歩く。

　玄関横のインターホンを鳴らして鍵を開け、私が先に入ったところで母が姿を見せた。お客さまに備えて、母の中ではわりと特別な日に着るライトグレーのワンピースを身につけている。

「ただいま。真吾さんどうぞ」

　玄関の入口で待っていた真吾さんへ振り返り、にっこり微笑む。

「失礼します」

　真吾さんは低音の魅力的に響く声で挨拶をして、たたきに足を踏み入れた。

「お母さん、円城寺真吾さん。初対面じゃないでしょう？」

「ご無沙汰しています。このたびは忙しい時間に申し訳ありません」

　彼は落ち着きのある声色で口にすると、頭を下げた。

　母は真吾さんにポカンと口を開いてあぜんとなっていたが、我に返り表情を緩ませた。

「まあ、円城寺さん。お久しぶりね。まさか明日香の彼が円城寺さんだとは……」

「びっくりしたでしょう？」

　私は不自然にならないくらいににっこり笑みを浮かべた。

「ええ。もちろんよ。さあさあ、どうぞお入りになって。明日香、お父さんを呼んでくるからリビングへ案内して」

「はい」

　玄関先に揃えられた来客用のスリッパに足を通した真吾さんを、リビングへ連れていく。

　ソファに落ち着いてから、真吾さんへと視線を向けた。

「そんなに心配そうな顔をしなくても大丈夫だ」

　真吾さんは笑みを浮かべ、私の頬を軽くつまむ。

　彼がそう言うのなら、本当にそうなのだろうと思わせてくれる。

　そこへ両親がリビングへ姿を現した。父はまっすぐ真吾さんを見て、その顔は驚きに満ちる。信じられないのだろう。

「円城寺くん、久しぶりだな。まさか君が明日香の恋人だったとは……」

　さすが父のお気に入りだった真吾さんだ。父は笑顔で私たちの対面のソファに近づく。母はキッチンの方へ行ってしまい、私も手伝いたいが、この場が心配で動けない。

　そんな中、真吾さんは立ち上がり一礼してから口を開く。

「大山議員、ご無沙汰しております。お嬢さんとの交際の報告が遅くなり申し訳ありません」

「いやはや、本当に驚いているよ。どうぞ、掛けてくれたまえ」

　父に座るよう示され、真吾さんは私の隣に再び腰を下ろした。恋人同士に見えるよう、肩が触れ合いそうなくらいの距離で並ぶ私たちに、父はうれしそうに顔をほころばせている。

　やっぱり真吾さんを選んで正解。もとより彼しかいなかったから、選びようもなかったけれど。

　そこへ母がコーヒーを入れたカップをお盆にのせて現れた。土曜日の今日はお手伝いさんが十五時までなので、母が淹れてくれたようだ。

「円城寺さん、コーヒーでよろしかったかしら？　日本茶と迷って」

「はい。ありがとうございます」

「秀ひで子こ、ビールの方がいいんじゃないか？」

　私が恋人を紹介すると言ったとき『私の目は厳しいからな。木下くんに劣る男であれば十分もしないうちに帰ってもらう』と渋い顔で話していたのに、ビールを勧める父にあきれる。よほど真吾さんが気に入っているのだろう。

「いいえ、車ですので、コーヒーをいただきます」

「そうか。秀子、達也はいないのか？　達也に送らせるんだが」

「今日はドライブでいないんですよ。久美子まで連れていって」

　兄は真吾さんに会ったらどんな対応をすればいいのか分からないからと、早苗さんと久美子を誘って奥おく多た摩まへ出かけていったのだ。

　母がすかさず答えると、父はソファの背にふんぞり返るようにして顔をしかめた。

「なんだ。使えないやつだな」

「お父さん、いくらお父さんの秘書だからって、お兄ちゃんにだって休日は必要よ」

　親子で仕事をするのは大変そうだといつも思っている。父は人使いが荒いから。

　いささか言葉がひどいと感じたので口を挟むと、父はいつになく上機嫌に笑う。

「すまない、すまない。では円城寺くん、近いうちに飲む機会を設けてくれ」

　その言葉に私はギョッとした。

　真吾さんは仮の恋人、今後付き合っているフリをしてもらうだけなのだ。考えもしなかった父の誘いに慌てて口を挟む。

「お、お父さんっ、真吾さんはとても忙しいの。それに交際中の彼女の父親とだなんて――」

「もちろん、ぜひご一緒させてください」

　遮った真吾さんの声に、さらに私は驚いて目を丸くして彼へ顔を向ける。

「では、神楽坂あたりで一席設けよう。ところで、明日香とはいつからかね？　娘には付き合っている男がいないと思っていてね、先だっては見合い写真を押しつけたところなんだ」

「はい。聞いています。ですが、その男性には会わせられません。私は明日香さんを愛しています。誰にも譲る気は毛頭ありません」

「それは頼もしいな」

　真吾さんの演技は堂々としたものだ。これなら父は信じてくれるし、真吾さんをいたく気に入った様子で私は心の中で安堵した。

「真吾さん、コーヒーをどうぞ」

　私は彼に笑顔を向け、飲み物を勧める。実のところ私は喉がカラカラなのだ。彼に続いて早く喉を潤したい。

「ああ。いただきます」

　彼が綺麗な所作でコーヒーカップを持ち口へ運んだのを見て、私もカップを手に取った。

「ふたりはいつから付き合っているのかな？」

「半年前でしょうか、退勤後車を走らせていて雨宿りをしている明日香さんを見かけたんです。そこからですね。明日香さんは魅力的なお嬢さんですから、好きになるのに時間は必要ありませんでした」

　真吾さんの説明に私の胸はドキドキしてくる。本当のように思えてしまう。

　好きになるのに時間は必要ありませんでした……それが真実ならどんなにうれしいだろう。

「なるほど。たしかに明日香は親の目から見てもかわいいからな」

　親ばか丸出しの父が恥ずかしくなり、ドキドキよりもこれからどんな言葉が出てくるのか、再びハラハラしてくる。

「円城寺くんは達也と同い年だ。そろそろ結婚は考えないのかな？」

　核心を突いた質問に、私の背筋にはヒヤリと冷たいものが走る。思わず真吾さんへ心配そうな瞳を向けた。

　そんな私に、真吾さんは麗しく笑みを浮かべる。

「ええ。考えています。明日香さんとの結婚の承諾をいただきにきました」

「えっ！」

　突として声をあげる私に両親の目が向く。

「どうしたの？　変な声をあげて」

「だ、だって、私たち半年ほどしか交際を……」

「明日香、時間は関係ないと思う。一緒にいたい。君もそうだろう？」

　予定になく、行きすぎる話をする真吾さんに当惑するものの、これでバレたら一巻の終わり。引きつった笑みにならないように、真吾さんにうなずく。

「よかった」

　真吾さんは私の膝に置く手にポンポンと優しく触れてから両親へと顔を向けた。

「大山議員、奥さま、明日香さんを私にください」

　私の頭の中は一瞬にして真っ白になり、ただ両親へ頭を下げる真吾さんの整った横顔を見つめる。

「おおっ、明日香をもらってくれるのか。もちろんよろしく頼むよ」

　あんなにお見合いを勧めていた父は間髪いれずに快諾。母を見れば、とてもうれしそうに口もとを緩ませている。

　真吾さん、どうして……？

「ありがとうございます。なにぶん多忙で、結婚式を待たずに入籍して一緒に住みたいのですが。式は来年ということで、ふたりで会場を探す段取りにさせていただけないでしょうか？」

「入籍を先に……でしょうか？　もしかして――」

　母は困惑気味に真吾さんに尋ねる。言葉の先を見通し、私は大きく頭を左右に振る。

「お、お母さん、な、なんの想像してるのっ!?」

　私の頭に浮かんだのは妊娠だ。たしかに誤解を招かれない物言いだった。母もそう考えているに違いない。

「だって……ねえ、あなた。そう思ってしまいますわよね？」

「あ、ああ……」

　両親の目が真吾さんへ向く。

「いえ。妊娠はしていません。私が多忙なもので、明日香さんに支えてほしいと切に願っているのです。昼間は留守にしますので、彼女が働くことになんの問題もありません」

　ふたりがホッと胸をなで下ろしたのが分かった。

　結婚前の娘が妊娠したら、体裁が悪いと思っているのはあきらかだ。

　たしかに父からの見合い攻撃を逃れ、仕事をしたいと言ったけれど、それがまさか入籍するだなんて。寝耳に水状態で、頭の中が整理できない。

「そうか……分かった。入籍後に結婚式をする段取りで認めよう」

「ありがとうございます」

　あれよあれよと、真吾さんは父から結婚の了承を得てしまった。そのスピードが速すぎて、私は口出しもできない。

　でも、明日香。これでお父さんからあれこれ言われず、いずれは出ようと思っていたこの家からも離れられるのよ？　万々歳なんじゃないの？

　真吾さんの言葉がこの場しのぎなのか、それともまさか本当に入籍するのか、今この場では聞けないけれど、とりあえず私の願望はこれで叶えられる！

　そんなことを考えていると、真吾さんが私の手を握った。

「明日香、ご両親は快諾してくださった。幸せになろう」

「は、はい。真吾さん、よろしくお願いします」

　どうしたらいいのか分からず、それだけ言うのがせいいっぱいだ。

「めでたい。乾杯をしたいくらいだ。秀子、寿司を頼んでくれ」

「そうですわね。お酒は飲めなくてもお食事くらいはしてくださらないと」

　このままでは夕食を食べなくてはならなくなる。それでは真吾さんに申し訳ない。

「お父さん、私たちはこれから食事へ。真吾さん、予約をしていましたよね？」

　この後の予定なんてない。これ以上引き延ばしたくなくてとっさに言っていた。

「明日香、せっかくご両親が誘ってくださっているのだから、予約はキャンセルしよう。ありがとうございます。夕食ごちそうになります」

　真吾さんは両親に、もっと好印象を与えたみたいだ。




　真吾さんの話術は見事で、両親の質問にも難なく答え、会話はウイットに富み、飽きさせない話題を振る。

　さすが有能なビジネスマンね。

　父が惚れ込んでいる腕の持ち主の板さんが握ったお寿司を食べながら、いつの間にか真吾さんを観察していた。

　本当にどういうつもりなの……？

　考えながら大好きなイクラの軍艦巻きを口に入れたとき、結納が主題となっていた。

「九月後半のよい日を見てはいかがでしょうか？」

　真吾さんがサラッと言い、驚くばかりだ。私はなるべく平静を装って口を開く。

「結納はなくてもいいのではないでしょうか？」

「なんだ。明日香は結納をしたくないのか？」

「明日香。女性にとって結納は大事なことよ？　けじめですもの」

　両親に加勢され、真吾さんもうなずく。

「だって、形ばかりの結納だなんて無駄なお金を使うだけよ」

「明日香さん、さすが銀行に勤めているだけある。でも、そんなのを考える必要はない。無駄な金とは思わない。会場など諸費用も私の方でもたせてください」

　真吾さんが端整な顔に笑みを浮かべる。

　いったいどうなってるの……？　真吾さんって、もしかしてすごく変わった人だった？　頼んではいけない男性に頼んじゃったの？

「円城寺くん、いやこれからは真吾くんと呼ばせてもらうよ。義理の息子になるんだからな。明日香はのんびりしていて金に無頓着に見えるが、意外とケチなんだよ。真吾くんにばかり負担させては申し訳ない。私の方でも」

「いえ。ぜひ。素敵なお嬢さんをいただくのですからほんの気持ちです」

「真吾さんっ、どう――」

　思わずどういうつもりなのか問いただしそうになってから口をつぐむ。

「どう？」

　真吾さんはわけ知り顔でニヤッとする。

「明日香、君をお嫁さんにもらうんだ。結婚式を先に延ばすのだから、せめて結納をしてご両親にはちゃんとけじめをつけたい」

　なんだか本当に真吾さんに愛されているのだと錯覚しそうになる。

「会場は都内のホテルを探しますので。日取りは早々にご連絡いたします」

「分かった。秀子、頼もしい息子ができてうれしいな」

「ええ。本当に」

　両親は目じりを下げてこの展開を喜んでいるが、真吾さんの真意が分からず私の心中は穏やかではなかった。




　玄関で始終にこやかな父と母に見送られ、真吾さんと門扉に向かう。背後で玄関のドアが閉まるのを確認すると、ホッと胸をなで下ろした。

　真夏の夜、虫の音が聞こえてくる。クーラーの効いた部屋から出てすぐにじんわり汗ばんでくる。

　ようやく真吾さんに今までの展開はどういうつもりなのか聞ける。だが、まずは門扉を出てガレージへ行ってからだ。

　斜め前を歩く真吾さんの広く引きしまった背中へ視線を向けながら、口もとを引きしめる。

　門扉横の通用門を出てキョロキョロと辺りを見回す。住宅地だから、二十一時を回っている今は誰も歩いていない。

「あの、円城寺さん」

　スラックスのポケットに手を入れ車の鍵を取り出した真吾さんは振り返る。

「真吾だろう？」

「どういうつもりなんですか？　入籍だなんて。両親が信じちゃったじゃないですか」

「本当のことだから」

　真吾さんの言葉が理解できず、ギュッと眉を寄せる。

「本当のことって……なにか裏があるんですか？　私たちが結婚なんてするわけないのに。そもそもキスもしていない、まったくお互いを知らない関係だし……」

　突として、真吾さんが私の腰に腕を回した。密着する体に、私の心臓がドクンと跳ねる。

「キスをしていないことが不満なのかな？」

「そ、そうじゃなくて――」

　真吾さんの顔が降りてきたそのとき、ヘッドライトが私たちを照らした。

　ビクッと肩を震わせて真吾さんの腕から逃れようとしたが、動けずに車が近づいてくる方へ顔を向ける。

　まぶしさに目が慣れると、兄の車だった。

「あ、兄です」

「達也か。久しぶりだな」

　真吾さんの腕が緩んで、瞬時、彼から離れる。

　抱きしめられていたところを見られていないのを祈る気持ちだ。兄夫婦はまだいいが、久美子が目撃したら即、騒ぎだすだろう。

　兄の車は四台入るガレージの空いているスペースにピタリと止められた。勇気を出して視線を向けると、後部座席の久美子は早苗さんに揺り起こされているみたいで私は安堵する。

　運転席から出てきた兄は、当惑したような表情のまま数メートル離れた私たちのもとへやって来た。

「真吾、元気そうだな」

　真吾さんも一歩、兄に近づいた。

「ああ。達也も。結婚式には出席できずにすまなかった」

「いや、海外へ出張中なら仕方がないよ。ところで……」

　兄は真吾さんの少しうしろにいる私の方へ視線を移す。

「……妹がすまない」

　迷惑をかけたのを謝っているのだろうけど、なんとなく兄の態度がぎこちない。先ほど抱きしめられているところを目にしたせいだろうと思う。

　本当に、気まずい……。

「いや。達也、俺たちは結婚することになった」

　爆弾発言をした直後、兄は開いた口が塞がらないといったふうで言葉を失う。

「ええっ！　お姉ちゃん、結婚するのっ!?」

　近所迷惑にもなりえるほどの奇声を発したのは久美子だ。隣にいる早苗さんも両手で口を覆い驚いている様子。

「嘘みたい！　めっちゃハンサム！」

　誰にでも物怖じしない久美子は早苗さんの横を離れ、真吾さんの前にササッと立つ。

「妹の久美子です！　うわっ、トレンディ俳優みたい！」

　久美子はピンクと黄緑の横しま模様の派手なＴシャツにデニムのショートパンツ姿で、女性のそういった露出の多い格好が好きではない兄は『長めのスカートかジーンズにしろ』と、きっと言ったに違いない。

「久美子ちゃん、はじめまして。円城寺真吾です。これからよろしく」

「もちろんです！」

　真吾さんから手を差し出され、久美子は笑顔で握手をする。

「お姉ちゃん、付き合っている人がいるってどうして教えてくれなかったのよ」

「ペラペラ話すのは嫌いなの」

　後で久美子から質問攻めにされそうだ。

　久美子と話していると、兄は早苗さんを真吾さんに紹介している。早苗さんも真吾さんの俳優さながらの容姿に驚いている様子だ。

「お兄ちゃん、まだ真吾さんと話があるから、くーちゃんを連れて中に入って」

「そうだな。じゃ、真吾。また」

『また』に力が込められているように聞こえた。

「久美子、行くぞ」

「えーっ、まだお話ししていたいのに。じゃあ、お義に兄いさま。またお会いできる日を楽しみにしています」

　真吾さんに向かって頭をぺこりと下げた久美子は、兄に追い立てられるようにして門扉の中へ消えていった。

　話をもとに戻して、ちゃんと聞かなきゃ。

「妹さんとは性格がかなり違うようだな」

「末っ子ですからみんなに甘やかされて天真爛漫なんです。それより円城寺さん――」

「だから、真吾だろう？」

　すぐに訂正され、出鼻をくじかれる。

「では、真吾さん、いったいどういうつもりなんですか？」

「俺と君の利害関係が一致したからだ」

「利害関係が……？」

「そうだ。俺も両親から結婚しろと顔を合わせるたびに言われる。もちろん縁談の写真は山積みだ。結婚する気がないから。だから、あまり顔を合わせないようにしていたがな。結婚は好きな相手とするべきだろう？」

　真吾さんもご両親から縁談を回避したかったのね。

　でも、好きな相手と結婚するべきって……？

「それなら結婚を前提としたお付き合いだと言えばいいのでは？」

「それはそれでいつ結婚するんだとうるさいだろう？　結婚すれば双方の親を喜ばせられる。君は元大臣を父親に持つお嬢さまだ。結婚相手として親から文句は言われない。お堅い銀行勤めだしな」

「……でも、ずっと結婚生活が続くわけじゃないですよね？」

　私としてはこれからよくお互いを知り、ずっと暮らしていきたいとも思ってしまうが。

「そうだな。どちらかに心から愛せる人ができたら結婚を解消するということではどうだ？」

「え……」

　心から愛せる人ができたら……？

　この先そんな人は出てくるのだろうか？　今まで真吾さんを好きで、ほかの人に想いを寄せたことなどないのに。真吾さんにそういう人が現れたら、私はすんなりと離婚に同意するの……？

「どうした？」

　言葉に詰まった私の顔を真吾さんが覗き込む。あまりに距離が近くて、慌てて飛びのく。

「明日香も望んでいたんだろう？　俺と結婚すればお父さんからとやかく言われずに済む」

「……それはそうですが。展開がＦ１並の速さで、考えが追いつかないんです」

「三日間考える猶予をあげよう。火曜日の夜、夕食を取りながら返事を聞く。じゃあ」

　真吾さんは私の返事を待たずに運転席のドアを開けて乗り込んだ。そして窓が開く。

「どうするかは君に任せる」

　彼が口もとをクッと上げると、車は動きだす。ガレージを出て、静かに走り去っていった。

　小さくなっていくテールランプをぼうぜんと見送り、見えなくなった後、私の口から深いため息が漏れた。

「さてと……」

　家に入りたくない気持ちに襲われる。きっと久美子から質問攻めに遭うだろう。

　精神的に疲れている私は、ノロノロした足取りで家に向かった。

　玄関に入った途端、予想通りニヤニヤした久美子がなぜか正座して待っていた。

「お帰りなさいませ。お姉さま。お義兄さまとなかなかさよならできなかったんだね」

「もうっ、茶化さないで」

　ヒールを脱いで、正座している邪魔な妹を押しのけて上がる。

「ねえねえ、いつから付き合っていたの？　恋人なんていないと思っていたのに」

「半年くらい前からよ」

　久美子の声が大きくて手で口を塞ぎたくなったが、素っ気なくそう言って自分の部屋に向かう。

「えーっ、ちゃんと教えてよ。彼、なにをしている人？　めちゃくちゃハンサムだったね。お姉ちゃんがうらやましいな～」

　久美子がうしろからついてきて、といっても彼女の部屋は隣だから追ってきているわけではないかもしれないが。

「でしょう。そう言われるのが嫌で今まで黙っていたの」

　予防線を張ったところで自室の前だ。

「ところでドライブは楽しかった？」

「まあね。でも道混んじゃって、もうおトイレ行きたいって、お兄ちゃんに泣きついちゃった」

「ジュースばかり飲むから。はい、回れ右」

「お姉ちゃん、鋭いね」

　久美子は指を指して笑う。

「あ、先にお風呂入っていいよ。見たい番組があるから。明日ちゃんと教えてよ」

　話をごまかしたつもりだったけど、真吾さんのことを聞くまではずっと言い続けるだろう。あまり隠していると疑われかねない。

「まあ、明日暇だったらね。おやすみ」

　適当にかわしてから自室へ入った。

　まっすぐベッドに近づいて、ポスンと腰を下ろす。

　兄もこの展開に疑問を持って聞きにくるかもしれないが、今はひとまずお風呂に入ってこよう。

　タンスから着替えを出して、手が止まる。

　お兄ちゃんは傍観してくれているのかも……。

　ようやくひとりになってこの急展開を考える時間ができたけれど、どうにも気持ちがふわふわして集中できないまま、着替えを持って部屋を出た。










五、幸せを感じる中で




　月曜日の朝、更衣室で制服に着替え終わった頃、ひとみがやって来た。

「明日香、おはよう～」

「おはよう」

　朝からルンルンしているひとみになにかいいことがあったのではないかと推測する。

　隣で気分よさそうにロッカーを開ける今朝のひとみの服装は、Ａラインのベージュのワンピースでいつもと様子が違う。

　お気に入りのディスコでも見つけて退勤後行く予定なのかしらと思ったが、その服装では違うようだ。

「ねえ？　ひとみ。なにかいいことでもあった？」

「まあね～。ね、今日お昼は早番でしょ。同じだから休憩のときに話すわね。円城寺さんの件も聞きたいし。あ、うまくいった？」

「う～ん……ちょっと悩んでる。お昼に話すね。先に行ってる」

「ＯＫ！」

　ひとみはワンピースを脱いで、速攻で着替え始めた。




　十一時半になりお客さまが切れたところで、後方で処理をしていた後輩行員と交代して更衣室に寄り、お弁当を持って休憩室へ向かう。もちろんひとみも一緒に。

　休憩室には四人掛けのテーブルが十卓あり、話をひとみ以外の人に聞かれたくない私は周りに人がいない隅のテーブルを選んだ。食事中に、隣や前後のテーブルが埋まってしまうかもしれないが。

　対面同士で腰を下ろした私たちは早速お弁当を広げながら話し始める。

「明日香、円城寺さんをお父さんに引き合わせたんでしょう？　どうだった？」

「それが……驚かないで聞いてね？」

　食べる手を止めて、神妙な面持ちで彼女を見つめる。

「いやね。またぁ？　なにに驚くっていうの？　まさか偽装がバレちゃったとか？」

　ひとみもお箸を止めて、私の方へ少し身を乗り出した。

「ううん。前に見返りの話をしたでしょ？」

「ええ。もしかして、見返りって明日香と寝ることじゃないの？　まったく！　女に困らなそうな顔をして卑劣な――」

「ち、違うのっ。ひとみ、落ち着いて」

　憤慨するひとみを慌てて止める。

「じゃあ、なんで浮かない顔をしているの？　あ、でも明日香は円城寺さんが好きなんだから、そんな見返りだったらたいして困らないわよね？」

　弾丸のように話すひとみをどうにか黙らせようと、私は両手をパタパタさせて制する。

「ひとみ、驚いてもいいけど叫ばないでね？　実は彼の見返りは私との結婚だったの」

「えーっ！　な、なんなの？　その急展開は」

　忠告したのに彼女の声が部屋中に響き渡った。行員たちの目がいっせいに集中する。

「すみませんっ！」

　私はとっさに周りに頭を下げ、ひとみに向かって「シーッ」と指を一本口もとにあてる。

「もうっ、叫ばないでねって言ったのに……」

　小声で彼女をたしなめると、ひとみは頬をぷくっと膨らませる。

「だって、これが驚かないでいられる？　結婚!?　明日香はあの円城寺さんとゴールインするの？」

「……それに悩んでいるの」

「ええっ？　悩む理由なんてないじゃない」

「どちらかに愛する人ができたら別れるの。彼にそんな人ができたらと思うと、二の足を踏んでしまって……明日返事をするんだけど」

　話の核心を口にして、私は重いため息を漏らす。

「躊躇する必要なんてないわよ。今まで憧れだった人と結婚できるのよ？　愛してもらえるきっかけを作ったのよ？　明日香なら大丈夫！　ふたりの距離が近づけば愛してもらえるわ」

「そんな自信なんてないわ……」

「じゃあ、お父さんに今までの話は嘘でしたってバラすの？」

　父にバラした場合を想像すると、ぞわっと背筋が凍りつく思いだ。再びお見合い攻撃のち、父のお眼鏡にかなう相手と結婚させられてしまうだろう。平成の時代なのに、時代錯誤の父なのだ。

　私は頭をプルプルと左右に振る。

「絶対に知られちゃダメ。どんな目に遭うか分からないもの」

「じゃあ腹をくくって、円城寺さんに愛してもらえる努力をするのが解決方法じゃないかしら？」

　ひとみに諭され、円城寺さんとの結婚が今の段階では最適なのだと納得する。

　たとえ別れたとしても、それ以降は父に干渉されなくなるかもしれない。よく考えたら、体裁が第一の父は離婚した娘の結婚相手を見つけることはしなそうだ。

「そうよね。一緒に暮らして好きになってもらえるかもしれない。努力すればいいのよね」

「うん。少なくとも円城寺さんは明日香を妻として認めている。嫌な相手だと思っていたら話を持ちかけないでしょうし」

「ありがとう。気持ちがすっきりしたわ。ねっ、ところでひとみ。なにがあったの？」

　尋ねた後、中断していたお弁当の卵焼きを口にする。

「明日香の衝撃的なお知らせに、私のじゃ、まったくかすんじゃうわ」

「いいから教えて」

　モグモグと咀嚼してからひとみに頼む。

「本命くんができたの」

「今までのアッシーくんやミツグくんが昇格したの？」

　顔をしかめたひとみは首を横に振る。

「彼らは本命にならないわ。実はラージャのマスターなの」

「えっ！　あのマスター？」

　私は口ひげを生やした年齢不詳のマスターを思い出して目を丸くする。

「前からいいなと思っていたんだけど、昨日ラージャへひとりで行ってカウンター席に座ったの。日曜日だったからお客さまが少なくて、清きよ忠たださんといろいろ話したの」

「マスター、清忠さんっていうのね。でも、年が上すぎない？」

「前まえ川かわ清忠さんよ。昨日知ったんだけどね。年齢は三十五歳。円城寺さんだって三十代でしょ？」

「真吾さんより五つも上よ」

「明日香ったら、もう名前で呼んじゃっているんじゃない」

　ひとみはクスッと笑う。

「だ、だって。お父さんたちの前で名字を呼んだら疑われそうだったし」

「そんなに頬を赤らませなくても。明日香はかわいいわ。その調子で円城寺さんを自分のものにしちゃいなさいね」

「はぐらかさないで。マスターとの恋は始まったばかりよね？」

「彼はまだ私の気持ちを知らないの。今夜もラージャへ行ってくるわ。店員によると、マスターの好みは……」

　ひとみはそこで言葉を止め、小さくため息を漏らす。

「どうしたの？　マスターの好みは？」

「……明日香みたいなお嬢さまっぽい人だって。服装とかメイクとか。だから、今日の服は明日香の真似なのよ」

「私の？　……マスターって意外ね。でも、本当に好きならがんばってね」

「ええ。あ、早く食べないと」

　私たちは急いで残りのお弁当を食べ始めた。




　その夜、十九時に帰宅してみると久しぶりに家族全員が揃っていた。

　真吾さんとの結婚に兄には絶対になにか言われるだろうと思っていたから、家族全員での夕食は身構えてしまう。

　今夜話題に上るのは免れないだろう。しかし、ひとみと話をして気持ちを固めた私はなにを聞かれても対処できると考えていた。

　案の定、食事が始まると母が話題にする。

「明日香、結納はお振袖がいいと思うの」

「九月下旬はまだ暑いでしょう？　お振袖なんて嫌よ」

「あら、結納はホテルでと真吾さんはおっしゃっていたから、そこで着つけてもらえばいいのよ。移動がないから暑くないと思うの。ねえ？　あなた、そう思うでしょう？」

「ああ、円城寺家は格式が高いだろう。結納は振袖にしなさい」

　母が父に話を振って、私の結納の服装は振袖に決まってしまった。

「明日香、楽しみだわね。お兄ちゃんと早苗さんの結納が懐かしいわ」

　兄たちの結納も早苗さんは振袖だったと聞いている。でも時期が違うし……。

　ここは反論しても話を長引かせるだけなので、口をつぐみ斜め前に座る兄へ視線をそれとなく向ける。

　真相を知っている兄がどう思っているのか気になるが、我関せずといった感じでマグロのお刺身を食べていた。

「お姉ちゃん、今度彼を夕食に招待してね。私は結納に出られないし、お義兄さまと仲よくなりたいから」

　久美子の提案に乗るのも父で、満足気に笑みを浮かべる。

「そうだな。また来てもらいなさい。みんなで食事をしよう」

「明日香」

　突然兄に話しかけられて、ビクッと背筋を伸ばす。

「な、なに？」

「真吾は忙しいんだから無理は言わないようにな」

「う、うん。そうよね。とりあえず聞くだけ聞いてみるわ」

　こう答えておけば、両方が納得するだろう。

　兄の言葉を深読みすれば、釘を刺しているとしか思えない。彼に無理をさせるなと。でも、突拍子もない提案をしたのは真吾さんの方なのに……。

　お風呂上がり、Ｔシャツとタオル地のショートパンツの部屋着で、髪はタオルを巻き、クローゼットを開けて明日の服を選んでいる。

　食事って言っていたからレストランよね……。彼が連れ歩く女性はどんな感じの人なのかしら。ワンレンボディコン、スタイル抜群の女性？　それとも流行を追わないタイプの女性？

　クローゼットにある服で、ボディコンのスーツはこの前ひとみとディスコへ行ったときのものしかない。

　兄だったら、真吾さんの好みを知っているかもしれない。

　部屋を出て二階の兄夫婦の住居へ向かい、リビングのドアをノックする。

「お兄ちゃん、明日香だけど」

　ドア越しに声をかけると、兄が顔を出した。

「珍しいな、どうした？　もしかしてまた突拍子もないことを言いにきたのか？」

「そんなんじゃないわ。真吾さん好みの女性ってどんな服装をしているのかなって。明日会うんだけど……」

「はぁ～、そんなの俺が知るわけないだろ。学生時代と違うんだ。言えることは派手な女は好みじゃないってことだけだ。変わっていなければな」

　なんだかんだと優しい兄だ。

「ありがとう。それだけでもいいわ。おやすみなさい」

　それ以上兄になにか言われないうちに離れて階段を下りた。

　部屋に戻ると、クローゼットの前に立ち、目についたブラウンの地色に黄色い小花をあしらったワンピースに決めた。

　それにしても明日についての連絡がまだないんですけど……。火曜日って言っていたよね。




　翌朝、真吾さんから連絡がなかったことに不安になったが、とりあえず昨晩決めたワンピースを着て出勤した。

　昼休みに電話をしてみようかな。

　不安になりながらも制服に着替え、いつものように給湯室へ行き絞った雑巾を持ってカウンターやお客さまが座る椅子を拭く。

　開店の十分前、朝礼を済ませて窓口の席へ立つ。これからシャッターを開き、お辞儀でお客さまを出迎えるのだ。

　九時ピッタリにシャッターが開き、外で待っていたお客さまが入店してくる。

「いらっしゃいませ」

　私たちは丁寧にお客さまを出迎え、業務が始まった。

　来客がはけた十一時過ぎ、お客さまが私の窓口に立った。うつむいて伝票を書いていた私は顔を上げた瞬間、目を大きくさせた。

　かっちり七三に分けた髪形の男性は、真吾さんの秘書の石原さんだった。

「い……らっしゃいませ」

「専務からこちらを預かってきました」

　石原さんは封書をカウンターにそっと置き、私の方へ差し出す。

「ありがとうございます」

　私が封書を受け取るのを見て、石原さんは足早に立ち去った。

　隣の窓口にいるひとみが首を伸ばして「今の人誰？」と聞いてくる。

「真吾さんの秘書なの」

　そう言いながら封書をポケットに急いでしまう。

「わざわざ秘書に手紙を持たすなんて驚いちゃうわね」

「うん。驚いた……」

　早く手紙を開けて中を確認したい。今日の待ち合わせの件だと思うのだが、丁寧に封書で渡されると気軽に読めない。今までのことはなかったことにしてほしいなどと、変な想像がよぎって落ち着かなくなる。

　そこでほかのお客さまが目の前に立ち、私は笑顔を貼りつかせて「いらっしゃいませ。ご用件を賜ります」と口にした。

　手紙を見るのは二十分後のお昼休憩になりそうだ。




　本日のお昼休憩のシフトは、私と後輩の行員五人。ひとみは後半になっている。

　更衣室に向かいながら、気になって仕方がなかった手紙を開けた。

　数行の文章を読んで、廊下で安堵のため息を漏らす。

　そこには今日食事するレストランの名前と時間が書かれているだけだった。




　約束は十九時に銀座の有名なフレンチレストランだった。

　定時の十八時を少し回ってなんとか業務を終え、着替えを済ませて崩れたメイクを更衣室のロッカーの内側にある鏡で直す。

　その姿をひとみがニヤニヤして見ている。

「好きな人に会いにいく明日香ってかわいいわ」

「茶化さないで。ルージュが引けなくなるわ」

　ジッと見ていられると、化粧をしているのが恥ずかしくなる。

「そんなに恥ずかしがらないで。ワンピースも素敵ね。おニューかしら？」

「うん。そうなの、おろしたて」

「ふふっ、円城寺さんにおしゃれしたところを見せたいのね」

「もうっ、そんなにからかわないで」

　ルージュをポーチに入れてしまい、バッグに片づける。今日のバッグはブランド物ではないが、レモンイエローのコロンとした形でかわいらしく、ワンピースに合わせて選んだのだ。

「銀座だっけ？」

「そう。じゃあ、先に行くね」

　小さめの腕時計で時間を確認すると、十八時三十分になろうとしていた。

「はーい。楽しんできて。いってらっしゃい」

　ニヤニヤしているひとみに見送られ、更衣室を後にした。

　地下鉄でも行けるが、汗をかいてお化粧が崩れるのを懸念し、建物を出たところで流しのタクシーを拾う。指定されたレストランのあるビルまで行くようにお願いした。




　大通り沿いのビルへ入り、仕事帰りのＯＬや会社員などが一階にある店舗へ入っていく中、エレベーターホールに近づく。

　そこでは二十代後半くらいの一組のカップルがエレベーターを待っていて、人目もはばからず双方が腰に腕を回しベタベタしている。見ている方が恥ずかしい……。

　女性は派手な黒と白のストライプのボディコンシャスなスーツで、短いスカートからスラリと脚が伸びている。男性は白いスーツで、貴金属をジャラジャラつけていて生理的に好きではない。私がどう思おうが、関係ないのだけど。

　エレベーターが開きふたりが奥へ進み、私も続く。必然的に私がパネルの前に立ったそのとき、「五階を押しなさい」と女性の声が聞こえた。その声は命令的で、一瞬誰に言ったのか分からなかった。

　思わず振り返るとブルーのアイシャドーが印象的な目と合う。

「耳が遠いのか？　お前に言ったんだけど？」

　女性を見たまま動かない私に威圧的に言う男性だ。

　自分で押せばいいのにと思いつつ、パネルに向き直り五階のボタンへ手を伸ばした。でも、ひと言言ってやりたい。

　振り返り男性へ視線を向ける。

「あなたにお前って呼ばれる筋合いはありません」

　一瞬、相手の男性の顔が驚きの表情になる。その顔に満足してパネルへ顔を戻し押そうとする。そのとき誰かが乗り込んできて、私の手がダークグレーのスーツの袖から伸びた指に阻まれた。

「えっ？」

　その節のあるスラリとした指の持ち主を仰ぎ見ると、真吾さんだった。彼はまっすぐカップルを見ていた。

「お前呼ばわりとは。彼女はあなたの召使いではない。自分で押すんだな」

　真吾さんはきっぱり言い放ち、目的の八階のボタンを押した。そこでエレベーターの扉は閉まり上昇する。

「な、なんなんだよ！」

　男性は屈辱に耐えかねるかのような表情になって、真吾さんに食ってかかりそうに一歩前へ出る。

「ねえ、やめて。こんなところでみっともないわ」

　女性が男性を引き留める。

「くそっ！」

　男性から不服そうな声が聞こえるが、背を向けている私は肩をこわばらせたまま振り返れない。

　私たちしか乗っていないエレベーターは五階を通り過ぎ、八階で停止した。

　真吾さんの手が私の肩に回り、小さな箱から降ろされた。

　背後で扉が閉まると、肩から温もりが消える。

「意外と気が強いんだな」

　真吾さんは笑いをこらえるような表情だ。

「ちゃんと頼まれれば押しますけど、お前って言われてムッとしちゃったんです」

「あたり前のことができないやつだが、もしものことがあってからでは遅い。今後は時と場合を考えて気をつけるように」

「そう……なんですけど……」

「行こう」

　数メートル先にフレンチレストランの入口があって、そこに黒いスーツを着た男性が立っているのが見えた。

　真吾さんは私を促し、その男性の方へ歩を進める。

「円城寺さま、いらっしゃいませ。わたくしどものレストランへ足を運んでくださりありがとうございます」

　私たちを出迎えた男性は丁寧に一礼をしてから、席に案内してくれる。

　すでに食事をしているお客さまも店内に数組見受けられ、私たちが案内されたのは奥の個室だった。

　窓際のテーブルからは銀座のきらびやかな夜景が望める。

　案内された男性に椅子を引かれ着席すると、対面の真吾さんも腰を下ろした。

「本日はフランス、ボルドー産の最高級の赤ワインが入荷されておりますが、いかがでしょうか？」

　恭しく対応する男性に真吾さんはうなずく。

「それをお願いします」

「それでは、ただいまワインのお支度をしてまいります。こちらをご覧になりながらお待ちください」

　男性は真吾さんと私にメニュー表のファイルを手渡して個室を出ていった。

「好き嫌いは？」

　真吾さんはメニューを開きながら尋ねる。

「とくにないです」

　そこへドアがノックされ、先ほどの男性と、もうひとりワインの瓶とグラスをトレイにのせた男性が入室してきた。

「円城寺さま、本日はありがとうございます」

　丁寧に頭を下げた男性はソムリエのようで、慣れた動きでキャップシールを剥はがし、コルクを抜く。そして真吾さんにテイスティングを頼んだ。

　彼はひと口、ルビー色のワインを口に含んでから喉に通す。

「苦みがマイルドで、女性にも好まれそうですね。それでいいです」

「ありがとうございます。おっしゃる通りでございます。それではご用意させていただきます」

　ソムリエがグラスにワインを注ぐ間に、先ほどの男性が料理の注文を取る。

「デザートには苺のミルフィーユをお願いします」

「かしこまりました」

　注文を取った男性が先に出ていき、ソムリエもその後に部屋を立ち去った。

「ここのミルフィーユを食べたことは？」

　彼は銀座で有名な苺が挟まれたミルフィーユのことを尋ねてくる。

「いいえ。ないです。おいしそうですね」

　その苺のミルフィーユは銀座詳しい行員の先輩から聞いたことがあった。私が遊ぶところはもっぱらひとみに付き合って六本木界隈で、そのあたりにあるケーキ屋さんなら頻繁に行っているのだけど。

「きっと気に入ると思う。俺が好きなケーキなんだ」

「はい。楽しみです」

「乾杯しよう」

「あの、乾杯って、まだ決まってもいないのに早くないですか？」

「君の答えはひとつしかないと思うが？」

　ズバリあてられて、ぐうの音も出ない。

「……私に選択権はありません。気持ちは変わっていないです。し、真吾さん、あなたは？」

　名前を呼ぶとき、胸がドキッと音を立てて声が上ずってしまった。

「俺も気持ちは変わらない。ならば乾杯じゃないか？」

　真吾さんはルビー色のチェリーのような豊潤な香りのするグラスを手にして、ほんの少し掲げてみせる。

「……はい」

　私も同じ仕草をしてから、グラスを口もとに持っていきワインを口に入れた。

　真吾さんの言う通り、苦みがまろやかでスーッと喉を通っていく。

「おいしいです」

「ああ。なかなかいい。本題に入ろうか」

　彼は半分ほど飲んだグラスをテーブルに戻す。

「本題って、結納ですか？　それならやらなくても――」

　私の言葉を遮り真吾さんが続ける。

「このご時世、派手な結婚式が望まれているんだ。式はすぐにできないが、親を満足させるにはちゃんと伝統にのっとった結納をやるべきだ。お父さんに納得してほしいだろう？」

「はい。それはもちろん。でも、結納金だけでなく会場費など真吾さんに負担がかかるのではないでしょうか？」

「君が気にする必要はない。俺にも利点があるんだ。この結婚が嫌だったら明日香の話に乗ったりはしないから安心しろよ」

「……ありがとうございます」

「今日、ホテルの庭園にある懐石料理の店を選び予約した」

　都心にある有名ホテルの名前を真吾さんは言った。そこならば父の希望通り、振袖が合うだろう。

　そこへ前菜が運ばれてくる。色とりどりの野菜や魚介類がおいしそうに調理された、目でも楽しめる一品だ。

「食べながら話そう」

「いただきます」

　食べ始めて、真吾さんは結納の日取りとして九月の最終土曜日の日にちを口にする。

「ご両親に聞いてみてくれ。都合が悪いようであれば別の日にする」

「はい。父のあの様子では楽しみにしているはずなので、見当をつけてスケジュールを空けているかもしれません」

　ナイフとフォークをお皿の上に置いた真吾さんは、スーツのポケットからシンプルなダークグリーンの名刺入れを取り出して一枚を私に差し出す。

「明日の午後、出張でロンドンへ飛ぶ。秘書の石原も同行するが、秘書課の中なか村むらという女性に手配を引き継いでいる。なにかあればこの番号に電話をしてくれ」

「分かりました。あの、いつまで？」

「実は結納の前日に帰国予定だ」

「えっ？　明日から約一カ月間も……」

「ロンドンにある地所誘致の準備などがあってね。今、わが社の最大プロジェクトなんだ」

　円城寺地所は世界中に土地を持ち、開発をなりわいとしている。専務である真吾さんは重要な役割で頻繁に海外へ出張していると、以前兄から聞いたことがあった。

　私が会いにいった日に日本にいたのはラッキーだったのかもしれない。

「それから、結納した足で入籍しようと思うが、君はどうしたい？」

「私もそれでいいです」

「ＯＫ。住まいだが、春に購入したマンションが麻あざ布ぶにある。広さは３ＬＤＫで少し狭いだろうが、とりあえずそこでいいか？」

　次々と運ばれてくる料理を食べ進めながら、まるで仕事の話をしているみたいな雰囲気だ。

　真吾さんにとってこれは仕事の一環。自分にも利点のある人助け。

「――香、明日香？」

「えっ？　あ、申し訳ありません。麻布のマンションですよね？」

「そうだ。わが社の地所で一年前に売り出したんだが、最上階の一戸が残っていたので購入したんだ」

　麻布で円城寺地所のマンションって、まさかテレビでやっていた億ション？

「駅から徒歩七分ほどか」

　空になった私のグラスにワインを満たしてから、自分にも注ぐ。

「今とほとんど通勤時間は変わらないですし。そちらに引っ越せばいいんですね？」

「引っ越すといっても家具はいらない」

「いらない……？　ドレッサーやタンス、ベッドは……？」

　そう言うと、真吾さんが愉快そうに「クッ」と笑う。

「なにがおかしいんですか？」

「新婚なのに、ベッドを持っていくのか？　おかしいと思われるだろうな」

「でも……」

　真吾さんの言い分はもっともだと思うが……。

「マンションに俺が泊まったのは一カ月にも満たない。ベッドはほとんど使っていないが、取り替えたいのなら買い替えよう」

「それはもったいないです。ソファはありますか？　あればそこでも大丈夫です」

　彼のベッドに寝るわけにはいかない。

「あるが、俺がいないときはベッドで寝た方がいい。ソファでは休まらないだろう。結納で一時帰国するが、数日後にはロンドンへ戻る」

　数日後にはまたロンドンへ……。

　寂しい気持ちに襲われるが、表情には出さずに考えを口にする。

「では寝具類を用意してもいいでしょうか？　ベッドのサイズを教えてください」

「キングサイズだ」

　ホテル以外でキングサイズのベッドを使っている人は初めてだ。

「キングサイズって、広すぎませんか？」

「さあ？　ベッドは広いに越したことはない」

　なんだか含みのある笑いをされてしまい、真吾さんの言葉の意味を想像して恥ずかしくなり、目の前のオマール海老の料理へ視線を落とす。

　そのことよりも、先ほど連絡は秘書にと名刺を渡されたことが気になっていた。

　ロンドンにいる真吾さんに直接電話をしてはいけないの……？

「食事が終わったら住まいを案内しようと思うんだが、時間は大丈夫か？」

　腕時計を確認してみれば、二十時を少し回ったところだ。明日も仕事だけど、遅すぎるわけではない。一カ月後から生活する場所を見てみたい気持ちもある。

　食事もあとはデザートだけだ。

「はい。大丈夫です」

　そこへおいしそうな苺のミルフィーユとアイスコーヒーが運ばれてきた。

　ひと切れが大きく、サクッとした薄めのパイ生地の間にカスタードクリームと苺がたっぷりと挟まれておりおいしそうだ。

「甘いものはそれほど好きではないが、これなら食べられるんだ。夕方にはなくなることもあるからよかった」

「噂には聞いていました。人気のミルフィーユなんですね」

「意外だな。職場からそれほど離れていないから、退勤後行きそうなものを」

　遊ぶのは六本木や新宿がほとんどだと言ったら、驚かれてしまいそうだ。

　私は苦笑いを浮かべて、フォークを手にした。




　レストランを出てビルの一階へ行くと、大通りに国産の高級車がハザードランプを点滅させて待っていた。

　真吾さんの姿を捉えたのか、以前乗せてくれた運転手の西条さんが車から出てきて、すばやく後部座席のドアを開けた。

「どうぞ」

　真吾さんに促され、後部座席に乗り込んだ。隣に彼が座り、運転席に着いた西条さんに「麻布のマンションへ行ってくれ」と指示をする。

　十五分も経たずに目的のマンションへ到着した。敷地内へ入るには管理室で証明を見せなくてはならないようだ。

　エントランスに停車する前に、外観を目にして、やはりテレビの番組で信じられないくらい値が張るマンションだと紹介していたところだと分かった。

　ここに住めるのはおそらく、芸能人や会社役員、社長くらいなのでは？

　車から降りた私はエントランスの豪華さにも呆気に取られるばかりだ。

「ここは三棟からなっているが、部屋はセンター棟にある。二十四時間、セキュリティも万全だから安心して住んでほしい」

「すごいマンションですね」

　私の口からため息が漏れそうだったが、寸でのところでこらえる。

　なにも知らない女だと思われたくない。

「入館チェックなどがいささか面倒だが、それがあってこそ安心して暮らせる」

　エレベーターに乗り込んだ真吾さんは最上階を押す。

　七階で降りた廊下も清潔感にあふれた白い壁で、彼は「突きあたりの黒いドアだ」と言って歩を進める。

　鍵を開けて壁のスイッチを押すと、廊下が明るくなった。すぐ先にドアがある。

「どうぞ」

　お客さま用のスリッパが廊下に置かれる。

「お邪魔します」

　即座に、彼の楽しそうな笑い声が聞こえてくる。

「これから君も住むところだ。お邪魔しますじゃないだろう？」

「でも、なんと言っていいのか……」

「別になにも言わないでいい。入って」

　真吾さんに誘導されドアの向こうへ入室してみて、一瞬で目を見張った。

「あれはバルコニーですか？」

　十メートルほど先、壁一面に窓があり、その先には竹や鹿しし威おどしが和風のランプに照らされた、美しい日本庭園があった。

「バルコニーではなく、部屋と部屋の間に作った庭だ」

「なんて素敵なのっ」

　近づいて見てみたくて足が疼うずく。

　真吾さんを仰ぎ見ると、彼は「君の家になるんだ。自由に動き回ればいい」と言ってくれ、早速窓に向かう。

　和風のランプは淡いオレンジ色で辺りを照らし、とても雰囲気がいい。私は十畳ほどのその庭園にすっかり目を奪われた。

「右手のドアから中庭に出られる。あそこに茶色のカバーがかけられているのは一畳分のベンチだ。天気のいい日には昼寝をすることもある」

「お忙しいのにお昼寝もするんですね」

「三十分くらいは脳を休めるのにいいからな。向こうに見えるドアの右手が寝室、左手が書斎、その隣が納戸になっている」

　日本庭園の向こうにある窓から見えるドアを説明してくれるが、私は上の空だ。

　一カ月後には自分がここに住むなんて信じられない。出かけずにずっと中庭で過ごせそうだ。

　それから真吾さんはすべての部屋を案内してくれる。

　中庭ばかり注目してしまったが、ブラウン系のソファセットとクリーム色のラグで揃えられたリビングも、落ち着けるインテリアで素敵だ。

　ひと通り案内してくれたところで、真吾さんはスーツの袖を少し上げて腕時計へ視線を向けた。

「もう十時に近い。送っていこう。これはこの部屋の鍵だ、結納までの俺の留守中に荷物を運ぶといい。達也に頼めばやってくれるだろう。俺からも伝えておく」

「分かりました。あ、兄なんですが、あれからなにか言われましたか？」

　私には傍観している。もしかして真吾さんに話をしているのかもと思ったのだ。

「一度電話があったが、問題ない。達也は俺とのことを反対はしないはずだ」

「うまく話してくれたんですね。ありがとうございます」

「じゃあ、送っていこう」

　真吾さんはリビングから玄関に向かう背中を追う。

「あの、ひとりで帰れますから大丈夫です」

「車を下で待たせている。君は俺の婚約者なんだ。しっかり送らせてもらうよ」

　彼は微笑みを浮かべて、私を玄関に向かわせた。

　再び高級車の後部座席に座った私は、留守中なにかあったら秘書課の人に連絡してほしいと言われたのがやはり引っかかっていた。

　真吾さんにとって私はただの都合のいい結婚相手なのだ。私生活に踏み込んでほしくないのかもしれない。

　でも、私は……？

　憧れていた真吾さんと、好きな人ができたら別れるとしてもそれまでは一緒にいられる。ひとみの言うように、好きになってもらう努力はできる。

　この車と並行して走る車両をぼんやり眺めながら物思いにふけっている間に、白金台の自宅に到着した。

　西条さんが後部座席のドアを開けて私が地面に足をつけると、反対側のドアから出た真吾さんが目の前に立った。

「ごちそうさまでした。お料理もミルフィーユもとてもおいしかったです」

「ああ。では、いない間に準備を進めておいてくれ。おやすみ」

　真吾さんは背を向けて車に戻っていく。

「し、真吾さんっ」

　焦燥感に襲われ気持ちが悶々としていた私は、気づけば呼び止めていた。

　彼が振り返ると同時に近づく。

「言い忘れたことでも？」

　涼しげな目で見つめられ、心臓がドクンと跳ねる。

　聞かなきゃ……。

　口もとを引きしめてから、小さく息を吐いて口を開く。

「……出張中、秘書の方に連絡ではなくて……真吾さんでもいいですか？」

「電話をくれてもいいが、ロンドンにいる俺は身動きが取れないだろう？　秘書課の者の方がすぐに対応してくれる」

　遠まわしに日本にいる秘書に連絡をしろと言っているの……？

　私が気持ちのやり場がなくなり、悲しくなってうつむいたとき、頭に大きな手が置かれた。

「電話に出られないときもあるだろうが、なにかあればかけてくればいい。遠慮はしないで」

　そのひと言で気持ちが高揚してくる。

　顔を上げた私は「はい」と、緩む表情を見せないようにして返事をした。




　その週の金曜日、退勤後にひとみと遊びに繰り出した。

　六本木のラージャで、マティーニを飲みながらチラチラとカウンターの中にいるマスターの方へ視線を向けるひとみは恋する乙女だ。

　今日の彼女はクリーム色の半袖のブラウスとＡラインの黒のスカート。長いサラサラの髪にカチューシャをつけている。以前のイケイケな装いとはガラリと変わった。

　今回のテーブルはカウンターがよく見える場所で、まだ早い時間だったためひとみの希望が叶えられた。

「マスター忙しそうね」

「そうなのよね」

　ひとみは顔をしかめてコクッとうなずく。

「話したいんじゃない？」

「今日はいいわ。それよりも明日香の話を聞きたくてうずうずしていたのよ？　早く話して」

　真吾さんと会った翌日、ひとみには結婚すると報告したけれど、それだけではなく詳しく知りたいらしい。

「真吾さん、今ロンドンで、来月末の結納の前日が帰国なの」

「ええっ？　そんなに長く？」

「うん。それで、結納の後に入籍を済ませるんだけど、その日まで会えないの」

　そこまで言って、ソルティドッグで喉の渇きを潤す。グラスのふちについた塩が唇について、舌でなめとる。

「もうっ、明日香。そんな仕草を男の前でやっちゃダメよ」

　どうしてそんなことを言うのかわけが分からず、首をかしげた。

「今にもキスされたい唇だもの。そんな仕草されたら、キスしたいって思われるわよ。まあ円城寺さんの前ならまったく問題ないんだけどね。それで誘惑してみたら？」

「ひとみっ、誘惑なんてできないわ」

「ふふっ。そっちに疎い明日香はできないわよね。でも、入籍後は彼と一緒に住むんでしょう？　もう住む場所は決まったの？」

　私に聞いてから彼女は辛いソースののったタコスをパクッと口に入れる。

「真吾さんが春に購入したマンションに住むことになったの。それまでにマンションに荷物を運ぶ予定に」

「円城寺さんくらいのお金持ちだったら、どんなところに住んでいるのかしら？」

「火曜日の食事の後に、マンションへ行って見せてもらったの。場所は麻布だった」

「麻布かぁ～、大使館やお金持ちの外国人が住んでいるイメージだわ。やっぱりすごいところに住んでいるのね」

　ひとみは大きなため息をこぼす。

「テレビでも話題になっていたマンションだったわ」

「話題になるくらいなら、もしかして億ションってやつ？」

「たぶん……。部屋と部屋の間に中庭があって、そこが日本庭園のようになっているの。びっくりしたわ」

　思い出すと、あそこで生活している自分が想像できない。

「そんな間取りがあるの!?」

「ええ。すごく素敵で落ち着ける空間だったわ」

「うわー。うらやましい」

　もう一度、ひとみはため息をついてマティーニを飲み干した。

「マスタ～、もう一杯っ！」

　カウンターに近いのをいいことに、ひとみは飲み干したグラスをマスターに見えるように掲げて注文をする。

　その夜は職場やブランドの話に花を咲かせ、二十二時になってひとみと別れた。彼女はまだラージャに残ると言って、テーブル席からカウンター席に移動した。




　九月に入ってもまだ残暑が厳しい中、引っ越しの準備も進んでいた。

　休日にはデパートへ行き、寝具やふかふかのタオルなどの日用品を買ったが、寝具を選ぶときは売り場でかなり悩んだ。あの部屋に合う素敵な寝具を考えたが、結局はシンプルにレースが施された純白のかけカバーや肌触りのよさそうなシーツに決めた。

　現在のキングサイズはブラウン系でまとめられた寝具だったのを思い出しながら。

　スリッパを選ぶのも、自分だけにする？　彼は自分専用のものがあったから……と、悩んだがお揃いではないものを購入した。

　今日は結納の一週間前の土曜日。

　明日は兄に手伝ってもらい真吾さんのマンションへ荷物を運んでもらう予定になっている。

　引っ越し準備にいそしんでいると、部屋にノックがありお手伝いさんが電話だと伝えにきた。玄関横にある電話のところへ行き、出る。

「もしもし？　お電話代わりました」

『円城寺地所秘書課の中村ですが』

　女性の声が聞こえてくる。

「はい。お世話になります」

『結納のお時間ですが、ホテル側の都合により午後一時からになります』

「分かりました。一時ですね」

　それだけ言い終えた電話はすぐに切られた。

　以前の連絡時は十一時からと聞いていたが、ホテルの都合では仕方がない。振袖を着るので八時の予約を十時にしてもらおう。

　すぐにホテルの美容室へ電話をかける。すると結納の時間は変更になっていないと言われる。

　念のため、料亭の担当者に窓口を代わってもらい確認をすると、間違いなく十一時からだった。

　どういうことだろう。中村さんが勘違いしている？　彼女からは結納の件で何度か電話をもらっているが、そのときも素っ気なく冷たい印象しかない。さっきも……。

　もしかして……真吾さんと過去になにかあったとか……？

　これは……嫌がらせ？

　恋人だったのか、片想いをしているのか。あれほどの男性なのだから、私のように恋心を抱く人はいるだろう。

「とにかく、結納の当日に遅刻だなんて失態をせずに済んでよかった」

　独り言ちて、ホッと息をついた。




　夕食を終えて自室に戻ろうとしたとき電話が鳴り、出ると驚くことに真吾さんだった。彼の声に心臓がドキッと高鳴る。

「あ、明日香です」

『久しぶりだな』

　低音の男らしい声が耳をくすぐる。

「……はい」

『電話をかけてもいいかと聞いたくせに、かけてこないんだな』

　からかうような声色にキュンとして、右手で胸を押える。

「それは……時差もありますし、お忙しいと思って……」

　ずっと電話をかけたい思いと闘っていた。受話器を何度手にしただろうか。それでも、寸前でためらってかけられずにいた。

『この間も言ったが、遠慮はしなくていい。それよりも引っ越しの準備は進んでいるのか？』

「はい。明日、兄に荷物を運んでもらう予定です」

『よろしく伝えてくれ』

「分かりました。あの……」

　結納時間の変更の電話があったことを言うべきか迷った。

『どうした？』

「いえ、なんでもないです。では、明日お邪魔します」

『クッ、お邪魔しますって、おかしいだろう？　今後は明日香の家でもあるんだから』

「でも、まだ違うので、つい」

　入籍してあのマンションで暮らし始めても、本当の自分の家とは思えないだろう。

　実際に愛されて結婚するわけではなく、あくまで契約なのだから。

『荷物運びはコンシェルジュに言えば手伝ってもらえる。頼むといい』

「それほどないので大丈夫です」

『本当に遠慮する必要はないからな。じゃあ、来週会おう』

　私の返事を待たずに通話が切れた。




　翌日、十時過ぎに自宅を出て兄の運転で真吾さんのマンションへ向かう。セダン型の国産車の後部座席とトランクには荷物が積まれている。

　引っ越しを終わらせたらお礼に昼食は私がごちそうすることになっていた。

「すごいな。管理棟があるのか」

　建物の前で車を一時停止した兄は驚き、窓ガラスを開けると管理人が立っていて、用紙が挟まれたバインダーが兄に差し出された。管理人は年配の男性だ。

「明日香、真吾の部屋番号は？」

「センター棟の七〇五号よ」

　兄は用紙にさらさらと私の言葉通りに書き、バインダーを管理人に渡す。

「オーナーの婚約者さまですね。どうぞお通りください」

　管理人はバインダーを小脇に抱えると、恭しく頭を下げた。

　オーナー……？

　兄は会釈して私が指を示したセンター棟へ車を進ませる。

「さっきの管理人さん、オーナーって言ってたよね？」

「ああ。ここは円城寺地所の土地だ。真吾がここのオーナーなのかもしれないな」

　私は呆気に取られた。

　この贅沢なマンションすべてが真吾さんのもの……？　買ったと聞いているけど、もしかしたら資産を知られたくなかった？

「さすが旧財閥の円城寺家だ」

　そう言った兄はセンター棟のエントランスに車を止めた。その途端、中から紺の制服を着た、先ほどの男性より若そうな人が現れた。そばに荷物を運ぶ台車が置かれている。

「こんにちは。コンシェルジュの野の口ぐちと申します。円城寺さまよりご依頼いただいておりますのでお手伝いさせていただきます」

　真吾さんが手配していてくれたのだ。

「ありがとうございます。ではお手数ですがよろしくお願いします」

　早速車から荷物を出し、野口さんは段ボール箱など大きなものを台車にのせ、兄は両手にスーツケースを持ち、私も購入品の紙袋を抱えるようにして真吾さんの住居へ運んだ。

　野口さんのおかげで一往復するだけで済んだ。

「ありがとうございました。助かりました」

　コンシェルジュデスクへ戻る野口さんに玄関でお礼を伝えると、「当然の職務ですから」と言って台車を持って立ち去った。

　玄関ドアが閉まり、リビングにいる兄のもとへ向かう。

「明日香、すごいマンションだな。こんな間取りがあるとは思ってもみなかった」

　兄はリビングから見える中庭の日本庭園を見て驚いていた。

「私も見たときはびっくりしたの。素敵な中庭よね」

「ああ。あそこで読書をしたら最高だろうな。もちろんこのリビングのソファでもくつろげそうだ」

　私はコクッとうなずき、リビングに積まれた荷物へ視線を送る。

　兄は夕方から父の会合で出かける予定だから、時間がない。荷物整理は仕事帰りに少しずつやろう。

「お兄ちゃん、お昼食べにいきましょう」

「えっ？　部屋を案内してくれないのか？」

「真吾さんは自由にしてくれていいと言ってくれているけれど、やっぱりお兄ちゃんでも悪いわ。食べにいこう？　なんでもいいからリクエストして」

「そうだな。じゃあ、行こうか」

　玄関に歩を進める兄の後を追った。




　真吾さんのマンションへ退勤後行けたのは木曜日だった。

　大きなクローゼットには真吾さんのスーツやワイシャツ、私服もあったが、まだかなり余裕があって、私の服をかけてもゆったりとしたスペースが確保される。

　空いていた引き出しのひとつに下着類をしまう。

「あとは、化粧品を洗面台へ置かせてもらおう。その前に、寝室の引き出しに寝具類を入れようかな」

　シーツなどを抱えて寝室へ入室してみると、以前なかったものに目を見張る。

　ドアの近くに艶やかなこげ茶のドレッサーがあったのだ。私が使っているものよりも倍くらい大きい。

「いつの間に……」

　日曜日に来たときにはなかったので、今週搬入されたものだろう。女心をくすぐる気遣いに、これでは好意を寄せてくれていると勘違いしてしまいそうだ。

　抱えていたシーツなどをほとんど物がないチェストの中に入れ、リビングに戻って化粧品などが入った段ボール箱を運び、ドレッサーの上に置いた。

　引っ越しの荷物をすべて片づけると、時刻は二十二時になろうとしていた。

「帰らなきゃ」

　明後日からここでの生活が始まると思うと、ワクワクして鼓動が速まってくる。

　リビングへ戻ったとき、玄関の方で物音がして、私の心臓はこれ以上ないほど大きく跳ねた。

　ドアは閉めたよね……？

　自問自答してみるが、よく覚えていない。

　セキュリティがしっかりしているマンションでも、お金持ちを狙う空き巣はいる。隠れようと思うのに、脚が床に張りついてしまった感覚で動けない。

　そこへリビングのドアが開いた。

「きゃーっ！」

　両手で頭を押さえ、腰が抜けたみたいにストンと床に座り込んだ。

「すまない。驚かせたか」

　うつむく私の頭へ真吾さんの声が降ってきた。彼の声を聞いた瞬間、ハァ～ッと肩を落とし、顔を上げた。

「驚きますって……」

　心臓が狂ったように脈を打っていて、真吾さんだと分かっているのに立てずに足が言うことを聞かない。

「大丈夫か？」

　私の目線に腰を落とした彼は突如、腕を伸ばす。なぜそうするのか困惑しているうちに、私は真吾さんに抱き上げられていた。

「へ、平気なので！　下ろしてくださいっ」

「すぐにソファに座らせてやるから動くな」

　真吾さんは私をお姫様抱っこしたまま、数歩歩いてブラウンのソファにそっと下ろした。

　前回は座っていないので今回が初めて。とっても座り心地のいいソファだった。

「コーヒーでも淹れてこよう」

「それなら私が――」

「いいから座っていろ。砂糖とミルクは？」

「いらないです」

　真吾さんは立ち上がろうとする私を制して、キッチンの方へ消えた。

　まだ体が震えているせいでそのままソファに座っているしかない。

　戻ってきた真吾さんはふたつのマグカップを持っていた。

「落ち着いたか？」

「あ、はい。すみませんでした」

　マグカップを受け取りひと口飲むのを見て、真吾さんは斜め前のひとり掛けのソファへ腰を下ろす。

　ブラックコーヒーは苦手だが、気持ちをシャンとさせるには苦い方がいいと思ったのだ。

　いい豆を使っているのだろう、ブラックでもほんのり甘味があっておいしい。

「用心に越したことはないが、ああいった場合は即座に隠れるんだ」

「隠れようと思ったんですが、足がすくんでしまって動けなくなったんです」

「驚かせて悪かったな」

　謝られてしまい、首を左右に振る。

「明日の帰国だとばかり思っていました」

「余裕をもって帰国したかったんだ。なにがあるか分からないからな。ああ、コンシェルジュの彼が差し入れをいただいたと喜んでいたよ」

「日曜日に手伝っていただいたので、お礼をと思って」

　真吾さんの部屋に来る前に菓子折りを渡していた。

「荷物の移動は終わったのか？」

「はい。空いている引き出しやクローゼットにしまわせていただきました」

「断りを入れる必要はない。自由にしていいと言っただろう？」

　彼は微笑みを浮かべてからマグカップを口にする。

「それから、素敵なドレッサーをありがとうございました」

「勝手に決めてすまない。ドレッサーは必要だと思って、外商に見繕ってもらったんだ」

「私では選べない高級品でしたので、高くついてしまったのではないでしょうか？」

　海外にいるのをいいことに、デパートの外商の者は高いドレッサーを選んだのではないか。

「気にしなくていい。そうだ。渡すものがある」

　真吾さんはすっくとソファから立ち上がり、リビングの入口に置きっぱなしになっていたスーツケースの上の黒いバッグのファスナーを開けている。

　そして小さな紙袋を持って戻ってきた。その紙袋には有名ブランドのロゴがある。

「エンゲージリングを渡していなかっただろう？」

「エンゲージリング……」

「どうした？　そんな不思議そうな顔をして」

　彼は紙袋からリボンがかけられた四角い箱を取り出していたが、私の表情に気づいて手を止めた。

「私たちは契約なのでエンゲージリングは不要かと」

「契約だが、家族には本物の結婚だと思わせなければならない。エンゲージリングをしていなかったら不自然だ」

　目の前に差し出された箱をすんなり受け取れない。

「それなら。……はめてくださいますか？」

　自分で箱を開けてエンゲージリングをはめるのは、なんだか惨めな気分になる。

　だから彼の手ではめてほしいと思ったのだ。

　真吾さんはリボンをはずして箱を開ける。

　彼が台座から取り出した指輪は、一カラットはありそうな大きさのダイヤモンドで、メインの石の両サイドにも少し小さめのものがあるデザインで、息をのむくらい豪華で素敵なエンゲージリングだった。

「左手を出して」

　差し出された真吾さんの手のひらの上に自分の左手を置くと、薬指に指輪がはめられた。

　私の左手の薬指で、ゴージャスなダイヤモンドが光り輝いている。

　サイズはぴったりだった。

　以前指輪のサイズを聞かれたが、まさか本当に用意するとは思わずにいたから忘れていた。

「……ありがとうございます」

　自分の手にこのエンゲージリングは豪華すぎるし、高価なので落ち着かない。

「どういたしまして。さてと、送るよ」

「ひとりで帰れますから。真吾さんはお疲れになっているはずです」

「では泊まっていくか？」

　真吾さんの言葉にびっくりして目を丸くさせる。心臓がドキドキ暴れ始めた。

「い、いいえ。まだ入籍前なので……」

「ならば送っていこう」

　ここで言い張っても時間の無駄というものだろう。彼は譲らないだろうから。




　お風呂から上がって自室のドレッサーの前で髪の毛をドライヤーで乾かす。

　ふいに『泊まっていくか？』と聞かれて、心臓を暴れさせてしまった。

　明後日にはあの家の住人になるのに……。

　真吾さんの近くにいると、いつもの自分ではない、乙女のような私が出る。

　鏡に映る顔が赤くなっていて、化粧水をコットンにとってピシャピシャ顔をはたく。

　違うことを考えよう。

　ドライヤーを髪にあてているところへドアがノックされ、久美子が顔を覗かせる。

「お姉ちゃん、入っていい？」

「あ、うん。いいわよ」

　久美子はふたつのカップに入ったティラミスと、糖分たっぷりのペットボトルのミルクティー二本をトレイの上にのせて入ってきた。

「明後日には家を出ていっちゃうでしょ。お別れパーティーしようよ」

「だからって、こんな時間にケーキなんて……もしかして太らそうとしてる？」

　ベッドの横にあるサイドテーブルを部屋の中央に移動させていた久美子が、顔を上げてケタケタ笑う。

「やだぁ、これだけで振袖が着られないくらい太るなんてないから」

「くーちゃんは若いから代謝がいいけど、私はすぐに太っちゃうの」

　ドライヤーを置いて振り返る。

「じゃあ、いらない？　私がふたつ食べてもいいんだけど」

「いる……こうやってくーちゃんと食べるのも、今日が最後になるかもしれないしね」

　久美子はニコッと笑って、ベッドの上にポスンと腰を下ろす。私も彼女の隣に座った。

「お兄ちゃんから聞いたの。彼のマンションがめちゃくちゃすごかったって。落ち着いたら遊びにいっていい？」

「え？　う、うん」

　こういうときのために、真吾さんはベッドがふたつあるのはよくないと言ったのだ。

「約束だからね？」

　久美子はうれしそうにルンルンしながらティラミスを頬張る。喉が渇いていた私はミルクティーのペットボトルへ手を伸ばした。

「お姉ちゃんがこの家を出ていっちゃうなんて寂しいな」

「お兄ちゃんもお義姉さんもいるじゃない」

　私たち姉妹は仲がよく、いろいろな物を共有してきた。この家を出たいとずっと考えていた私も、実際に離れるとなると寂しい気持ちだ。

「そうだけど、お姉ちゃんの代わりにはならないもん」

「くーちゃん、そう言ってくれてうれしい。受験勉強がんばってね」

「もぅ～話をはぐらかすんだから。お父さんにとやかく言われたくないから、もちろんがんばるよ」

　久美子はガッツポーズをして再び食べ始めた。










六、ドキドキの新婚生活はあっけなく




「このたびは、明日香さまと息子真吾のご縁談を承諾してくださいまして誠にありがとうございます。本来ならば仲人なこうどを介して結納を取り交わさせていただくところ、本日は略式で進めさせていただきます」

　結納の口上は真吾さんのお父さまだ。身長が高くスラリとした体型で、真吾さんの骨格は父親似のようだけど、綺麗な顔は母親似なのかもしれない。

　そんなことを考えていなければ、緊張で顔がこわばりそうだ。

　私の目の前には、黒に近い少し光沢のあるスリーピースに身を包んだ真吾さんが正座をしている。

　目と目が合うと、彼は小さく口角を上げた。

「そちらはわたくしども円城寺家からの結納の品になります。幾久しくお納めください」

　床の間に豪華な結納の品が並んでいる。

　本当の結婚ではないので、私の心は複雑だ。

　今日は九月最後の土曜日。

　天候は薄曇りでそれほど暑さを感じず、振袖を着る身としては安堵している。

　朝八時にホテルの美容室に母と入り、ヘアメイクが終わると振袖を着つけられた。

　私が二十歳の成人式に着た振袖。小豆色の落ち着いた色味だが、御所車や松竹梅、もみじなど様々な草花がちりばめられており、それらに施した金糸がいっそう華やかさを添えている。

　そして私の左手の薬指には、一昨日真吾さんからいただいたエンゲージリングが主張するように輝いている。

　母に指輪を見せたとき、その豪華で美しいダイヤモンドに目が飛び出るくらい驚いていた。

　結納は滞りなく進んでいった。

　十二畳ほどある個室の半分は座布団を並べ、結納の儀式を取り交わす場所で、残りの半分は祝い膳の食事ができるように用意されている。

　私たちがその席へ移動すると、仲居さんたちがお酒を運んでくる。

　父たちは上機嫌で乾杯したのち、早速互いにお酌しながら飲んでいる。真吾さんは車だからと、お酒ではなくウーロン茶にしている。

「いやはや、大山先生の娘さんとご縁があったとは驚きましたよ。以前からもういい年なので結婚するように勧めていたんですが、水面下でこんなに素敵なお嬢さんと交際していたとは」

　真吾さんのお父さまは隣に座るお母さまへ笑顔を向ける。

「ええ。明日香さんはとてもかわいらしくていらして。銀行へお勤めだなんて、堅実でいい職業ね。これから真吾をよろしくお願いしますね」

「私の方こそ、よろしくお願いいたします」

　お母さまに頼まれ、恐縮しながら頭を下げる。

「私どもの方が、素晴らしい息子さんへ娘を嫁がせられてうれしい限りですよ」

　父はかなりの上機嫌で、その笑顔に罪悪感がひしひしと押し寄せてくる。

「本当に、娘は料理もしっかりできるとは言えないので、真吾さんに迷惑をかけるかと思いますが、あきれないでやってくださいね」

　母のおしゃべりを耳に入れながら、罪悪感を気にしないように笑顔を真吾さんに向けてオレンジジュースを口にする。

「いえ。明日香さんがそばにいてくれれば毎日に活力が得られます」

　真吾さんが私に視線を送る。

　難なく対応できるのは、ビジネスで鍛えられているからなのだろう。




　食事が終わり両親たちは先に帰っていき、私はホテルの美容室で振袖からベビーピンクのツーピースに着替えた。

　美容室を出たところのソファで真吾さんが待っていた。

「おつかれ」

　私の姿に彼は立ち上がり、振袖が入っている大きな箱を持ってくれる。

「おつかれさまでした。お待たせしてすみません」

「妻を待つのは当然のことだ」

　ニヤリと笑う真吾さんだ。

「まだ妻では……」

「一時間後にはなっている。髪は飾りを取っただけなんだな」

「はい。固めてあるので下ろしたら変な髪形になってしまいそうです。おかしいでしょうか？」

「いや、髪を上げた姿は新鮮だ。振袖姿も美しかった」

　面と向かって褒められ、顔がだんだんと熱を帯びてくるのが分かる。

「恥ずかしいので褒めないでください……」

「初々しい花嫁だな」

「ほらっ、またっ、茶化さないでください」

　頬をプーッと膨らませると、真吾さんは笑って箱を持った反対の手を私の背中に添えて促した。




　港区役所へ寄った私たちは、時間外窓口へ入籍届を提出した。

　結納の場所で家族に見守られながら名前を書くとき、一瞬これでいいのかという思いが脳裏をよぎったが、後悔は微み塵じんもない。

　あるのは今以上にどんどん真吾さんに惹かれ、彼に愛する人が現れて別れが来ることへの恐怖だけだ。

　区役所を出て車に歩を進めながら、真吾さんは腕時計で時間を確かめる。

「まだ三時か。どこか寄りたいところは？」

「あ……食材を買いたいです」

「食材？」

　真吾さんは不思議そうな顔で私を見つめる。

「はい。今晩を含めて数日分の食料を」

「あえて作らなくてもレストランへ行けばいいと思うが、そう言ってくれるなら明日香の手料理を期待しようか」

「期待はしない方がいいですが……」

　母が言った通りそれほどしっかり料理をしてきたわけではないので、簡単なものならレシピを見なくても作れるが自信を持っておいしいものができるかは分からない。

「家庭料理は久しぶりだ。あのキッチンで料理をしたことがないから、必要な物を揃えにいこう」

　楽しそうな真吾さんに私の気持ちも浮き立ってくる。

　私を助手席に座らせ、運転席に腰を下ろした真吾さんは銀座のデパートへ車を走らせた。




　買い物から三時間後に真吾さんの住居に戻ってきた。両手で持ってもまだ車に荷物は残っていて、彼がもう一度取りにいった。

　キッチンへ食材や食器を運んでいると、真吾さんが荷物を持って現れた。

「これを片づけるのは大変だな。着替えたら手伝おう」

「真吾さんは休んでください。ここはひとりで片づけられますから」

　食材を買いたいと言ったばかりに、彼には散財させてしまった。

「朝から振袖を着た君の方が疲れているだろう。食材だけ冷蔵庫に入れて、今夜は出前を取ってもいい」

「大丈夫です。せっかく買い物をしたので、作らせてください」

「そうか、分かった」

　真吾さんがその場を去っていき、急に寂しい気持ちに襲われる。

　私が休んでと言ったのに……。

　床にびっしり置かれた荷物へ視線を落として、「よし！　やろう」と気合を入れてまず生鮮食品の入った袋を作業台へ置いた。

　冷蔵庫に肉や野菜を夢中で入れていると、戻ってこないと思っていた真吾さんが姿を見せた。

　真吾さんは床の紙袋を持ち上げ作業台へとのせる。

「休んでいてくださいと……」

「ふたりでやった方が早いだろう」

「ありがとうございます」

　意外と協力的な真吾さんに驚きながらも、鍋や皿を洗ったり、片づけに専念した。




　料理ができあがったのは二十一時を回っていた。

　シーザーサラダとミートスパゲッティの簡単な料理だったが、真吾さんは喜んで食べてくれる。

　ワインセラーから赤ワインを用意してくれて、飲みながら食していた。

「おいしいですね。あまりワインのことを知りませんが、これはおいしいと感じます」

「いろいろな種類を飲めばその土地の癖が分かってくると思う」

　優雅な所作でグラスを口にしてから、ミートスパゲッティをフォークに巻きつける。

　彼のそばにいると、女性らしい優雅な所作を心がけなくてはと思う。

　食事が終わってもソファへ移動し、梨やブドウのフルーツをつまみながら二本目のワインを楽しんでいる。

　真吾さんは顔色ひとつ変わっていなくて、長い脚を組んで背もたれに体を預けてリラックスしているように見える。

　私はといえば、普段飲まないワインと今日一日の緊張と疲れで、酔いが回ってきている。

　カットした梨が上司の顔に見えて、無性におかしくなってケタケタ笑いだすのを止められない。

「酔うと笑い上戸になるのか」

「酔……って、いませんよ。ふふっ……」

　眠くなっているのだけど、憧れだった真吾さんが契約上でも夫となり、ふたりだけで夫婦のようにお酒を飲んでいるこのシチュエーションを終わらせるのがもったいなくて、この場から動けない。

「ほかの男の前でそんな姿を見せるなよ」

「いつもは、こんなふうに……ならないのれ、安心しれ……」

　頭がぼうっとして、ろれつが回らないのもぼんやり自覚している。朝からずっと動きっぱなしで、疲れもあるのだろう。

　酔いが回りふわふわして、まだ起きていたいのに瞼まぶたが気持ちに反して降りてくる。

　幸せな気分でソファの背に頭を置いてから、眠りに引き込まれていった。




　腰の辺りの重みにゆっくり意識が浮上して瞼を開けた瞬間、私は体を硬直させた。

　えっ……？

　三十センチも離れていないところに、真吾さんの美麗な寝顔があった。しかも彼の腕は私の腰の辺りに置かれている。

　クリーム色のカーテンの隙間からは日の光が差し込んでいた。

　昨晩は……。

　当惑したのちハッとして、自分の体へ視線を落とす。

「きゃぁーっ！」

　薄い上がけの下の自分の体には、大きなワイシャツが着せられていたのだ。

「ど、ど、どーして……？」

　体を起こして真吾さんを見ると、黒曜石のような瞳が私に向けられていた。

「あ、あの……？」

　彼のワイシャツの下は……。

　困惑する視線を胸の辺りへ落とし、ブラジャーをつけているのを確認してホッとする。

　なにもなかったんだよね……？

　記憶がなくて眉根を寄せる私に、彼はふっと笑みを漏らした。

「覚えていないのか？」

「その、私とあなたは……、えーっと……」

　恥ずかしくてエッチをしたのか聞くに聞けない。

「色が白いからその胸もとも赤くなっている」

　楽しげな声の真吾さんは、片方の肘をシーツに置いて頭をのせ、わけ知り顔で私を見つめる。

「見ないでくださいっ！」

「夫婦になったんだから、別にセックスしてもどうってことないだろう？」

「ええっ!?　どうってことないって、そんなことないですっ！」

　胸もとを押さえながらムキになる私が楽しいのだろうが、こらえきれないように「クッ、クッ！」と笑っている。

「真吾さんっ！」

　私たちは本当に体を重ねたの？

　まるっきり記憶がなくて、当惑する一方だ。

　私は彼にバージンを捧げてしまったの？

　憧れていた人との一夜をせめて覚えていたらと、困惑する一方で思う。

　真吾さんが体を起こし、ふいに頭に手が置かれた。

「そんなに悩む必要はない」

「えっ？」

　顔を上げた私は彼と目が合う。

「俺たちはセックスしていない。気持ちよくソファで寝たんだが、服がしわになると思い着替えさせたんだ」

　ツーピースを脱がされたと知り、羞恥心に襲われ両手で顔を隠そうとしたとき、ベッドが揺れて彼へ目を向ける。

　ベッドのそばで真吾さんが床に立っていた。

　気づかなかったけど、彼は上半身裸でピタッとしたボクサーパンツ姿だった。鍛えられた体を目のあたりにして、慌てて顔を逸らす。

　その間に真吾さんはクローゼットの方へ歩を進め、着替え用の服を出してその場で着ている。

　着替えるうしろ姿にぼんやり見とれていると、真吾さんが振り返る。

「シャワーを浴びるといい」

　彼はそう言って寝室を出ていった。

　真吾さんの姿が消えて、肩からクタッと脱力する。

　入居早々酔っぱらって寝ちゃうなんて……。

　飲み慣れていないワインのせいよ！

　ベッドから出てクローゼットから下着と着替えを手にし、隣のお風呂場へと行く。

　真吾さんのワイシャツはお尻がすっぽり隠れるくらい大きくて、素肌に身につけているのを急激に意識し始めて気恥ずかしい。

　出だしはよくなかったけど、こんなふうに好きな人のワイシャツを着るのが夢だった。

　コックをひねり、熱いシャワーを頭から浴びて高級ブランドのシャンプーを手に取った。




　薄手の長袖のカットソーとジーンズに着替えて、すっぴんのまま寝室を出てリビングへ向かうと、キッチンの方から物音とコーヒーの香りが漂ってくる。

　キッチンでは、黒のポロシャツとジーンズ姿の真吾さんがベーコンエッグを作っていた。

　料理をしている彼が意外で驚く。

「ポケッと突っ立ってどうした？」

　フライパンを確認しながら、サラダの水切りをしている。その手際のよさは、私よりお料理が上手かもしれない。

「キッチン道具がなかったので、お料理はできないかと思っていたんです」

「このマンションにないだけだ。ひとり暮らしが長いからある程度はできる。よし、できた」

「あ、持っていきます」

　トレイにロールパンとバター、苺ジャム、ベーコンエッグとサラダが盛りつけられたプレートをひとつ置いてダイニングテーブルへ運ぶ。

　トレイにプレートふたつはのらず、取りに引き返そうとしたとき、真吾さんがそれを手にしてやって来た。

「席に着いて。食べよう」

「はい」

　六人掛けのガラステーブルにかけた真吾さんの対面に着く。

　テーブルには落とされたコーヒーが保温プレートで温められていた。

「私がやらなければならないのにすみません。これからは任せてください」

「君も仕事をしているのだから、できる方がやるべきだと思う。そうは言っても俺は日本にいるときもほぼ帰宅は遅いが」

　もしここで、食べなくてもいいから作っておくと言ったら、真吾さんの反応は？

　本当の結婚ではないから踏み込んではいけない気がした。

　言いたいことをのみ込み、ロールパンを手にしてバターと苺ジャムを塗って口に入れる。

「それに、明日からまたロンドンへ行かなくてはならない」

「えっ？　あ、明日ですか？」

　ふいに聞こえてきた言葉にロールパンを咀嚼するのも忘れて狼ろう狽ばいする。

「今度は少し長いか」

「長いって、いつまでですか？」

　真吾さんは留守がちだと言っていた。分かっていたけど……。

「おそらく一月の中旬くらいまでかかるだろう。自由にこの家を使ってくれ」

「……分かりました」

「俺たちはうまくいくと思わないか？」

　意味不明で私は首をかしげる。

「俺の出張に君はとやかく言わないからな。見合いや本当に愛し合って結婚したとしたら、そんなにほったらかしするなんてと、必ず文句を言われるはずだ」

　真吾さんは契約結婚をしてよかったと思っているみたいだけど、そんなふうに言われて悲しくなった。

　私はますます真吾さんを好きになっているから。

「明日香も俺と同じじゃないか？　これで見合い攻撃から逃れられたのだから」

「……ですね」

　真吾さんはただ単に利害が一致したから私と結婚したのだ。このままで行くと、ほとんど会えないまま彼に好きな人ができて契約が終了しそうだ。

　私の体を見ても欲情しなかったようだし……。これから数カ月ロンドンへ行ってしまったら、好きになってもらえる努力もできない。ひとみのアドバイスは無駄に終わりそうだ。




　その夜、ソファで寝る支度をしていると、書斎から出てきた真吾さんが私の持っていた枕を取り上げる。

「ベッドは広いんだから、ソファで寝なくてもいいだろう」

「でも……」

「明日は会社なんだろう？　ソファでは疲れる」

　素っ気なくそう言って、真吾さんは私の枕を持ったまま寝室へ消えていく。

　はぁ……昨晩は酔っぱらって正体をなくしてしまったから意識せずに済んだけど、今はしらふなのだから、隣で眠る真吾さんが気になって仕方がないだろうな……。

　無意識にため息がもう一度出て、寝室へ向かった。

　ベッドの左右のサイドテーブルにあるチューリップ型のランプが、淡いオレンジ色の光で室内を照らしている。

　真吾さんは向かって右側にいて、背にクッションを数個置いて本を読んでいた。

「失礼します」

　断りを入れて彼の反対側に横たわる。

　心臓がドキドキ脈打ってる……。

「しらふの君は他人行儀だな」

　彼のつぶやきに「えっ？」と顔を向ける。

「すみません。昨晩がひどかったんですね。酔っても失態を見せることなんてなかったのに」

「あんな姿をほかの男の前ではするなよ。襲われかねない」

「はい。ごもっともです」

　真吾さんはふっと笑みを浮かべ、膝の上にあった本をサイドテーブルに置いてランプを消した。

　ランプは私の方だけついている。

　彼は暗くないと眠れないのかも。暗闇が苦手な私は普段小さな明かりをつけて寝ているけれど、ここは彼の睡眠の妨害をしないようすべきだろう。

「……消しますね」

「いや、暗闇が苦手ならつけたままでいい」

　顔をこちらに向けた彼の涼しげな眼まな差ざしとぶつかり、暴れている心臓がさらに大きく跳ねた。

「私が苦手だって話しました……？」

「学生の頃、達也が言っていたのを思い出したんだ」

「そんな昔の話を」

　覚えてくれていただけでうれしくて頬が緩んでくる。

「俺は記憶力がいいんだ。おやすみ」

「ありがとうございます。でも、部屋にひとりじゃないので大丈夫そうです。おやすみなさい」

　腕を伸ばしてランプを消した途端、寝室が暗闇に包まれる。少しして目が慣れてくるが、少し離れたところで眠る真吾さんへ意識が行って、眠りが訪れてくれない。

　もしかしていびきをかいたらどうしよう……。

　ときどき一緒に寝ていた久美子からは言われていないが、この状況下では分からない。

　寝返りを打つのも気を使ってしまい、真吾さんに背を向けたまま固まっていた。

　しばらくまんじりともしない時間が過ぎていき、私はようやく意を決し寝返りを打った。

　次の瞬間、こちらに体を向けている真吾さんが目に入る。

　寝ているよね？

　ベッドの揺れで起こしたのではないかと、息をひそめて彼を見つめていると――。

「眠れないのか？」

「は、はい。真吾さんも眠れていなかったんですね。やっぱり私はソファで」

　同じベッドで眠るのは、今の私にはハードルが高すぎた。

　私が体を起こすと同時に、真吾さんも同じ動作をした。

「真吾さんは横になっていてください」

　彼に背を向けてベッドを出ようとしたそのとき、なぜかマットが揺れうしろに引き戻された。

「きゃっ」

　仰向けの私の目に飛び込んできたのは、真吾さんの美麗な顔だった。

「な、なんで？」

「なにもしない。抱きしめて眠らせてくれ」

「ええっ！」

　びっくり眼まなこで彼を見つめる。

「昨晩、抱き心地がよくてぐっすり眠れたんだ」

「私は抱き枕じゃないです」

　抱きしめられたら一睡もできなくなるかもしれない。しかもなにもしないって、私には魅力がないのだと思うと落ち込む。

　そんなことを考えているうちに、私は真吾さんの腕に抱き込まれた。

　彼のパジャマから覗く鎖骨のラインから少し視線を上に向ければ、男らしい喉仏が目に入ってかぁっと体が熱くなる。

「目を閉じて」

「閉じろと言われても……」

　私の心臓の音が腰に置かれた腕に伝わりそうだ。

「留守中頼むよ。この家は明日香のものでもある。気兼ねせずに自由に使ってくれ。おやすみ。奥さん」

　真吾さんの瞼が閉じられた。

　奥さん……。

　その言葉は真吾さんに妻だと認められているみたいでうれしい。

　真吾さんから微かな寝息が聞こえてきて、私も目を閉じた。




　目覚まし時計の音で目を開けて、ベッドに自分ひとりしかいないことに気づいた。

　時計のセット時間は六時。彼はもう起きてるんだ。

　思いのほかぐっすり眠ってしまい、意外と私は図太いのねと思いながらベッドから降りる。

　そこでドアが開いて、ワイシャツとグレーのスラックスを穿はいた真吾さんが姿を見せた。

「おはよう」

「おはようございます。すぐに朝食を作りますね」

　もう着替えているということは、早めに出社するのだろうか。フライトは十四時だと聞いている。

「何時に出社を？」

「八時だ。急がなくていい。書斎にいるからできたら教えて」

「はい」

　真吾さんが寝室から消え、とりあえず顔を洗おうと急いでバスルームへ向かった。




　会社へ向かう電車の中で、結納後から先ほどまでのことを思い出していた。

　真吾さんは今日、建築現場へ視察後、日本を出国するという。私は玄関で見送った後に家を出てきた。

　この週末、好きな人といられてすごく幸せだった。いつまで続くのか分からないこの幸せに不安もよぎるが、今はその想いを頭の片隅に追いやり楽しみたい。

　でも、またしばらく彼はロンドン……。

　職場に到着し更衣室へ入ると、ひとみが制服に着替えていた。

「おはよう～、ねっ、うまくいった？」

　制服のリボンを結びながら隣のロッカーから覗き込んでくる。

「とりあえずね」

　カーディガンを脱いでハンガーへかけ、続いてブラウスのボタンをはずし始める。

「まったく幸せそうな顔しちゃって。どう？　私にはいい感じに見えるけど？」

「思ったより楽しく過ごせたけど……」

「けど？」

　ひとみは焦れったそうに先を促す。

「折を見て話すね。もう時間だもの。先に行ってて」

「分かったわ。また後でね」

　ひとみが更衣室を出ていくのを見て、急いで支度を済ませた。




　ミスもなく定時で退勤できて、夕食を考えながら家に急ぐ。実家を出てから素敵な部屋で暮らす毎日は楽しく、これほど早く自宅に戻りたいと思ったことはない。だけど、帰宅してもひとりだ。真吾さんは今頃ロンドンへ向かう飛行機の中。

「おかえりなさいませ」

　マンションのエントランスでコンシェルジュの野口さんが挨拶をしてくれる。

「ただいま。ごくろうさまです」

　エレベーターに乗り、七階の自宅の玄関を開ける。

「ただいま」

　時刻は十九時過ぎ。いつもの癖でただいまと言った後、ひとりでクスッと笑う。

　朝は掃除ができなかったから掃除機をかけなきゃ。ポトフを煮込んでいる間にやろう。真吾さんが留守だからって、この綺麗な部屋を保たないとね。

　綿のカットソーとジーンズに着替え、シンプルなベージュのエプロンをつけてキッチンに立った。

　掃除を終わらせてからバゲットとポトフで夕食を食べ、後片づけをしても二十時三十分だ。

　中庭に出てベンチにかけてあるビニールシートの上に腰を下ろす。

　この広い家にひとりきり。寂しい気持ちになって空を仰ぎ見る。群青色の夜空を見上げたらさらに孤独感に襲われて、私の口から重いため息が漏れた。

　その夜の就寝時、ひとりきりの寝室でベッドサイドのランプをつけたまま眠りに落ちた。

　翌週の金曜日、退勤の支度をしていると、後から来たひとみがロッカーの間にあるベンチに座った。

「明日香、帰ってもひとりなんでしょ？　今日ディスコへ行かない？」

「……行こうかな」

　この二週間、仕事が終わればまっすぐ家に帰っていた。主あるじのいないあの家での自分の立場は居候みたいな感覚だ。

　真吾さんからは週一ペースで電話があった。『問題はないか？』と聞かれるくらいで、すぐに通話は終わる。

「そうこなくちゃ！　倉庫を改造して新しくディスコができたのよ。先週行ったら広々としてよかったからそこへ行かない？」

「どこでもいいよ」

　今日の私の服は、気分だけでも上げたくて若草色のタイトなワンピースにしていた。

「そうこなくちゃ！」

　ひとみはベンチから勢いよく立ち上がり、私の隣のロッカー前に立って着替え始める。

　今日の彼女は花金ということもあり、退勤後遊びにいく気満々のボディコンシャスなブルーのツーピースだ。

「あれ……？」

「え？　なに？」

　私のつぶやきにひとみはロッカーからひょっこり顔を出す。

「清楚系の服装を目指すんじゃないの？」

　ラージャのマスターに気に入られるためにと、先日そんなことを言っていたのだが。

「もーう、ラージャへ行かないときはいいの。ディスコにはこうじゃなくっちゃ！」

　ひとみは長い髪の毛をブラシで梳とかし、化粧を直し始める。手際のいい動きを見ているうちに、真っ赤なルージュを引き終えた。




　タクシーに乗り、新しいディスコへ向かった。

　巨大な空間の倉庫内は、ミラーボールがきらびやかに回り、夢中で踊っている人たちを照らしている。

　流れている音楽がおしゃれで、ブースにいるＤＪはとてもかっこよく見える。

　広いし息苦しさはない。

　私は踊るよりもここの雰囲気が好きで、隅にあるスツールに腰掛けヴァイオレットフィズを飲みながら、踊るひとみを眺める。

「ねえ、綺麗なお姉さん。俺と踊ろうよ」

　耳が痛くなるくらいの音量の中、大学生風の男の子が、さっきまでひとみが座っていた席にもたれかかり誘ってくる。

　ダボッとしたスーツを着ている今風の男の子で顔立ちも悪くない。けれど、真吾さんに恋をしている私はまったく眼中にない。

「踊る気はないし、ナンパもお断りよ」

「えー、お姉さん、美人だし。その髪の色いいね。染めてるの？」

「向こうへ行って」

　素っ気なく言い放ち、手もとのヴァイオレットフィズを口にしたところで、ひとみが戻ってきた。

「えっ？　ちょ、明あきらっ!?　なんでここにいるの？　明日香をナンパしてたの？」

「ええっ！　姉ちゃん！　なんだよ、この綺麗な彼女、姉ちゃんの友達だったのかよ」

　明と呼ばれた彼は二重の目をこれ以上ないほど見開いて驚いている。

「よりにもよって私の親友で人妻をナンパするなんて！　今何時だと思ってるのよ！埼玉の奥地から出てきたら帰れないじゃないっ」

　ひとみは目をむいて腕時計に視線を落とし、再び弟に戻して説教する。

　現在の時刻は二十一時になろうとしている。いくら埼玉の奥地でも二十二時に出れば帰れないこともないと、ふたりのやり取りを聞きつつ頭の中で計算する。

「この人が人妻っ？」

　弟くんは姉から私へと顔を向ける。

「はじめまして。ひとみの同僚で親友の大山明日香です」

「明日香、違うでしょ。円城寺よ」

「あ、そうだったわ」

　職場では上司に入籍を報告しただけで、旧姓のままでの勤務なので〝円城寺〟という名字に慣れていない。

　ひとみの質問にそう答えて肩をすくめる。

「明、ひとりで来てるの？」

「いや、涼りょう太た郎ろうと。先にナンパに成功した方がおごるって賭けをしているんだよ。時間がもったいない。じゃ！　えっと、明日香さん、こんな姉ですがよろしくお願いいたします」

　私たちのもとから立ち去ろうとする弟くんの首根っこを、ひとみが掴む。

「姉ちゃん！　大事なジャケットが伸びるだろ」

「変な女をナンパしないでよ。早く帰りなさいよ。それから――」

　ひとみはポケットからなにかを出して弟に渡した。

「万が一の場合ね」

　どうやらひとみが渡したのはお金のようで、弟くんはにんまりと笑みを深め、「姉ちゃん、サンキュ。姉ちゃんもイケてるぜ！」と言って人混みの中へ消えていった。

　ひとみは私と顔を見合わせ、やれやれといった表情でため息をつく。

「この姉にしてあの弟ありね」

　私が茶化すと、ひとみはぐったりと疲れたようにスツールに腰を下ろした。

「トラブルを起こさないといいんだけど。まったく、田舎の大学生が都のディスコへ来るなんて」

「無事に帰れるといいね。心配だわ。でもひとみはいいお姉さんね」

「まあね。いつもケンカばかりしているけど、やっぱり心配だもの。とはいえ、明日香をナンパした明の女を見る目がなかなかでよかったわ」

　ひとみはふふっと笑みを漏らす。

「私が軽く見えたんじゃないかしら。そうならうれしくないわ」

「軽くなんて見えないわよ。あー喉渇いた。ビール買ってくる」

　ひとみは人の波を縫うようにして、スレンダーな体を音楽のリズムにのせながらドリンクサービスの方向へ向かった。




　二十四時を回り、午前一時にタクシーで麻布のマンションへ戻り、ゆっくりお風呂に入った。

　豪華で広いバスタブに身を沈め、全身を伸ばす。

　真吾さんに会いたい……。

　ロンドンとの時差は八時間日本が進んでいる。ロンドンは金曜日の十七時過ぎ。まだバリバリ働いている時間ね。休日はなにをするんだろう……。

　真吾さんはオフィスから近い高級ホテルに滞在している。かっこよくてスペックが高い人だから誘惑も多いはず……。

　ブロンドの美女が真吾さんにもたれかかるシーンを想像してしまい、大きく首を左右に振ってブクブクと顔を湯船につけた。

　まだ十月の半ば、真吾さんが日本へ戻ってくるまで三カ月くらいもある。たとえ帰国しても、彼の生活は海外に中心を置いている。

　本当に名ばかりの妻だわ……。

　恋人のフリを頼んだときは、こうなることを望んでいなかった。ときどき連絡を取って口裏を合わせてもらえるだけでよかった。それが、入籍して真吾さんと数日過ごしただけで、毎日でも顔を見たい、たくさん話をしたい、そばにいたいという気持ちに心が独占されるようになっていた。

　ゆっくりお風呂に浸かり、髪の毛をタオルで拭きながら寝室へ入ると、ベッドサイドにあるコードレス電話機の子機が鳴っていた。

　え？　こんな時間に……？　間違い電話？

　着信音はずっと鳴っていて、なにか急用なのかもしれないと、受話器を取った。

「もしもし……？」

『俺だ』

　真吾さんの心地よい低音の声が耳に響いて、鼓動がドクッと跳ねる。

「び、びっくりするじゃないですか。こんな時間に」

　間違い電話やいたずら電話でなくホッと安堵する。

『さっき帰宅したんだろう？』

「どうしてそれを……？」

　不思議に思ってまさか部屋にいるの？とうしろを振り返ってみるが、次の瞬間理由が分かった。

『コンシェルジュが知らせたんだ。珍しく午前さまで表情が暗かったと』

　コンシェルジュが知らせた？　私は見張られていたの？

「なにもないです。それよりも真吾さん、私の行動をコンシェルジュにスパイさせていたんですか？」

　つっけんどんな物言いに、電話の向こうの真吾さんからは『クッ』と楽しげな笑い声が聞こえてくる。

『スパイとは考えすぎだ。ずっと早い帰宅が今日に限って遅かったと、気を回して電話が入ったんだ』

「私はもういい大人です。あれこれ詮索されたくありません」

　これでは実家に泊まった場合、戻ってこないと真吾さんに連絡を入れられそうだ。

『たしかにそうだな。しかし、君はもう俺の妻だ。なにかあってからでは遅いからな。俺にとって報告はありがたい』

　俺の妻……彼の口から出るとなんて心地よい響きなのだろう。

『明日香？　それで暗い顔をしていたのは？』

「真吾さん、真夜中なのにへらへら笑って歩いている方がおかしいと思いませんか？」

『それもそうだな。では問題はないんだな？』

　どうして今夜の真吾さんはしつこいのだろう。

「はい。問題はないです。自由を謳歌しているので、心配はいりません」

『明日、いやもう今日だな。円城寺明日香名義のクレジットカードを届けさせるから、生活費や欲しいものにあてるといい』

「困っていませんから大丈夫です」

『一財産使っても文句は言わないから気兼ねせずに使ってくれ。じゃあ、おやすみ』

　真吾さんは私の返事を待たずに電話を切った。

　一財産使ってもって……。

　真吾さんの気前のよさに困惑する。本当に使ってもきっと怒らないんだろう。




　翌日の午前中、銀行員がやって来た。コンシェルジュから連絡が入り、ロビー横の談話室で会うことに。

　私が勤める銀行とはライバル関係にあたる大手都市銀行の東京駅丸まるの内うち口ぐち支店の支店長が休日にわざわざやって来るのだから、真吾さんは上得意客なのだろう。

「こちらはお口座とは別の、カード会社のクレジットカードでございます」

　テーブルに差し出されたのは私名義のブラックカードだった。

　ええっ……？

　心の中でギョッとなった。

　父も持っていない某カード会社の最高のカードから、支店長へ顔を向ける。

「こちらにサインをお願いします」

　受け取りのサインをした用紙を支店長がファイルに入れ、ソファから立ち上がった。

「わざわざありがとうございました」

「とんでもありません。お時間をいただきました。それでは失礼いたします」

　支店長をエントランスで見送った。

　住居に戻りソファに腰をすえて、手に持ったブラックカードを穴が開くほど見つめる。

　こんなに簡単にブラックカードを渡してはダメでしょうに……。

　銀行に勤めて三年、世間のお金持ちのお客さま相手をしてきて、こんな裕福な人種もいるのは分かっていた。父でさえもその裕福なお客さまの足もとにも及ばない。

　だけど真吾さんはその上をいくお金持ちだったのだと、あらためて思い知らされた。

　そのほか通帳とキャッシュカードもあり、ページをめくるとブラックカードをしのぐ驚きで目が点になった。

「一千万って……真吾さんはお金に無頓着なの？」

　通帳をパタッと閉じてビニールカバーの中へ入れ、ソファからすっくと立ち上がる。

　それらを持って寝室へ足を運び、ドレッサーの引き出しにしまった。

　家の中に大金が入っている通帳を置いておくのも怖いが、セキュリティが万全だからドレッサーの引き出しでも大丈夫よね。心配性の私としては、金庫に入れたいところだけど。

　このお金は使うわけにはいかない。だって、私たちは本当の夫婦じゃないから。




　結婚しても独身のときと変わらない生活。違うのは実家では家事をしなかったけど、ここでは洗濯から料理、掃除すべてをやらなくてはならない。でも、そんな生活を楽しんでいる。

　真吾さんがいたらもっと張り合いのある毎日なんだけど。

　彼がロンドンへ行ってから一カ月が経っていた。

　仕事から帰宅して少し経ち、真吾さんから電話が入る。

『なぜカードも金も使わない？』

　いきなり話しだされて、目を丸くする。

「私も働いているので、使わなくても平気です」

『欲しいものを買えばいい』

「とくにないので」

　きっぱり言うと、電話でも彼が大きなため息をついたのが分かった。

『日用品や食材を買うだろう？　君は俺の妻なんだ。堂々と使えばいい。ああ、時間がない。使えよ』

　彼は忙しそうに私の返事を待たずに通話を切った。




　十二月に入り寒さも厳しくなってきた。

　真吾さんからはときどき電話がかかってきたけれど、いつもあたり障りのない会話で終わり、通話を切ってからもっといろいろな話をすればよかったと後悔していた。けれど、いざかかってくると意識をしてしまい、素っ気ない態度になるのだ。もっぱら彼の口癖は『俺の金を使え』だった。

　それでも私は真吾さんの本当の妻ではないから、ドレッサーの引き出しに入れたまま見ることもなかった。




「明日香、お正月はどうするの？」

　お昼休憩をしていると、ひとみが熱いお茶をすすってから尋ねる。

「う～ん……今年のお正月休みは六日間よね……。それだけあるとひとりは寂しいし、実家に顔を出そうかな」

　毎日お弁当を作るのも慣れて、朝も短時間でできるようになっている。以前は母やお手伝いさんに甘えていたなと最近思っている。

　今までの感謝を込めてプレゼントを買おうかな。

　三日後にはクリスマスイブだ。ラージャのマスターに片想いしているひとみはその日、ラージャの閉店後に告白するそうだ。

「ね、円城寺さんは向こうで年越しなんでしょ？　行ってみたら？」

「え？　ロンドンに？」

「そうよ。自分の想いを伝えてみたら？」

「それはダメ」

　頭を左右にプルプル振る。

　私が好きだなんて言ったら、真吾さんに引かれて別れを切り出されるかもしれない。

　彼は長期出張でも文句の言わない妻を求めているのだから。

　それを口にすると、ひとみは腕を組み「う～ん」と唸うなる。それから閃ひらめいたというように私に顔を向けて、ポンと手を打つ。

「退屈だからロンドン観光でもしようと思って来ちゃったって、さらっと言えばいいんじゃない？　妻なんだからほっとけないでしょ」

「飛行機取れるかな……」

「善は急げよ。旅行会社に聞いてみたらいいわ」

　ひとみの提案は最高のものに思えてきた。普段はなかなか海外旅行へも行けないし。なにより真吾さんに会いたい。

　休憩室から更衣室に戻ってロッカーからお財布を取り出すと、外に出て電話ボックスから近くの旅行会社に飛行機の手配を頼んだ。

　二十八日の夜から二十九日までのフライトは満席で、とりあえずウエイディングで預かるとのことだった。今のところ席がなくてがっかりしたが、一席なので取れる可能性は高いと言ってくれた。




　クリスマスイブの前日に、旅行会社からロンドンまでのフライトが一席取れたとの連絡があり、ホッと安堵した。

　私の気持ちはもうロンドンに飛んでいたから。旅行ガイドブックまで買って寝る前に行きたい場所をピックアップしていた。

　お正月に実家へ行けなくなったことでプレゼントを早めに買わなくてはならなくなり、クリスマスイブの日の仕事終わりに渋谷へ行った。久美子の好きなブランドのコートを買い、兄夫婦にはチョコレートボックス、両親とお手伝いさんへのプレゼントは老舗の和菓子を選んだ。

　その足で白金台の実家へ向かう。

　母や久美子とは電話で話をしていたが、なんとなくうしろめたくて足を向けられずにいた入籍後、初めての実家だ。

　買い物に思いのほか時間を要し、実家に着いたのは二十一時を過ぎていた。

　今日は泊まり、実家から出社することにしている。

「お姉ちゃんっ！　久しぶりっ！」

　インターホンを押してから玄関に入ると、久美子が飛び出してきて抱きつく。

「くーちゃん、久しぶりだね。今日はイブじゃない。出かけなかったの？」

「受験生にはクリスマスもお正月もないんだよ。お姉ちゃんが来てくれてうれしい。早く入って、めちゃくちゃ冷えてるじゃん」

　私の体から離れた久美子はブルッと震えてみせる。

「すごい荷物だね」

　その顔には期待が込められていて、スリッパに足を通した私は笑いながら差し出す。

「メリークリスマス」

「ありがとう！　私が好きなブランドの紙袋だわ！」

　受け取った久美子は飛び跳ねんばかりに喜んでくれる。

　その姿を見ていると、来てよかったと思う。

「明日香、早くリビングへ入りなさい。寒いでしょう」

　リビングから母が顔を出し、私を招き入れる。手にしていた荷物を久美子に持ってもらい、カシミアのブラウンのコートを脱いでリビングへ歩を進めた。

「お父さんもお兄ちゃんもまだ帰ってきていないの。パーティーだとかで」

　リビングには早苗さんもいて、私が到着したらクリスマスケーキを食べる予定になっていたらしい。

　私たちが小さい頃からあった、部屋の隅に高さ百五十センチほどのクリスマスツリーが飾られている。

「夕食は食べたの？」

　母に聞かれて首を横に振る。

「チキンとクラムチャウダーがあるから用意するわね。久美子、明日香からプレゼントをもらったんでしょう？　お姉ちゃんのために手伝いなさい」

「はーい」

　母は久美子を連れてキッチンへ入っていく。

　ソファに座る前に洗面所で手洗いを済ませて戻る。

「明日香さん、帰ってくるの入籍後初めてよね？」

　早苗さんが私と真吾さんの関係を知っているのか分からず、笑みを浮かべうなずく。

「忙しくて。あっという間にクリスマスになっちゃいました」

「久美子ちゃんが寂しがっていたわ」

「受験が終わったら、旅行にでも連れていこうかなと思っています。あ、これお兄ちゃんと食べてください」

　チョコレートボックスの入った紙袋を手渡すと、早苗さんは久美子ほどではないがうれしそうな笑みになった。

「ありがとう。あ、二階にプレゼントを買ってあるので後で渡すわね」

「はい。うれしいです」

　久美子の「食事の用意ができたよー」の声かけでテーブルにつき、久しぶりのわが家の料理を楽しんだ。

　その後、ケーキと紅茶でクリスマスの雰囲気を味わい、お風呂に入って以前の自分の部屋に入ってすぐ、久美子が枕を持ってやって来た。

「お姉ちゃん、いい？」

「どうぞ。髪乾かしちゃうね」

　久美子はベッドの奥にゴロンと寝そべり、ドレッサーの前にいる私の方を見る。

「お姉ちゃん、新婚生活は楽しい？」

「……んー楽しいよ」

「あのかっこいい円城寺さんなら毎日目の保養だよね」

　ドライヤーをかけているから、一瞬返事に迷ったのを悟られずに済んだ。

「コートありがとう。着てみたらすごくよかったよ。ちょうど欲しかったの。塾へ行くときに着ていくね」

「学校はコートの規定があるものね」

　髪が乾き、久美子の横にポスンと座りスリッパを脱いで布団の中へ体をすべらせる。

　シングルベッドなのでふたりだと狭い。

　そこでふと、いつも寝ているキングサイズのベッドで、真吾さんに抱きしめられて眠ったことを思い出す。

　はぁ～あれはもう遠い昔の出来事だわ……。

「円城寺さん、出張ばかりでお姉ちゃん寂しいでしょ」

　ニターッと笑みを浮かべる久美子の頬を軽くつまむ。

「あたり前でしょ。明日も仕事だからもう寝ないと」

　睡魔がすぐそこまで来ている私は「おやすみ」と言って目を閉じた。




　二十八日、通常業務の後に行われた仕事納めの会を途中で抜け出し、一度麻布のマンションに戻り成なり田た国際空港へ向かった。

　ロンドン行きのフライトは二十三時十分。アンカレッジ経由でロンドンへは二十九日の朝方に到着する。十五時間以上かかるフライトだ。

　取れた席はエコノミークラスで、狭いシートに体中が痛みを覚えそうだが、十七時間後には真吾さんに会えるのだからそんなのは気にならない。

　真吾さん、驚くよね。ロンドン観光をするのが楽しみだが、彼に会える方がなによりもうれしい。

　最終便とあって、成田空港の出発ターミナルは閑散としていた。ウロウロしているのは各国へ飛ぶ最終便の旅客と航空会社のスタッフだけ。手続きを終えた乗客は搭乗口の方へ行ってしまったようだ。

　搭乗手続きをして出国手続きをした直後、ひと休みしている間もなくグランドスタッフによる搭乗案内が始まった。

　機内に乗り込み、私の席は通路側。窓側からの二席は年配の女性ふたりが座っていて、これからの旅に思いをはせ楽しそうに話をしている。

　飛行機は無事に成田国際空港を離れ、アラスカのアンカレッジに向かって飛んでいる。高度が保たれてから機内食が出て、休んでいる間に経由地のアンカレッジに到着し、その後ロンドンへ向けて再び飛行機は一路空を飛ぶ。

　そして明け方、ロンドン・ヒースロー空港へ到着した。




「ええっ!?　シンゴ・エンジョウジは昨日チェックアウトした？」

　私は高級ホテルのフロントカウンターであぜんとなりながら、フロント男性にもう一度英語で尋ねた。

「はい。昨日」

　もう一度確認したフロント係はきっぱり言いきる。つい今しがたまで真吾さんに会えると思って高揚していた気分が一気に失われる。

　真吾さんは日本へ戻ったの……？

　スケジュールを確認してから行動すべきだったのだ。驚かせようと思って黙っていたのだが。

　その場にヘナヘナとしゃがみ込みたくなったが、真吾さんが家に着いて私がいないと心配させてしまうかもしれない。とりあえず家に電話をしてみよう。

　フロントの男性に頭を下げてから、ロビーを見渡し公衆電話の標示を確認して歩を進める。

　がっかりしながら自宅へ電話をかけると、すぐに真吾さんの声が聞こえてきた。

「もしもし、真吾さん？」

『明日香!?　今どこにいる？　スーツケースを持っていたとコンシェルジュが言っていたが』

　いつも冷静な真吾さんらしくない、焦燥感に駆られたような声だ。

「真吾さんを驚かそうと思ってロンドンに。今ホテルに着いたら、昨日チェックアウトをしたと聞いて」

　電話の向こうから『はぁ～』と、ため息が聞こえてきた。

　私が連絡しなかったばかりに入れ違いになって、苛立ったのかも。もしかしたら、円城寺家に新年の挨拶もあったのかもしれない。

「真吾さん、ごめんなさい。ちゃんと聞けばよかったわ」

『俺もだ』

「えっ？」

『俺も明日香を驚かそうと思って連絡をしなかったんだ』

　私を驚かそうとして……？

　腑に落ちない真吾さんの言葉に、受話器を耳にあてながら首をかしげる。

「……航空券、これから取って帰ります」

『いや、そこにいてくれ。俺が行く』

「で、でも、帰国したばかりじゃないですか。また戻ってくるなんて」

『俺がそっちへ行く方が早い。そこで待っていてくれ。電話は公衆電話から？　フロントに行って待っていて。今からホテルに電話をする』

　真吾さんがなぜ時間をかけてはるばるとんぼ返りしてくれるのか分からないが、言われた通り受話器を戻してフロントへ近づくと、先ほどの男性が電話で話をしていた。

　彼の相手は真吾さん……？

　フロントの横で待っていた私に、電話を終わらせた男性が笑顔を向けた。

「お待たせいたしました。ミセス・エンジョウ、こちらの電話でお話しください」

　線が伸ばされ、カウンターの上に電話が置かれて受話器を差し出される。

「ありがとうございます」

　私は受話器を耳にあてた。

「明日香です」

『俺が泊まっていた部屋を取ったからそこを使ってくれ。それから、俺が到着するまで一日はかかる。観光をしているといい。案内してくれる人を手配する。少し待っていてくれ。連絡がいくようにする』

「観光はひとりでも大丈夫です」

　そこまで真吾さんの手をわずらわせるのもと、躊躇して断る。

『いや、ロンドンは初めてだろう？　慣れた者に案内させる。俺が行くまで楽しんで。じゃあ』

「し、真吾さんっ」

　通話が切れそうで急いで呼び止める。

『どうした？』

「なぜ来てくれるんですか？」

『明日香はなぜロンドンへ行ったんだ？　着いたら話がある。連絡を待っていてくれ』

　電話が切れ、わけが分からないまま受話器を置いた。

　真吾さんの話ってなんなんだろう……？

「お部屋へご案内いたします」

　フロントの男性は背後に控えていたベルボーイに合図して、鍵を彼に渡した。

「彼がご案内いたしますので」

　真吾さんの電話の前は素っ気なかったのに、至極丁寧な対応に変わっている。

　スーツケースを運ぶベルボーイの後についていくと、古城のような雰囲気の高級ホテルの最上階にあるスイートルームへ案内された。

　まさかこんなに豪華な部屋だとは思わなくて、入室して呆気に取られた。

　ここが真吾さんの暮らしていた部屋……？

「では、ごゆっくりお過ごしください」

　スーツケースを隅に置いたベルボーイの声でハッとして、急いでチップを渡す。

　ひとりになり、広い部屋へ歩を進める。

　キングサイズのベッドやバーカウンターやダイニングテーブル、執務デスクにくつろげそうなソファもあった。

　ここまで慣れない外国で緊張してきたので、だらっとベッドの端に腰を下ろした。

　現在の日本時間を計算する。二十九日の夕方だ。

　真吾さんはいつ日本に到着したんだろう。

　ベッドにゴロンと体を横たえたところで、部屋の電話が鳴ってビクッと上体を起こし、急いで移動して受話器を取る。

「ハロー」

『円城寺地所のロンドン支店に勤めております府ふ川かわと申します。円城寺専務の奥さまでしょうか？』

　はきはきとした女性の声だ。

「はい。そうです」

『専務から本日、ロンドン観光案内をするようにと頼まれまして。十時にロビーへお迎えに参ります』

「すみません。府川さん、休日ですよね？　私はひとりで大丈夫ですので」

　見知らぬ女性との観光は楽しめるのか分からない。こちらに詳しい人であれば助かるのも否めないが。

『それはいけません。専務から必ず案内するように頼まれておりますので。朝食はルームサービスを頼んでおきましたので、まもなく届くかと思います。それでは十時に』

　通話が切れ、受話器を置いた。

　あっという間に手配をしてしまった真吾さんに脱帽だ。案内を断ろうと思ったけれど、やはり詳しい人がいれば時間もロスにならずに見て回れそうだ。なによりも、真吾さんは私が断るのを見越して府川さんに必ず案内するよう頼んでいたようだ。




　約束の十分前にロビーへ下りて府川さんを待つ。ロンドンも東京と同じように寒くて、厚手のコートを着ている。その下は水色のセーターと暖かい黒のパンツ姿だ。

　入口から若い日本人女性が入ってきた。まっすぐの艶やかな長い黒髪はワンレングス。

　真っ赤なコートはウエストをキュッと結び、私と同じようにパンツスタイルだけど、ハイヒールも鮮やかな赤でトータルコーディネートのセンスが抜群によくてかっこいい女性だ。

　彼女は私の方へまっすぐ歩いてきた。

「専務の奥さまですね」

「はい。お手数おかけして申し訳ありません」

「いいんです。専務からの頼みでは断れませんもの」

　そう言って笑みを漏らす府川さんだ。

「では行きましょう。タクシーで移動します」

　連れだってホテルの外へ出ると、黒いレトロな形のタクシーが止まっていた。

　後部座席に並んで乗り込むと府川さんはすぐに脚を組み、運転手に観光客なら一度は訪れる宮殿へ向かうように告げる。

　本当にうらやましいほどの流暢な英語で、ここに住んで長いのかもしれない。

「この時期は観光客が多くて混んでいるかもしれません」

「お気遣いありがとうございます。府川さんはこちらに来て長いのですか？」

「大学がこちらでしたが、日本で就職したのが円城寺地所でした。入社して一年後ロンドン支社へ異動になって、かれこれ六年目になります。留学を入れると十年あまりといったところです」

　尋ねたことは話してくれるが、なんとなく素っ気なさを感じる。

「十年も。だから言葉が流暢なんですね。うらやましいです」

「真、……専務も、語学が堪能です。五カ国語ができるので」

　えっ……今、真吾さんの名前を言いそうにならなかった……？　ううん。聞き間違いよね？

　真吾さんが五カ国語も操れるとは知らなくて驚いたが、それを声に出していいものか迷ってうなずくだけにした。結婚しているのに知らないなんておかしいものね。

　ほどなくしてロンドン名物の衛兵の交代式が見学できる宮殿に到着し、タクシーを降りて壮麗な建物をカメラに収めた。

　残念ながら時間が合わず衛兵交代式は見られず、次へ向かう。

　広場や時計塔、そのほかにもいくつかある宮殿を府川さんは案内してくれた。

「ランチはなにがいいでしょうか？」

「府川さんにはありきたりなものだと思うのですが、せっかく来たのでフィッシュアンドチップスみたいなパブで食べられるものが」

「私のことはお気になさらずに」

　硬い口調で答える彼女はタクシーの運転手に店名を告げた。

　入店してロンドン名物のフィッシュアンドチップスや、牛肉のミートソースにマッシュポテトが入ったシェパードパイなどをいただいた。

　円城寺地所のロンドン支社はこの近くだと教えてくれる。

「とてもおいしかったです。府川さんはよく来られるんですか？」

「はい。真吾さん……あ、失礼しました」

　彼女は片手を口もとに持っていき、慌てた様子で謝り取り繕うように先を続ける。

「専務や職場のみんなとわりと頻繁に来ます」

　府川さんは必死に真吾さんとの関係を隠そうとしているみたいだけど……。

　真吾さんと彼女はどんな間柄なの？

　気になるものの、府川さんの存在はありがたいので聞かないでおいた。

　私ひとりだったら観光、食事もスムーズにいかなかっただろう。府川さんとの会話はなんとなくぎこちないけれど、楽しんでいる。

　ホテルに戻る前に、歴史遺産の展示物が世界一だという博物館に寄った。

　博物館で思いのほか時間がかかり、ホテルに到着したのは十七時を回っていた。

　ロンドンのこの時期の日没は早く、すでに夜のように外は暗い。

「長い時間ありがとうございました。楽しかったです」

「いいえ。楽しんでくださったのであればよかったです。それでは失礼します」

　タクシーを降り、車内にいる府川さんにお礼を言って別れた。

　フロントで鍵をもらい部屋に戻る。

　室内の暖かさがうれしい。

「寒かった。お風呂で体を温めよう」

　ブルッと震えが走り独り言ちて、コートを着たまま浴室へ行きバスタブのコックをひねった。




　夕食はホテル自慢のローストビーフをルームサービスで頼んだ。今日一日いろいろ動き回って、満足とともに疲労感がいっぱいなので、夜は部屋でゆっくりしたかった。

　ホテルの自慢なだけあってとてもおいしいローストビーフを堪能し、早々とベッドに横になる。

　真吾さんはいつ到着するの……？

　まだ電話を切って十四時間ほどしか経っていない。

　ふと、府川さんとの会話が思い出される。

　彼女は普段〝真吾さん〟と名前で呼んでいるのかもしれない。彼と府川さんの関係は……？　休日に私用を頼めるほど親しいの……？

　ふたりが並んだところを想像すると、絵に描いたような美男美女カップルだ。

　真吾さんの話ってなに？　わざわざロンドンへとんぼ返りするのは、愛している人ができたから別れようと私に言うため……？　私は真吾さんに以前から好きでしたと伝えた方がいい？

　自問自答が続き、悶々と考えてしまい眠れなくなった。時差ボケもあるのだろう。何度も寝返りを打ち、眠りに落ちたのは明け方近くになっていた。




　頬を優しくなでられる感覚に、私はまだ夢を見ているのだと思いながら、その手を両手で掴む。

　真吾さんが隣に寝ている夢だ。彼に見つめられ、そして頬をなでられ幸せな気分に浸っている。

「し……んご……さん……」

　寝言が口をついた。その瞬間――。

「明日香」

　耳もとで甘いささやく声が聞こえ、瞼をパチッと開く。

　カジュアルなセーターを着た真吾さんが片肘をつき、こちらを向いて横たわっていた。

「し、真吾さんっ！」

　驚いて体を起こそうとすると、シーツの上に引き戻される。

「その反応はいつ見てもかわいい。会いたかったよ」

「真吾さん……」

　会いたかったよ？

　優しい眼差しで見つめられ、鼓動がドクドク乱れ始めている。その高鳴る鼓動を気にしないようにして体を起こす。

「ど、どうしてロンドンに戻ってきたんですか？」

「なんだ、唐突に。会いたかったと言っただろう？」

　真吾さんも口もとを緩ませながら起き上がる。

「そんなんじゃ分かりません」

「では、明日香。君はどうしてロンドンへ来たんだ？」

「……私は」

　ひとみが言った『退屈だからロンドン観光でもしようと思って来ちゃったって、さらっと言えばいいんじゃない？』という言葉を思い出した。だけど、違う。そうではない。真吾さんに会いたかったのだ。

　その想いで胸が熱くなる。

　彼の顔を見て心細かったのだと認識し、思わず真吾さんの腕を掴んだと同時に涙が出てきてしまった。

「どうした？」

「あ、会えてうれしくて……」

　心からの気持ちを伝えた瞬間、私は真吾さんの腕の中に抱き込まれた。

「明日香がそう言ってくれてうれしい」

「本当に……？」

「ああ。真夜中帰宅してみれば君がいなくてどんなに心配したか。出ていってしまったのかと、一睡もできなかった」

「ごめんなさい。言わなかったばかりにすみま――んんっ」

　ふいに真吾さんの顔が近づき、気づいたら私の唇が甘く塞がれていた。

　びっくりしすぎて彼の端整な顔をぼうぜんと見ていると、真吾さんはおかしそうに笑って唇を離した。

「キスをしているんだ。目くらい閉じろよ」

「ど、どうして？　なぜキスを？」

　私の両頬を大きな手のひらで包み込む。

「好きだから」

「……好き？」

　え？　ええっ？　真吾さんが私を好き？

　信じられない告白に、頭の中で彼の言葉を反復する。

「ああ。愛している」

「そ、そんな！　いつから……？」

　驚嘆に値する出来事に当惑している。

「学生の頃、何回か会ったときは綺麗な子だなと思っていた。まあ達也の妹だからそれだけだったが、パーティーのときに会っただろう？　あのとき、話をするまでは達也の妹だとは思ってもみなかったが、すっかり大人の女性になっていて俺の中でなにかが目覚めた」

「目覚めた……？」

「そうだ。そうでなければ名刺を渡したりしない。明日香が会いにきていなかったら、俺から連絡をしていたかもしれないな」

　真吾さんは思い出し笑いをして顔を緩ませた。

「正直、明日香のぶっ飛んだ提案は目から鱗うろこだった。俺も両親から結婚しろと言われ続けていたから、君の苦労も分かった。見返りを聞かれたとき、付き合うフリではなく明日香と結婚したら楽しいのではないかと思い始めたんだ」

　真吾さんの言葉を聞きながら、私の抑えていた気持ちを伝えなければと口を開く。

「あ、あの。兄の友人として会ったときから好きでした」

「知ってる」

「ええっ？　知ってる？」

　告白してないのに、私の態度で伝わってしまっていたのだろうか？

「入籍の日、ワインに酔いつぶれて寝ただけじゃないんだ。明日香は俺に対する気持ちをさらけ出してくれた」

　サーッと血の気が引く思いで、両手を口に持っていく。

「嘘……私が？」

　あのときのことを思い出そうとするが、真吾さんに自分の思いをぶつけたなんてまるっきり記憶がない。

「前から好きでしたって、酔いながら話してくれた。まったく覚えていないとはな」

　真吾さんは楽しそうに笑う。

「数回しか一緒に過ごせなかったが、明日香の性格は好ましく、かわいい。なによりも俺への好意を必死に隠そうとしているところが俺の心をくすぐった」

「じゃあなぜ言ってくれなかったんですか？　それに真吾さん、言いましたよね？　契約結婚だから、出張にとやかく言われないで済むって」

「明日香の気持ちを確認していたんだ。君は思ったことが顔に出るから分かりやすい」

　真吾さんは楽しんでいたのね。

「で、でも、真吾さんの気持ちを出張前に言ってくれれば……」

「俺が告白したら、君は留守の間寂しい思いをするし、俺も気になって仕事がおろそかになりそうで、長期出張が終わってから一から新婚生活を始めようと考えたんだ」

「真吾さん……」

　まだ夢の中にいるのではないかと思う。

「どうした？　そんな不思議そうな顔をして」

「これって夢ですよね？　都合のいい夢。目が覚めたら真吾さんはまだ到着していないんです」

「クッ、夢ではないと分からせてやるよ」

　真吾さんの腕が私の腰を引き寄せ、また唇を重ねた。

「ずっと明日香に触れたかった。君の家へ行ったとき『キスもしていない』と言っただろう？　達也の車が来なければあの場で奪っていた」

「真吾さん……」

　私の顔の両脇に腕を置き、組み敷かれる。これから起こることに、私の胸はおかしいほど暴れている。

「俺の気持ちを白状しようと日本へ帰れば、入れ違いで。明日香、もう待てない」

　真吾さんの顔が私の喉もとに沈められた。節のある長い指がパジャマのボタンをはずしていく。

　憧れだった真吾さんが、私を愛していると言ってくれている。うれしくて心が震える。

　パジャマが脱がされ、彼の涼しげな眼差しにさらされて羞恥心に襲われる。慌てて隠そうとする手が阻まれた。

「隠すなよ。綺麗で触れるのが怖いくらいだ」

　一糸まとわぬ胸の頂いただきがなめとられる。

「あ……んっ……」

　こんなふうに触れられるのは初めてで、自分の口から出るあえぎ声も恥ずかしい。こらえようとしているのが分かったのか、真吾さんは愛撫を施す手を止めて、熱い舌を口腔内へすべり込ませてきた。

　口内を蹂じゅう躙りんするように舌が動き、夢中で彼の舌を追う。それと同時に、長い指が下腹部に下りてきて濡れた秘所に侵入してきた。

「明日香、声を我慢するなよ」

　ビリビリと電気が流れるような感覚に、彼の言う通り声を抑えられなかった。




　濃密な甘い時間の後、ルームサービスで取った朝食を食べているが、ふたりでバスローブ姿という退廃的な光景だ。時刻は十時を回っている。

　真吾さんに愛された体は気だるく、今すぐベッドに横になりたい気持ちもある。こんなに幸せでいいのだろうかと思えるほど幸せだ。

「昨日はどこを観光したんだ？」

「宮殿や時計塔、博物館。お昼はフィッシュアンドチップスのお店に連れていっていただきました。レストランは会社に近いとかで、真吾さんもみなさんといらしていると」

　私がレストランの名前を言うと、真吾さんはうなずく。

「ああ。ときどき行くレストランだ」

「本場のフィッシュアンドチップスを食べてみたいと思っていたんです」

　ふと府川さんのことを思い出したが、私を愛していると言ってくれているのだから聞く必要もないと、心の奥へ押し込める。

「たくさん食べたのに、夕食はローストビーフをルームサービスでいただきました。グレイビーソースが今まで食べたものよりもおいしかったです。観光場所もたくさんあって素敵なところですね」

「そうだな。たまにだが博物館へ足を運んでいる。明日香をいろいろな場所へ連れていきたいところだが、時間があまりないな」

「……そうですね。四日から仕事が始まりますから」

　すでに大おお晦みそ日か。残りの滞在は今日を除いてあと二日もない。

「明後日の夕方にはここを発たなくてはならないな」

「はい。二日の航空券を取っています」

　香りのいいイングリッシュティーをひと口飲んで吐息をつく。もっとここにいたいのに帰らなくてはならない気持ちからだ。

「それはキャンセルしよう」

「えっ？」

「俺も一緒に日本へ戻るから。プライベートジェットを待機させている」

「プ、プライベートジェット!?」

　聞き慣れない言葉に驚いて目を見開く。

「ああ。オーナーは俺で、会社に貸し出している」

　そのとき、コンシェルジュの野口さんが真吾さんのことを『オーナー』と呼んでいたのを思い出す。

「もしかして、麻布のマンションも真吾さんがオーナー……？　以前野口さんがそう言っていたんです」

「そうだ。君にちゃんと伝えていなかったな」

　私はとんでもない大資産家に恋人のフリをしてほしいとお願いしていたのだ。

「どうした？　顔がこわばっているぞ？」

「……すごい人に見当違いなことを頼んでしまったのだと思って」

　次の瞬間、真吾さんはふっと顔を緩ませた。

「きっかけは明日香からだが、すぐに君と結婚をしたら幸せになれると確信したんだ。たしかに妻に不自由をさせないくらいの資産はあるが、幸せとは別物だ」

「はい。一緒にいて愛し愛されるのが一番幸せです。真吾さん、今本当に、信じられないくらい幸せです。あ、だからといって家にいてほしいとか、わがままは言いません」

　正直に自分の気持ちを打ち明けたが、最後のところは長期出張ではなくそばにいてほしいと思っている。しかし、それは真吾さんが一番嫌う。だから強がって気持ちを押し込める。

「俺も幸せだ。だが、明日香は俺に家にいてほしくはないのか……」

　真吾さんは重いため息をついてみせる。

「えっ？」

　彼の態度にキョトンとなると、ふいに真吾さんがテーブルの上に置いた私の手に手を重ねる。

「新年から日本で、君のそばで生活をする。また海外出張も出てくるが、当面は長期にならないよう調整している」

「真吾さん……」

「俺がそばにいたいんだ。明日香には俺を独占してほしい」

「そ、そんなことを言ったら、重いって思うくらいに独占しちゃいますからね」

　胸をきゅんとときめかせていると、真吾さんが立ち上がってこちらへやって来る。そして、おもむろに私を抱き上げた。

「もう明日香が欲しい」

　端整な顔が近づいてきて、上唇を食むようにキスをされる。

「観光へ連れていきたいが、今は愛させてくれ」

　真吾さんの首に腕を回し、私から唇を重ねた直後、独占欲に満ちたキスに変わった。




　存分に愛し合った私たちは今、テムズ川の畔ほとりのラグジュアリーな雰囲気のレストランで、シャンパングラスを傾けている。あと少しで真夜中になる。

　リッチな有名フレンチレストランで食事をした後、移動して大晦日のカウントダウンで賑わうここテムズ川のそばのレストランにやって来た。

　ここから打ち上がる花火が見られると真吾さんが教えてくれる。

「こんな大晦日は初めてです。連れてきてくれてありがとうございます」

「海外で大晦日を過ごすのは何度もあるが、こうして来たのは初めてだ」

　テムズ川に架かる橋の上は、これからカウントダウンの花火を見るための人々で賑わっている。

「スリー・トゥー・ワン・ゼロ～！　ハッピーニューイヤー！」

　店内や外から人々のカウントダウンの歓喜する声が響き、時計の針が新年になったと同時に、見事な花火が打ち上げられた。

「新年明けましておめでとうございます」

「明けましておめでとう」

　真吾さんの手が後頭部に回り引き寄せられたのちに、唇へキスをする。

　周りにもお客さまがいるのに、みんながキスをしているので、恥ずかしさもほとんど感じずに済み、真吾さんのキスを受け入れられた。

「素敵な年になりそうです」

「ああ。俺もそう思う」

　顔を見合わせて微笑み、もう一度キスを交わした。










七、突きつけられた現実




「終わったら連絡をくれ。迎えにくるから」

　運転席から外に出て助手席のドアを開けてくれた真吾さんは、慎重に降りる私に手を差し出してくれる。

　昨日、真吾さんのプライベートジェットで帰国し、四日の今朝は仕事始め。

「はい」

　優しい旦那さまに向かってにっこり笑みを浮かべる。

「それから」

　真吾さんはいったん言葉を切る。

「それから？」

　その先を、私は首をかしげながら促す。

「まだ美しいと言っていなかったよな？」

　突然の褒め言葉にボッと顔に熱が集中し始める。照れくさくてどんな表情をすればいいのか困る。

　仕事始めの今日は振袖を着ていた。既婚者だけどひとみ以外の同僚には結婚の事実を明かしていないので問題ないだろう。入籍を知っているのは人事と直属の上司だけで、振袖を着ることは了解を得ていた。

　昨日帰国したばかりで、今朝は四時起きで予約していた近くの美容院で髪と着つけをしてもらい大変だったが、うちの銀行の窓口の行員はできるだけ振袖、もしくは訪問着というのが通例だった。

　今の私は結納のときに着た振袖姿だ。

「じゃあ」

「はい。お気をつけて」

　真吾さんの会社は来週からで今日は休みなのだが、たまった仕事を処理するとかで出社して私の連絡を待ってくれるという。

　走り去る真吾さんの車を見送って、ウキウキした気分のまま会社の通用門へ歩を進める。

　車の中から振袖姿の女性を何人か見かけたが、年々仕事始めのそういった習わしは少なくなっている。

　朝早く起きてすでに疲れている。真吾さんが送ってくれなければもっと疲労困憊だったかもしれない。




「明日香、おはよう～。明けましておめでとう」

　更衣室に着物用のバッグを置いて職場へ行くと、ひとみがすでに出社していた。目が覚めるようなブルー地に大きな椿の花が散らされている振袖は彼女によく似合っている。

「おはよう。明けましておめでとう。今年もよろしくお願いします」

「ねえねえ、見ちゃったんだけど」

　ひとみはニヤニヤと気持ち悪い笑みを浮かべる。

「見ちゃったって？　なにを？」

「やあねぇ～、円城寺さん、送ってきてくれたでしょう。ロンドンでうまくいったみたいね」

「あ……うん。ひとみ、ありがとう。後押ししてくれたおかげよ」

「早く聞きたい～。でも、今はダメね。新年会が終わったら、喫茶店に行く時間はある？」

「少しなら大丈夫そう」

　行員が集まりだして、支店長を囲む形に並ぶ。これから新年の挨拶をして、その後業務が始まる。私とひとみも支店長の方へ体を向けた。




　振袖で仕事をするのは三回目だけど、十五時にシャッターが下りたときは大きくため息をついてしまった。窓口業務担当のみ本日の業務は十六時まで。

「はぁ～疲れたね」

　喫茶店の椅子に腰を下ろしたひとみは、和装用のバッグを隣に置き肩を落とす。

　対面に座った私もコクッとうなずいた。

「コーヒーが飲みたいわ」

「私も。すみませーん」

　レジのところにいた男性店員を呼び注文を済ませる。男性店員が立ち去ると、ひとみが「ロンドンの話をして！」とニヤニヤしている。

「もうね、大変だったの。ロンドンの真吾さんが泊まっていたホテルへ行ったら、彼が入れ違いで日本に戻っていたの」

「ええっ！　それでどうしたの？」

　ひとみは目を大きく見開き先を促す。

　真吾さんがロンドンへ来て私を好きだと言ってくれたと話した。カウントダウンも日本と違ってとてもロマンチックだったことも。

　話し終わると、ひとみは帯があるにもかかわらずぐったりと椅子の背に体を預ける。

「プライベートジェットも所有していたなんて……」

　魂を抜かれたみたいにあぜんとしている。

「普段は会社に貸しているって」

「明日香がそんなすごい人に愛されるなんて、人生なんでもチャレンジしてみるものね」

　ひとみは真面目な顔で言いきる。

「ありがとう。ひとみが背中を押してくれなかったら、こんな幸せはこなかったわ」

「きっと運命の人だったんだわ。わーうらやましい。幸せな明日香に比べ、私は……」

　実はクリスマスイブの日、ひとみはラージャのマスターに告白した。しかし、なんと彼は妻子持ちで『不倫でもよければ』と言われたのだ。

　世間で不倫はブームだけど、ひとみはその場できっぱり断ったそうだ。マスターへの気持ちは一気に冷め、もうラージャへは行かないと憤慨していた。

　喫茶店へ来る前に公衆電話から真吾さんに伝えた時間まで、ひとみとおしゃべりをして楽しんだ。

　これからここへアッシーくんが迎えにくるというひとみを残して喫茶店を出ると、真吾さんの車が止まっていた。

「おつかれ」

　助手席側のドアを開けて私を乗り込ませ、車の前を回って運転席に着く。

「お迎えありがとうございます。あの、真吾さん、ご実家へ新年のご挨拶へ行きたいと思っているんです」

「挨拶か……両家に行きたいところだが、時差ボケもあるだろうし今日は体を休めた方がいい。ぶっ倒れるぞ。挨拶は後日に改めよう」

　真吾さんの言う通りではある。振袖でちょうど新年の挨拶にはいいと思ったが、頭がぼーっとするほど疲れすぎていた。

「帰ろう。今日は俺が料理する」

　ウインカーを出して、ギアチェンジをした車は動きだす。

「真吾さんがお料理を？」

「寒いからチーズフォンデュでどうだ？」

「すごく好きです。料理もできる素敵な旦那さまですね」

　からかうように言うと、前方を見ながら真吾さんの口もとがおかしそうに緩んだ。




　出勤時には真吾さんが送ってくれる日々が続いたが、一月下旬になると、重要な専務取締役であり五カ国語ができる彼には頻繁に海外出張が入った。

　ハードな業務をこなし約束通り一週間ほどで帰国してくれる。一週間の出張は寂しいが、それよりも真吾さんの体が心配で無理をしないでほしいと言ってある。

　二月上旬の土曜日、私は父に呼ばれて夕方実家へ赴いた。真吾さんはロサンゼルスへ行っており、明日の帰国予定だ。

　お互いの都合が合わずに年始の挨拶は電話だけになっていた。

　いったいなんの用かしら……？

「お母さん？」

　いつも玄関で出迎えてくれる母が現れない。家の中はシーンと静まり返り、駐車場には兄の車がなかった。

　首をかしげてスリッパに履き替えているところへ書斎のドアが開き、父が姿を見せた。

「こっちへ来なさい」

　心なしか父の表情は硬く見える。

「みんなはいないの？　お父さんひとり？」

「そうだ。邪魔が入らないように達也に連れ出してもらったんだ」

　父の書斎に踏み入れた足が止まる。

「どうしたの……？」

「座りなさい」

　ソファセットのひとり掛けに腰を下ろした父は静かに告げる。なんだか不穏な空気が漂っている気がする。いや、こんな状況で父と会うのは初めてで、恐ろしくなる。

　コートを脱いで父の斜め前のソファに座り、命綱かのように脱いだものを体の前に置く。

「明日香、正直に言ってくれ……真吾くんとは契約結婚なんだろう？」

「ええっ？　どこでそんな……」

　知っているのは兄だけのはず。

「それはお前がよく知っているだろう？　なんてばかなことをしたんだ。いくら好きな相手だとしても、向こうの気持ちはお前にないんだ。ただ都合のいい妻というだけだ」

「違っ、お父さん！　違うの」

　中腰姿勢になった私はもう一度座る。

　ちゃんと説明しなきゃ。

「なにが違うんだ？　お前は見合い結婚が嫌なために、彼に話を持ちかけたんだろう？　そんな恥ずべき行為をする娘に育てた覚えはない」

　たしかに父の言っていることは合っている。でも今は状況が変わっている。

　私が思案している間に父は続ける。

「その証拠に入籍後ロンドンへ行ったっきりで長い出張だったろう。お前は大事にされていないんだ」

「真吾さんの仕事は仕方がないでしょう？　今は愛されているの。騙だまして申し訳なかったけれど、心配はいらないの。今年から出張を短く調整をしてくれているのよ」

「お前は男というものを分かっておらん。喜んで体を差し出す嫁がいれば、都合がいいだろう。愛されているなどと幻想を抱くんじゃない」

「お父さんっ！　ひどいわ」

　膝に置いた手でコートをギュッと握りしめる。

　お父さんは騙されて怒りが収まっていないの。落ち着いて話さないと。

「明日香、お前が心配なんだ」

「……お父さんが勧めていたお見合いだって同じことでしょう？　好きでもない人と結婚させられて、生活をするのよ？　それよりか愛する人と結婚できて何百倍も幸せなの。昔から真吾さんに惹かれていて、彼以外誰も好きにならなかったの。今は愛しているって言ってくれているんだから、安心して」

「それなら孫を。一年以内に妊娠し、私を安心させてくれ」

「ええっ!?　に、妊娠？」

「真吾くんをつなぎとめるにはそれがいいだろう。私は孫を抱きたい」

　父の勝手な言い分に、困惑する一方だ。

　私たちは愛し合っていると、どうしたら信じてくれるの……？




　実家を出てマンションの部屋に入ってすぐ、家の電話が鳴った。

　出てみると兄だった。

「お兄ちゃん！　ひどいわ」

　兄の声を聞いた瞬間、言い放った。

『明日香、すまない。説明するから今から行ってもいいか？』

「……うん。分かったわ」

『二十分くらいで着く』

　兄は端的に伝えて電話を切った。

　お兄ちゃんがわざわざ来て説明？　愛し合っているとロンドンから戻ってすぐに話しておけばよかった。




　コーヒーメーカーのサーバーにコーヒーがたっぷり落ちた頃、兄がやって来た。

前もってコンシェルジュに兄の訪問を伝えていたので、鳴ったのは玄関のインターホンだ。

「お兄ちゃん、なぜ真吾さんとのことをお父さんに話したの？」

　兄をリビングに通しながら恨み言炸裂だ。

「すまない。これにはわけがあるんだ」

「わけ……？　とりあえず聞くから座ってて」

　兄の言葉に困惑気味でキッチンへ向かい、カップにコーヒーを注いでリビングへ戻る。

　キッチンから戻ると、兄はソファに座らずに窓から中庭を眺めていた。

「いつ見ても美しい庭だな」

「うん。コーヒーどうぞ」

　兄がソファへやって来て、私の対面に腰を下ろす。

「明日香、真吾との生活はどうなんだ。うまくいっているのか？　海外から帰ってこないんだろう？　真吾に女がいると知っていたら加担しなかったのにと後悔している」

「彼に……女……？　本当？」

「ああ。なぜ俺が父さんに白状させられたかというと、大山議員宛に真吾には愛人がいて、ロンドンから帰国せずに妻をないがしろにしていると手紙が来たんだ」

「ひどい……いったい誰が……？」

　両手を口もとに持っていき、息をのむ。

「それは分からない。父さんはすぐに調べるように俺に指示をしたんだ。年明けに戻ったようだが、三カ月もほったらかしにされていると知って俺も憤ったよ」

「お兄ちゃん、私たちお互いに愛し合っているの。だから心配いらないの」

「え……」

　兄はぼうぜんとしたまま、私を食い入るように見つめる。

「どういうことなんだ？　愛人は？」

「分からない。でもいないと信じてる」

　手紙を出したのは、いったい誰なの……？

「入籍後すぐにロンドンへ長期出張していたのは事実よ。私、仕事納めの二十八日の夜にロンドンへ飛んだの。でも、真吾さんは日本へ帰国してきて。お互いが驚かそうとして予定を聞かなかったせいなんだけど、彼はロンドンへ、私のためにとんぼ返りしてくれたの」

「それは調査になかったな……」

　兄は考え込むようにポツリを口にする。

「真吾さんは私を好きになってくれていたの。今はとても幸せよ」

「はぁ～。俺は余計な話を父さんに漏らしたんだな。すまない」

「ううん。その手紙のせいでしょう？」

　私を邪魔だと思っている人がいる。この前は真吾さんを好きな人がいて、単なるいたずらだと思ったけど……。

「でも……お父さんは私の話を信じてくれないの。それなら妊娠して孫を抱かせてくれって。ひどいでしょ？　そんなにすんなり妊娠するものでもないのに」

「たしかにそうだ。でも父さんは明日香のためを思って言ったんだろう。お前の片想いだと俺が言ったから、せめて赤ん坊で真吾の気持ちをつなぎ留めろよと、そういう気持ちだったんだと思う。それにしてもそんな手紙を出すやつの心あたりはないのか？」

「んー、まったく……」

　ふと府川さんが思い出されたが、彼女はロンドンだ。父への手紙はエアメールになる。でも、真吾さんとは親しそうだったし……。

「そうか……真吾に相談した方がいい。脅しだけで済めばいいが」

「うん。そうする」

　ロスから明日帰国予定だ。日曜日だから、朝から料理をして真吾さんに食べてもらいたい。




　兄が一時間ほどで帰ると、大判のストールを肩にかけて中庭に出る。

　二月の今は雪でも降りそうなくらいキンと冷えて寒いが、その方が頭が冷えて考えられそうだ。

　ベンチのカバーをはずして腰を下ろすと、父や兄の言葉を思い返す。

　父に私たちが愛し合っていると言っても信じてもらえないのは分かる。最初は契約結婚だったし。あのとき両親の前で、私たちはいかにもお互いを愛しているかのような演技をしたから。それに結婚を仄ほのめかしたのは父だから、私が取った行動に責任を感じているのかもしれない。

　組んだ膝に肘を置いて手に顎をのせ、オレンジ色に光るライトを見つめる。

「はぁ～」

「ため息をついてどうした？」

　ぼんやり考え事をしていた私の耳に真吾さんの声が聞こえ、ハッとして顔を上げる。

「真吾さんっ！」

　彼の姿を見て、とっさに立ち上がる。

「ただいま」

　真吾さんは口もとを緩ませ、私を引き寄せて抱きしめた。

「こんなところに薄着で。冷たいじゃないか。風邪をひく」

「おかえりなさい。明日の帰国かと……」

「驚かそうと思って黙っていたんだが、なにかあったのか？」

「真吾さんっていたずら好きの男の子みたいですね」

　ふふっと笑みを浮かべると、真吾さんが顔をしかめて首を左右に振る。

「明日香、ごまかしてもダメだ。ちゃんと話すんだ。部屋の中へ入ろう」

　真吾さんは私の手を握り、中庭から室内へ移動させた。

「座っていろよ。今飲み物を持ってくる」

　私をソファに座らせた真吾さんはキッチンへ消えていった。

　五分くらいかかっただろうか、琥こ珀はく色いろのブランデーが揺らめくグラスと、もうひとつは耐熱のガラスカップにカフェオレのような淡い色の飲み物が入ったものを両手に持って彼が戻ってきた。

　その間、キッチンへ行って手伝おうかと迷っていたが、彼が『座っていろよ』と言ったからには素直にその場にとどまらなければ、行っても追い返されると思った。

　彼はふたつの飲み物をテーブルの上に置いて、スーツのジャケットを脱ぎ無造作に空いているソファへ置く。

　そして私の隣に座った真吾さんは、カフェオレのような飲み物を手にして私の口もとへ持っていく。

「これは？」

「エッグノッグだ。ブランデーと卵、温めた牛乳に、シナモンをかけている。温まるはずだ」

「いただきます」

　ブランデーの豊潤な香りのする飲み物を口にした。牛乳と卵でアルコール度数が和らぎ、とても飲みやすい。喉もとを通っていくと胃の中がかぁっと温められていくようだ。

「おいしいです。温まりますね」

「それで、ため息の理由は？」

　真吾さんは長い脚を組み、自分もブランデーをひと口飲んで促す。

　まだどう話せばいいのか頭の中が混乱している。

「真吾さん、夕食がまだですよね？　今作りますから」

　立ち上がろうとするけれど腕が掴まれて引き戻される。

「鍋にクリームシチューがあった。あれとバゲットで十分だ。明日香、話しづらいのか？」

「……はい。実は」

　父と兄の話をかいつまんで話し始める私に、真吾さんは真摯に耳を傾けてくれる。

「そんなことが……」

「私、真吾さんを好きな人なのではないかと思うんです」

「明日香、この年まで付き合っていた女はいないとは言えない。だが、入籍する前一年ほどはそんな女性はいなかった。手紙の件、調べるよ」

「真吾さんがモテるのは分かっていましたから。今だって私を愛してくれるのが信じられないくらいなんです」

　真吾さんは私の手をギュッと握りしめる。

「俺は明日香のものだ。俺に愛されていると信じていい」

　微笑む私のおでこに、真吾さんは唇を落とす。

「お義父さんに会って話をしてくる。お互いの都合が悪く会えていなかったから不信感が募ったのだろう」

「私も一緒に行きます」

「いや、俺に任せてくれ。電話をかけてくるよ。さて、腹が減ったな。明日香は用意をしてくれないか」

　真吾さんは心配の表情を浮かべる私の頬をそっとなでて書斎へ行ってしまった。

　大丈夫かしら……。有能なビジネスマンの真吾さんになら問題ないと分かっているけれど、父も百戦錬磨の政治家だ。

　不安は広がるが、ここで真吾さんの電話を待っていても仕方がない。

　私はソファから立ち上がり、キッチンへ向かった。

　シチューの入ったお鍋を温めている間に、ほうれん草とコーンをバターで炒め、ほんの少し醤油で味つける。

　バゲットをスライスしてオーブンに入れたとき、真吾さんがキッチンへ現れた。

「明日の夜、神楽坂で会ってくるよ」

「私も行きます」

　真吾さんは私の前へ立つと、両腕に手を置いて微笑みを浮かべる。

「ふたりだけで会ってくる。電話の印象も悪くなかったから安心するんだ」

「……はい」

　彼に任せよう。しっかり父を納得してもらえるはず。

「手ごわいかもしれませんが、よろしくお願いします。ご飯にしましょう」

「ああ。そうしよう。運ぶよ」

　真吾さんは料理ののったトレイを持ってキッチンから出ていった。




　食事を終えた後、私は広いバスタブの中で真吾さんの手に乱されていた。

　彼がうしろから腕を回し、胸の膨らみがもみしだかれ長い指で先端部がつままれる。

「んっ、あ……っ」

　もたらされる気持ちよさで、すでに体の芯が熱くなって疼いている。

「赤ちゃんの件はすぐにクリアーできる。俺は明日香に触れずにはいられないのだから」

　耳たぶを熱い舌にねっとりと舐ねぶられ、身をくねらせる私に彼は容赦なく愛撫を繰り返す。

「ああっ……っはぁ……」

　私もそう思う。こんなにも真吾さんに熱く濃密に愛されているのだから。




　翌日は外出せずに部屋でゆっくり過ごしているうちに、真吾さんが父との待ち合わせに出かけなければならない時間になった。

　真吾さんはピカピカに磨いた黒革靴に足を入れると、私へと振り返る。

「行ってくるよ」

　チャコールグレーの三つ揃いのスーツに、ブルーの幾何学模様のネクタイを身につけた彼は男の色気と余裕のある姿で、見入ってしまうほど素敵だ。手には黒のロングコートを持っている。

「はい。行ってらっしゃい」

「ああ。任せて」

　今夜はお酒を飲むつもりなので、ハイヤーで神楽坂の料亭へ向かうという。

「明日香」

　ふいに真吾さんの腕が伸び、私の首のうしろのところへ手を置き引き寄せられた。彼は不安な思いを拭い去ることができない私の唇にキスをした。

「テレビでも見てゆっくりして。帰ったら離さないから」

　真吾さんの瞳が一瞬熱を帯びたように見えた。

「私の方が離さないので、覚悟してくださいね」

　彼の腕に抱きついてみせると、彼は「クッ」と喉の奥で笑う。

「俺の言っている意味と違う」

「えっ？」

「今すぐでも抱きたいくらい渇望しているんだ。なるべく早く帰る」

　もう一度キスを落として真吾さんは玄関を出ていった。

　ゆっくりしてと言われても、ぼんやりテレビを見るなんてできないのに……。

　リビングに戻りながら、料亭で対峙する真吾さんと父を想像すると、ブルッと身震いが出た。

　心配しているがおなかはすく。

　真吾さんは料亭でしっかり食べられるかしら……。

　食べられなかった場合を考え、オムライスをふたり分作るためキッチンに立った。




　食事後、お風呂から上がってすぐ時間を確認する。二十二時三十分を過ぎていた。

　話が難航しているのか……それとも話が弾んでる……？

　髪をタオルで拭きながら寝室からリビングへ入ったとき、玄関が開く音がしてパタパタと向かう。

「おかえりなさいっ！」

　満面の笑みで真吾さんを出迎えた私は、そこにいた父に表情が固まった。

「お父さん！」

「明日香、そんな姿で真吾くんを出迎えるとは、いやー熱いな」

　父は顔を赤らめていてあきらかに上機嫌だが、自分の格好にギョッとなる。お風呂上がりのバスローブに髪を拭いていたタオルを肩からかけたままという、実家で父に見せたことのない姿だ。

「お、お風呂上がりだったから。真吾さん……」

　恨めしそうな目を彼に向けるとわけ知り顔で笑顔を向けられた。もしや確信犯？

「お義父さん、どうぞ」

「着替えてきます」

　真吾さんが父をリビングへ案内する前に、私は先にそこを離れ寝室へ行った。

　父と真吾さんの仲がよさそうなところを見てホッとした。

　急いでニットのワンピースに着替えてリビングへ戻る。

　父はリビングの窓に立ち、中庭を見ていた。真吾さんはキッチンのようだ。

「お父さん……」

「達也からこのマンションが素晴らしいと聞いていたが、なるほど。本当にそうだな。この日本庭園のような箱庭は私も気に入ったよ」

　満足そうな父にうなずく。

「うん。私もこの中庭を見たとき、すごく惹かれたわ」

「お前たちは幸せそうだ。真吾くんから話は聞いた。お前の片想いが実って私もうれしい。だが、孫を早く見せてほしいというのは本音だ。まあ、すぐにうれしい知らせも聞けそうだがな」

　返答に困る話をしないでほしい……いくら娘だからといってもう少しデリカシーを持ってくれればいいのに。

　でも、父を連れてきてくれた真吾さんに感謝している。彼から父の様子を聞くだけだったら、本当なのかスッキリしなかっただろうから。

　そこへ真吾さんがいい香りのするコーヒーを運んできた。




　コーヒーカップを洗い終え、タオルで手を拭いている私のうしろから真吾さんの腕が腰に回る。頬に彼の唇があてられた。

「真吾さん、お父さんを連れてきてくれてありがとうございました。びっくりしたけれど、住まいも見てもらって、納得してくれているお父さんに溜りゅう飲いんが下がる思いでした」

「俺たちを見てもらえば一目瞭然だと思ってね」

「真吾さん、私とても幸せです」

「俺もだ」

　彼が腰を屈め、私の膝の裏と体に腕を回す。

「きゃっ！」

　真吾さんの逞たくましい腕に抱き上げられ、腕の中で身を硬くした私に彼は流麗に笑う。

「俺の首に腕を回して」

　言われた通りにおそるおそる腕を回すと、顔がさらに近くなって唇が塞がれた。

　夢中にさせる口づけで、ベッドの上にいつの間にか降ろされていた。




　三月に入り少しずつ暖かくなって、真吾さんが買ってくれたペパーミントグリーンのスプリングコートを着て出社している。

　火曜日の今日は朝から下腹部が痛くて、月のものが来るときのようだ。だけど半月前に来たばかりで、この痛みはおかしい。

「明日香、おはよう」

　更衣室で痛みをこらえている私に声をかけたのはひとみだ。

「どうしたの？　おなかが痛いの？」

「う……ん……生理痛かな……」

　腹部を押さえて額から冷や汗をかいている私を、ひとみが腕を添えてベンチに座らせてくれる。

「今まではそんなに痛くなかったでしょ？」

「少し休んだら、治まると思う……」

「冷や汗が出ているんだから、よほど痛いんでしょう。病院へ行った方がいいわ」

「ん……」

　この痛みがどこからなのか。生理は不規則だし、医者に診てもらった方がいいのかもしれない。

「ひとみ、私早退するね。係長には体調不良で病院へ行ったと伝えてくれる？」

「もちろんよ。ひとりで行ける？　円城寺さんを呼んだ方がいいんじゃないかしら。日本にいるの？」

　下腹部をさすりながら、首を左右に振る。

「本社だけど、ひとりで行けるわ。少し痛みが治まったら行くから」

「分かった。気をつけてね」

　私を気遣いながらひとみは制服に着替え、就業五分前まで付き添ってくれていたが時間になり出ていった。

　それから少しして痛みが和らいだところで会社を出てタクシーを拾い、風邪などのときに通っていた総合病院へ向かった。




　腹膜炎などかとも思ったが、これからの妊娠出産に備えて産婦人科を受診し、会計が終わったのはお昼を過ぎていた。

『今の状況では妊娠しづらいですね』

　総合病院近くのコーヒーショップに入り、産婦人科医の話を思い出していた。

　妊娠しづらい……。

　突きつけられた現実に私の頭はうまく回らない。

『もちろん自然妊娠することも可能ですが、確率は低いです。詳しく検査をしてみましょう』

　産婦人科医の説明を思い返して、口から重いため息が漏れる。

　私は真吾さんの赤ちゃんを産めないの……？

　そう考えるのは時期尚早だと分かっているが、突然湧き起こった問題に落ち込んでいる。

　ここにいても仕方がない。帰って料理でもしてこの気分を払拭させよう。

　コーヒーショップを出て地下鉄に乗り、地上に出てケーキ店の前を通り過ぎてから、戻って店内へ入る。

　ショーケースにはショートケーキやモンブランなどが並ぶ中、今大人気のティラミスやクレームブリュレもあった。

　ティラミスとクリームブリュレを二個ずつ購入してマンションへ歩を進める。




「おかえりなさいませ」

　コンシェルジュの野口さんが朗らかな笑顔を向けて声をかけてくれる。

「ただいま。いつもありがとうございます」

「今日はお早いですね。あ、お祝い事ですか？」

　野口さんは私が手にしたケーキ店の箱を見て顔を緩ませる。

「おいしそうだったので」

「駅前のケーキ屋さんのですね。あそこはおいしいと評判ですよ」

「それは楽しみです。では失礼します」

　会釈してコンシェルジュデスクから離れた。

　エレベーターに乗り七階の自宅へ向かう足取りはなんだか重い。

　腹痛は痛み止めを処方されて飲んだので楽になっているのに……。

　冷蔵庫にケーキの箱を入れてから牛乳を温める。

　時刻はまだ十五時を回ったところで夕食の支度には早く、ホットミルクを持ってソファに座ったところであくびが出る。

　痛み止めに催眠作用があるのか、眠くなってきた。少し横になろう。

　頭がぼーっとして整理できずにいる。少し寝たらしっかり考えられるはず。

　ホットミルクを半分ほど飲んで、ソファに横になった。




　真吾さんから帰宅の連絡があり、それに合わせてスパゲッティを茹でる。鍋の中には夕方から煮込んでいるミートソース。冷蔵庫には真鯛と海老のサラダ。外はまだ冷えるので、オニオンスープも煮込んでとろとろになっている。

　デザートは買ってきたティラミスとクリームブリュレ。

　テーブルに並べたとき、真吾さんが帰宅した。二十時を回ったところだ。

「おかえりなさい。おつかれさまでした」

　手を洗ってきた真吾さんはスーツの上着を脱ぎ、ダイニングテーブルに近づく。

「ただいま。明日香こそ、仕事から帰ってきてこれだけ用意したら疲れただろう？　こんなに手の込んだものでなくていいんだからな」

　今日は仕事をしていないから、そんなふうに言ってもらえるとうしろめたさを感じる。でも、今日の医師の話はまだ自分の中で整理できていないし、心配をかけてしまうから言えない。

「これくらい簡単に作れるわ。今流行りの〝イタ飯〟よ。デザートは駅を出たところのケーキ屋さんで買ったの」

「おいしそうだな。食べよう。腹が減ってるんだ」

「はい。あ、赤ワインを飲みますか？」

「スープがあるし、食事だけで十分だ」

　真吾さんは私の椅子を引いて座らせてくれ、自分も対面の椅子に腰を下ろした。

　あたり障りない会話をしながら食べ進めていると、真吾さんが思い出したように口を開く。

「両親が俺たちと食事をしたいと言っている。日曜日から出張だろう？　なかなか日程が取れないから、今週の金曜日の夜はどうだろうか？　明日香の都合が悪ければ別の日を考えるが」

「十九時以降なら大丈夫です。ずっとお目にかかっていないので、私もこの機会にお会いしたいです」

「ありがとう。時間はまた知らせる」

「はい」

　心の中では今日のことで沈んでいるが、心配されないように微笑みを浮かべた。




　金曜日は十九時三十分に円城寺地所の社屋のロビーで待ち合わせになった。少し残業をしてから、東京駅の丸の内側にある会社へ歩いて向かう。

　円城寺地所の社屋へ行くのは、私が決心して真吾さんを待ち伏せした日以来だ。

　妊娠しづらい状況は常に心に不安材料としてとどまり、気がつくとそればかり考えていた。とにかく検査を受けて、前向きに考えようというのが結論だ。

　円城寺地所の社屋のロビーへ入ると、退勤する社員やこれからエレベーターホールに向かう社員の姿があった。

　真吾さんとはロビーで会う約束をしている。少し早めに出てきたので、真吾さんが時間通りにやって来るのならまだ十分はある。

　邪魔にならないように柱のところに立ち、辺りを見ていた私は前を通り過ぎて颯爽と歩く女性を思わず呼び止めた。

「府川さん？」

　私の声に、女性がワンレングスの髪をサラリとなびかせて振り返る。

「専務の奥さま……」

　府川さんは私を見てあぜんとなった。私がここにいるのが意外だったのだろう。

「その節はお世話になりました。おかげさまで楽しく観光ができました。ロンドンから出張ですか？」

「あ……はい」

　私がうなずいたそのとき、品のいい女性が近づいてきた。

「明日香さん、もういらしていたのね」

　義母だった。すみれ色の訪問着を着ており、こちらへやって来る所作は上品で美しい。

「お義母さま。ご無沙汰しております」

「社にお知り合いの方が？　あら！　絵え里り子こちゃんじゃない？」

　義母は私から府川さんに視線を移すと、驚いた顔になる。

「おばさま、お元気でしたか？」

　府川さんは義母に体を向けて、にっこりと微笑む。

「ええ。絵里子ちゃんと明日香さんはお知り合いだったのね」

「年末に真吾さんの出張先のロンドンへ行ったときに、案内をしてくださったんです」

「そうだったの。そうだわ、これからお食事へ行くの。絵里子ちゃんもいかがかしら？」

　義母が誘う。

　そこへ真吾さんと義父が一緒にこちらへ歩を進めてきた。

「ねえ、真吾。絵里子ちゃんが日本にいること教えてくれればよかったのに。お食事にお誘いしていたのよ」

「母さん、家族だけの食事に呼ばれたら彼女だって困るだろう？　府川さん、すまない」

「あら、府川さんだなんて、以前は名前で呼んでいたでしょう？」

　義母の言葉に私の心臓がドクンと跳ねた。

　やっぱりふたりは親しい間柄だったんだ……。

「俺にはかわいい奥さんがいるんだ。父さんが女性を名前で呼んだら、妻の立場だったら嫌だろ？」

「それもそうだわね。じゃあ、絵里子ちゃん、お食事はまたの機会にね」

「はい。それでは失礼いたします」

　府川さんは私たちに会釈してエレベーターホールへ去っていく。彼女の方を見ている私の頬に真吾さんが触れる。

「おつかれさま、仕事は大丈夫だった？」

「はい」

「車を待たせている。行こう」

　義父が私たちに声をかけ義母と出入口へ向かう。真吾さんも私の背に手を置いて歩き出した。




　二台で赴いた先は、以前真吾さんに連れてこられたホテルだった。今日は部屋ではなく、フレンチが有名なレストランの個室だ。

　円城寺地所の社長一家が来店したとあって、早速シェフが現れて挨拶をして厨房へ戻っていく。

「おいしいシャンパンだわ。こうして飲むのは久しぶり。明日香さん、元気にしていた？　私も気にはなっていたのに忙しくてごめんなさいね」

　皆で乾杯をして義母が口を開く。

「はい。私の方こそご連絡できずに申し訳ありません」

「いいのよ。お仕事もされているのだから。数日前、テレビの対談でお父さまが出ていらしたわ。いつも精力的で。大変なお仕事だわよね」

「先日、お義父さんとふたりで食事をしたときも元気だった」

　義母は私に話しかけたのだが、シャンパンのグラスを置いた真吾さんが答える。それに反応したのは義父だ。

「なんだ。私も誘ってくれればよかったのに」

「今度は誘うよ」

　真吾さんが約束すると、義父は顔をほころばせてもう一度シャンパンを飲む。

　キャビアや黒トリュフなどが使用されたコース料理に舌鼓を打ちながら、会話に耳を傾ける。

「真吾、絵里子ちゃんが帰国していたのなら言ってくれればよかったのに。ご両親も一緒なのかしら？」

「母さん、社員の人事は俺の管轄じゃないんだ」

「お義母さま、出張だと言われていました」

「そうだったの。結婚はしていないわよね？　薬指に結婚指輪はなかったもの」

　素っ気ない真吾さんに義母はめげずに話をする。

「彼女の話はいいじゃないか。うちの嫁は明日香さんだぞ。ますます綺麗になったじゃないか」

　妻をたしなめた義父は私に笑顔を向ける。

「ええ。そうね。もともとお綺麗だったけど、お肌も抜けるように白くて。うらやましいわ。若いっていいわね。お仕事もいいけど早く私たちに孫を抱かせてね」

　義母の口から〝孫〟が出て、私の心臓は口から飛び出そうなほど跳ねた。

「明日香さん、すまないね。真吾はひとりっ子だろう？　家族が増えるのを楽しみにしているんだよ」

「……はい」

　今の私には『はい』としか言えなかった。

「父さんたち、プレッシャーはかけないでくれないか」

　真吾さんの言葉で、話題が円城寺地所の土地にできるショッピングモールに変わったが、私は食事に集中しているフリをして相づちを打つばかりだった。




　ご両親と別れて、自宅に戻った真吾さんはまだ飲み足りないからリビングで飲もうと私を誘う。

「軽くおつまみを用意しますね」

「俺がやるから明日香はグラスを頼む。そうだな、先週買った赤ワインがいい」

　真吾さんはキッチンへ行き、私はリビングの端にあるバーカウンターの戸棚からワイングラスをふたつと、ワインセラーから赤ワインを用意した。

　ソファのテーブルに並べていると、チーズとクラッカーをのせたお皿を持って戻ってきた。

　それをテーブルに置いた真吾さんは手際よく赤ワインのコルクを抜き、それぞれのグラスに深い赤色の液体を注ぐ。

「おいで」

　並んで座っていた真吾さんは私を自分の膝にのせる。

「これじゃあ飲めないです」

「俺が飲ませてやるよ」

　そう言った真吾さんは赤ワインを口に入れて、私の唇に重ねる。コクッと豊潤なブドウの香りが喉もとを通っていく。

「明日香、母の話は気にするなよ」

「お義母さまの……？」

　私の頭には子どものことしかなく、孫の話だと脳裏をよぎるが、次の真吾さんの会話でそうではなかったと分かった。

「府川さんのことだ」

「あ……」

「彼女は母の友人の娘でね。昔から家族ぐるみで食事をしていたんだ。彼女の父親が大学教授でロンドンの客員教授に招かれ、一家で向こうに移った。帰国後彼女が就職したのがわが社だった」

「私、府川さんを気にしてなんかいないです」

　義母が親しげだったのはそういう経緯なのではと、なんとなく会話から悟っていた。だから府川さんは『真吾さん』とつい口をすべらせたのだ。

「まだ話をしておかなければならないことがある」

「えっ……？」

　首を微かにかしげて真吾さんを見つめる。

「お義父さん宛に手紙を出したのは彼女だったんだ。彼女の筆跡は右上がりになる癖があって、手紙を見たとき見当をつけ、話をした。以前、出張でこっちに来たときに手紙を出したと。彼女は認めて申し訳なかったと謝った」

　府川さんだったんだ……。結納の日の電話の件でてっきり秘書課の中村さんだと決めつけていた。

　府川さんと真吾さんとの間になにかあるとは思っていたけれど、彼女の片想いだったと信じていいんだよね？

　それにしても、真吾さんって本当にモテるんだわ。そんな人と結婚したんだから、もっとどんと構えなくちゃ！

「もういいんです。真吾さんが彼女をなんとも思っていないからロンドン観光の案内を任せたのだと分かっていますから」

　そう言うと、真吾さんが「クッ」と端整な顔に不敵な笑みを浮かべた。

「そういえば」

「まだなにかあるんですか？」

「秘書の中村が結納の件で明日香に謝りたいと言っていた。なにか手違いでもあったのか？」

　やっぱり中村さんも真吾さんを好きだったのね。彼づてに謝るなんて、勇気がいっただろうな……。

「いえ、なにも問題ありませんでした。ご心配なくとお伝えください」

「そうか？」

　真吾さんは腑に落ちないような表情だけど、微笑んでみせる。彼が真実を知る必要はないから。

「分かってほしい。俺が女性に対して愛を自覚したのは明日香だけだ」

「はい。すごくうれしい」

　彼の首に腕を回して抱きついた。

　愛してくれる真吾さんがいてくれれば、どんな治療でも向き合える。




　日曜日に真吾さんはドイツへ飛んだ。ミュンヘンの土地を誘致するための出張で、一週間留守になる。その期間を利用して、産婦人科に検査を受けにいった。

　その結果に落胆したが、治療を受けるしかないと気持ちを奮い立たせた。

　数日後、有給休暇を使い治療を受けたが、かなりの痛みを伴いしばらく動けず、病院のロビー横にあるコーヒーショップで体を休めた。

　がんばらないとね。なにもしないままでは真吾さんの赤ちゃんが抱けない。

　病院へ行った日は体もそうだが精神的に疲れてしまい、なにもする気が起こらなく、真吾さんが留守なのが助かった。

　久美子の大学が決まり高校も卒業したと連絡がありお祝いをしてあげたいのだが、忙しいから四月に入ってからねと話をしてあった。

「ねえ、最近悩み事でもあるの？」

　お昼休憩で一緒にお弁当を食べていたひとみが、ふいにお箸を置いて真剣な表情で尋ねてくる。

「ひとみ……」

　真吾さんの出張を見計らって、二回の治療を受けていた。しかしこの先妊娠できる可能性はまだ低く、落ち込んでいた。

「四月に入って二回有休を取っているでしょ。幸せそうなら聞かないけど、明日香の表情がなにかを思いつめたように見えてさ」

「気にかけてくれてありがとう。今はちょっと言えない状況で……話せるようになったら聞いてもらえる？」

「もちろんよ。いつでも話して」

「ありがとう」

　ひとみに相談したいのはやまやまだったが心の余裕がなく、センシティブな内容なので軽々と口にできなかった。




　それから一カ月に一度の治療に病院へ通い、五月の下旬になっていた。

「――ちゃん、お姉ちゃん？」

「え？　あ、ごめん」

　青あお山やま通りを歩きながら、斜め前を歩く女性が抱く赤ちゃんに見入ってしまっていた私は、久美子の声と腕を引かれてハッとなる。

　土曜日の表おもて参さん道どうは人が多く、もう少しで前から来た人にぶつかりそうだった。

「ぼんやりしてたら危ないじゃん。あ、もしかしてお姉ちゃんも赤ちゃんができた？」

　私の視線を追った久美子は想像を膨らませて、鋭いでしょ？とでもいうようににっこり笑う。

「……はずれ」

「えー、そうなの？　早苗さんが妊娠したから、お姉ちゃんもそうなのかな？って思ったの。赤ちゃん見ていたしね」

「早苗さんが妊娠……？」

「うん。聞いたのは昨日だから、お姉ちゃんの耳にまだ入っていなかったんだね」

「お父さんもお母さんも喜んでいるでしょう」

「うん。だから昨日はめちゃくちゃ豪華な夕食だったよ」

「後でふたりにお祝いの電話をするわね。あ、あの店でしょ？　欲しいバッグがあるって」

　視線を通りのショップの看板に移し、久美子が言っていた店名を見つけて指を示した。

「うん。あそこよ」

　久美子は笑顔で私の腕に腕を絡ませてお店に向かった。




　これから大学の友人と遊ぶ約束をしているという久美子と青山の駅で別れ、十七時過ぎに自宅へ戻ってきた。

　真吾さんは以前の案件の締結のためにドイツへ出張しており、今夜帰国する。

　十八時過ぎに成田に到着するので、二十一時には帰宅できる計算だ。和食が恋しいかと思って、肉じゃがと具だくさんの白和え、いわしの梅煮をこれから作る。

　エプロンをつけてキッチンに立ち、じゃがいもの皮を包丁でむく。

　……私は真吾さんに赤ちゃんを産んであげられない。

「痛っ！」

　包丁がすべって左の指に傷がつき、そこからじんわりと血が滲んでくる。急いで水道水で洗い流し、リビングに戻りティッシュで押さえながら救急箱から絆ばん創そう膏こうを出して貼った。

　血が止まるのを待つ間、窓辺に立ち中庭を眺める。

　包丁で傷ついた指よりも、心が痛くて気づけば頬を涙が濡らしていた。

　これ以上愛が深まりすぎないよう、真吾さんから離れないと……。

　でも彼のもとを去る勇気が出ない。




　なんとか夕食を作り終えたとき、玄関の開く音がした。キッチンから出て玄関へ向かうと、スーツケースと大きな箱を持った真吾さんが現れた。

「おかえりなさい。おつかれさまでした」

　真吾さんはそれらから手を離し、私のもとへやって来ると腕を回して抱きしめる。

「ただいま」

　彼の唇が私の額に触れる。

「食欲をそそるいい匂いがする」

　疲れた様子もない真吾さんは鼻をくんとさせた。

「和食を作ったんです。ドイツ料理ばかりで飽きたって、電話で言っていたから」

「ありがとう。着替えてくる」

　うれしそうに顔をほころばせた彼は私を離して寝室へ行った。




　テーブルに用意した料理を真吾さんがおいしそうに口へ運んでいるのを見て、目頭が熱くなる。

　今、別れを切り出そうと考えたが、他愛のない会話をしながら食べるこの雰囲気を壊したくなくて後にしようと決めた。

「今日久美子と会って、ランチと大学入学祝いにバッグを買ってあげたんです」

「もちろん俺が渡したカードで買ったんだろうな？」

　私は首を左右に振った。すると、真吾さんがこれ見よがしに大きくため息をつく。

「一度も使ったことがないじゃないか。なんのために渡しているんだ？」

「私も働いているので、必要ないって以前も言ったじゃないですか」

　そう言うと、もう一度ため息を漏らされてしまった。

「妻が自立しているのも寂しいものだな」

「真吾さん……」

「自分の金は貯めておけばいい。そうだ、今度俺も久美子ちゃんに会わせてくれ。食事と俺もなにかプレゼントしたい」

　その気持ちがうれしくて涙腺が崩壊しそうになる。

「はい。今度」

　泣かないよう瞼を瞬またたかせてご飯を口にした。




　食事の片づけ後、寝室のドレッサーの引き出しに入っている離婚届を手にしたものの、真吾さんのいるリビングへ行けないでいた。

　五分ほど部屋の中を行ったり来たりしていたが、下唇を噛んで勇気を出すとドアへ手をかけた。

「……真吾さん」

　リビングに入って、ソファに広げてかけられているものに目が釘づけになった。

「明日香、美しいだろう？」

　それは繊細なレースのウエディングドレスだった。

　驚きと困惑で喉が詰まり、声が出せない。

「以前ドイツへ出張のときに向こうのレース技術に惚れ込んで、ウエディングドレスを仕立ててもらっていたんだ」

　突っ立ったまま動けないでいる私のもとへ真吾さんが近づいてくる。

「どうした？　気に入らない？」

「私……」

「手にしているのは？」

　私の反応に真吾さんが怪け訝げんそうな表情を見せ、折りたたんだ用紙を持っている私の手から引き抜いた。

　それを広げた瞬時、真吾さんが息をのむのが分かった。

「どういうことなんだ？　離婚？」

　離婚届を持ったまま私の腕を掴み、同時に紙がぐしゃっと音を立てる。

「明日香？」

「こ、こんな美しい、ドレス見たら……決心が、揺らいで……」

「俺たちはうまくいっていたし、愛し合っているよな？　どうして離婚したいんだ？」

　真吾さんに私を嫌いになってもらいたくて、ほかに愛する人ができたと告げようという計画だった。そうでも言わなければ、私を愛してくれている彼は離婚しない。

「ごめんなさい。相談、できなくて……」

「君はなにを抱え込んでいるんだ？　教えてくれ！」

「私、好きな人、いいえ。愛している人がいるんです」

　寝耳に水の話に真吾さんはぼうぜんとなった。その姿に胸がギュッと締めつけられうつむく。

　ごめんなさい……。

　すぐに我に返った真吾さんは首を左右に振る。

「いや、信じられない。明日香が浮気をするはずがない」

「私を買いかぶらないでください」

「ならばちゃんと目を合わせて言え。俺を愛していないと」

　体を揺さぶられても、顔を上げられなかった。

「早く言うんだ！」

　こんな激高した真吾さんを見るのは初めてだった。

「明日香！」

　うつむいていた私の顎に手がかかり、上に持ち上げられた瞬間、唇が乱暴に重ねられた。

　自分のものだと分からせるような貪欲なキスに、ギュッと引き結んでいた唇が開けられ、口腔内に舌が入り込む。熱い舌は逃げる舌を追って絡ませると、彼のペースに巻き込まれていった。足の力が失われ、その場に押し倒される。

「愛している男がいるのに、そんなキスは返さない」

　組み敷かれ、鋭い瞳を向けられて、苦しい思いと闘い続けられなくなった。やはり正直に話さなければいけないのだ。

　そして、真吾さんの判断にゆだねよう。

「理由は……二月におなかが痛くて、病院へ行ったら――」

「明日香、どこか悪いのか!?」

　真吾さんは私から離れ、次の瞬間抱き上げられた。そして彼はウエディングドレスが広げられていない方のソファに座らせ、隣に腰を下ろす。真吾さんの両手はしっかり私の両手を握っている。

「教えてくれ。いったいなにがあった？」

「……私、婦人科系に問題があって妊娠しづらいと……」

　泣かないように病状を話し終えた私を、真吾さんは力強く抱きしめる。

「ひとりで抱えて……つらかっただろう。俺に言えなかったのは理解できる。両家の親から孫を期待されていたからな」

「……真吾さんはひとりっ子です。だから……跡継ぎを産めないかもしれない私は円城寺家の嫁にふさわしくないんです」

「そんなことを言うんじゃない。決して違う。明日香は俺の愛する人だ。ひどい嘘で俺の心臓がおかしくなりそうだったのが分かるか？　愛する人ができたと聞いたとき、胸が引き裂かれそうなくらい痛みを覚えたよ」

「ごめんなさい……でも、よく考えてほしいんです。真吾さんのためなら別れて、新しく奥さんができても……」

　私の胸もズキンと痛みが走ってその先が紡げない。

「新しい奥さんができたら？　祝福するとでも？　俺は明日香しかそばにいてほしいと思わない。子どもができなくても俺はかまわない」

　真吾さんは私の肩に腕を回して抱きしめる。

「子どもだけが人生じゃない。俺の人生に明日香がいなければ幸せじゃないんだ」

　こめかみに彼の唇があてられる。

「俺から死ぬまで離れるな。生涯君だけを愛する。無邪気な君の愛は俺の心の中に棲みついている。明日香なしでは俺は生きる希望をなくすだろう」

　耳もとで優しく紡がれる言葉に涙が止まらず、真吾さんのワイシャツの肩を濡らしていく。

「……私で……いいの？」

　腕がほどかれ、真吾さんの黒曜石のような瞳が私を見つめる。

「君しか愛せない」

　きっぱりと誓う真吾さんに、こらえていた愛があふれだして抱きついた。これからの人生、真吾さんに愛される選択しかない。

「私も、愛しています。ずっと、ずっと……」

　私たちはまるで祭壇の前で愛を誓い合うようなキスをした。

「あのウエディングドレスを着て結婚式を挙げよう。あれを着た明日香をみんなに自慢したい」

「とても美しいウエディングドレスですね。以前からオーダーしてくれていたなんて驚きです」

「子どものことはコウノトリのご機嫌に任せよう」

「真吾さん……」

　おどけたように言う真吾さんが愛いとおしくて、私は泣きながら微笑んだ。










エピローグ




　九月の上旬、都内の一流ホテルで招待客五百人の盛大な結婚式を挙げた私たちは真吾さんのプライベートジェットでカナダのバンフに飛んだ。

　古城のようなホテルに滞在して、カナディアンロッキーや美しいエメラルドグリーンの湖、コロンビアの大氷原などの自然に触れる新婚旅行を計画した。

　スッキリした青空に所々に浮かぶ白い雲。天気もよく、楽しんでいる。

　今日の私たちは自転車をレンタルして、バンフの街を散策中。風を切り、肩甲骨より少し長くなった髪がそよそよと流れる。

「真吾さんっ、ロープウェイ乗り場がこの先にあるみたいです。行きましょう」

　自転車を走らせながら、隣を走る真吾さんに言うと、突として彼は漕ぐのをやめた。

「真吾さん？」

　慌ててブレーキをかけ振り返り彼を見る。

「ロープウェイはダメだ」

「えっ？」

「この辺を走ってからホテルに戻って、シャンパンを飲みながらジャグジーに入ろう」

　自転車から降りて、真吾さんに近づく。

「どうしてロープウェイはダメなんですか？」

　理由を話そうとしない真吾さんが腑に落ちなくて、ずいと顔を近づける。

「俺はロープウェイを信用していないんだ」

「信用していない……？」

　プライベートジェットで頻繁に空を飛んでいる真吾さんは、高所恐怖症ではないと思うし……。

　当惑して首を微かにかしげると、彼の手が頭にポンと乗る。

「ロープが切れたら一巻の終わりだぞ？」

「そんなに簡単に切れないですよ。大丈夫ですから、行きましょう。見晴らしがいいんですよ？」

　顔の前で両手を合わせてにっこり頼む。

「……仕方ないな」

　真吾さんはやれやれといったふうで私のお願いを聞き入れ、変速機つきの自転車のサドルを跨またいだ。

　ロープウェイ乗り場に着いた頃にはかなり足に痛みを覚えたが、緑の多い景色は素晴らしく疲れが飛ぶ。

　六人ほどがゴンドラに乗り込み、さらに山頂へ登っていく。

「真吾さんっ、バンフの街があんなに小さく見えます。綺麗な景色ですね。絵葉書を買ってくーちゃんに送ろうかな」

　窓の外からの景色は青空と山に森、そして小さな街だ。

　満足の笑顔でうしろにいる真吾さんへ振り返る。

「なんで笑っているんですか？」

「楽しそうだなと思ってな」

「はい。とても楽しいです」

　にっこり笑みを浮かべ、再び景色へと視線を向けた。




　山頂から戻るゴンドラに乗り込み、あと五分ほどで到着するとき、突然停止した。

「え……？　止まっちゃった……？」

　風でゴンドラが揺れて思わず真吾さんにしがみつく。

　アナウンスではなにを言っているのか聞き取れない。

「今なんて言ったか分かります？」

「故障したようだ」

　ロープウェイは信用できないと言った真吾さんは、故障なのに余裕の表情だ。

「え？　故障？　動かなかったらどうしよう……」

　いざというときを考えると、サーッと血の気が引いてくる。

「大丈夫。死ぬときは一緒だから俺は怖くない」

「もうっ、この緊急時に……。でも、私も真吾さんが一緒だから万が一のことが起こっても――」

　真吾さんはゴンドラ内にも人がいるのに、かまわず私のおでこに口づけする。

　そこへ機械音が聞こえ、ゴンドラが動き始める。

「よかった！　動いたわ！」

「動きだすのが早かったな」

　真吾さんの楽しげな声が、ホッと安堵した私に聞こえてきた。

「もしかして、故障なんて言っていなかったんですね？」

「前が詰まったから一時停止したと言っていた」

「真吾さんっ、ひどいじゃないですか。そう言ってくれれば怖くなかったのに」

　頬を膨らませて彼を睨みつける。すると、真吾さんは顔を緩ませて私を抱きしめる。

「明日香の本音が聞けて俺はうれしい。もちろん俺が言ったことも本音だ」

「真吾さん……」

「ほら、もうすぐ着くぞ。景色を見なくていいのか？」

　そう言われて、真吾さんから窓へと体を向けた背後から腕が回り、すっぽり包み込まれた。

「愛している」

　耳もとで甘くささやかれ、私は美しい景色を目に映しながらコクッとうなずいた。
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番外編　幸せな結婚――真吾 side




　友人の妹が恋人のフリをしてほしいという提案をしてきたのには驚かされたが、話をしてみると明日香はかわいらしく、男心をくすぐるとでもいうのだろうか、俺は惹きつけられた。

　俺に好意を持っていなければその提案はあり得ないだろうと勝手に解釈をしていたが、入籍をするというのによそよそしかった。

　彼女の心を知りたいと思っていたが、そのときはあっけなくやってきた。

　結納後に入籍をし、マンションでワインを飲んだ。今日の疲れからなのか、明日香は顔を赤くして酔い、ケタケタ笑い始めた。

　箸が転がってもおかしい年とよく言うが、そんな感じで彼女は笑う。そして酔いが回りソファで眠ってしまった。

　かわいらしい寝顔を眺めながら赤ワインを飲んでいたところ、ふいに彼女は体を起こし、ソファから降りて俺のところへやって来る。

「えん……じょーじさんっ、わたし、ずーーーーっと、ずーーーーっと、すきらったんれす、よ」

　据わった目で俺の膝に手を置き、顔を近づける。

　ずっと好きだった？　いつから？

　困惑しながら考えていると、明日香はニコッと笑ってから口を開く。

「えんじょーじ、さんの、だいがくのころ、から、すきれす！」

　俺が大学の頃？

　酔いで体が揺れるのを止められない明日香だが、上機嫌に続ける。

「れも、すきっれ、いったら、あいてにして……もらえない、でしょ～？」

「ほんとーにぃ、らーいすき」

　告白した明日香は目を開けていられなくなり、ガクッと俺にもたれかかってきた。彼女の体を受け止める。

　好きになってもらえるほど一緒に過ごせていないと思っていた俺は、明日香からの告白がうれしかった。他人行儀の態度の裏にそんな本音があったとは。

　パーティー会場でひと目惚れをした君をよく知りたかった。




「パパっ！　おしごとはもうやめて、あやとあそんで」

　昔の出来事をふと思い出していた俺は、いつの間にか書斎に来て膝に乗ってきた愛娘に我に返った。

「愛あ美みはどうした？」

　不妊症と診断を受けていた明日香は七年前、体外受精で双子を妊娠した。生まれたのはふたりのかわいい女の子で、愛あ彩やと愛美。現在六歳になる彼女たちは幼稚園の年長組だ。

「あみはママとクッキーつくってるの」

「愛彩は一緒に作らないのか？」

「わたしはパパからいろいろなはなしをきくのがすき」

　ふたりの性格はきっぱり分かれており、愛彩はお菓子作りやままごと遊びよりも、恐竜の本や乗り物などのおもちゃを好む。

「ねえ～パパぁ～」

　そこへ書斎のドアがノックされ、明日香が顔を覗かせた。愛美もやって来て、俺に近づき猫の形のクッキーをひとつだけ持って差し出す。

「はいっ、パパ」

　笑顔の愛美は俺の手のひらにクッキーをのせる。

「焼いたクッキーか。ありがとう」

　俺はそのクッキーを口に入れた。サクッとした甘さ控えめのおいしいクッキーだ。

「愛彩、パパのお仕事の邪魔をしたらダメじゃない」

　明日香はメッと顔をしかめて愛彩に注意する。

「だって、どようびなのに、おしごとばっか。あみ、どこかでかけたいよね？」

　愛彩に賛同するように愛美はコクコクうなずき、期待の四つの目が向けられた。

　ふたりのお願いに俺はパソコンの電源を落とす。

「ママ、ドライブして夕食を外で食べよう」

「わーい。やったぁ。あみ、よういしよう」

「うん！　かわいいおようふくきたい」

　双子は脱だっ兎とのごとく書斎から出ていった。その姿に明日香が微笑みを浮かべてから、俺に向き直る。

「真吾さん、お仕事は大丈夫なの？」

　娘たちがいないとき、明日香は俺をまだ〝真吾さん〟と呼ぶ。俺もふたりのときは〝明日香〟だ。

「ああ。ところでクッキーおいしかったよ」

　俺は明日香に手を伸ばし、引き寄せて膝の上に座らせる。

　いつものように肩に垂らした色素の薄い髪を結んでいた彼女の髪留めをはずし、指を通して髪の感触を楽しむ。明日香はバニラエッセンスの甘い香りをまとっていた。エプロンにでもこぼしたのか。

「午後のお茶のときに食べようと思ったんだけど、愛美はどうしても今パパに食べさせたいって」

「残りは明日の楽しみに取っておくよ。今日はおいしいケーキを食べようか」

「それなら銀座は？　苺のミルフィーユが久しぶりに食べたいわ」

　苺のミルフィーユは俺たちの思い出のケーキだ。

　今でもあのときの気持ちが鮮明に思い出される。

「そうしよう。その前に」

　あの頃と同じように明日香は俺を全身全霊で愛してくれる。俺もそうだ。そしてキスをせずにはいられない。

　俺は彼女の後頭部に手を置き、引き寄せるとキスをした。




ＥＮＤ










あとがき




　このたびはベリーズカフェサイト企画、元号旦那様シリーズ第三弾・平成編『平成極上契約結婚』をお手に取ってくださりありがとうございました。

　こちらは大正、昭和、平成、令和を背景に描く、人気の刀剣絵師様のカバーイラストのコラボ企画でした。

　今回私はバブルが弾ける手前、平成の初めを舞台に書かせていただきました。

　私自身、バブルの恩恵は得られませんでしたが、昔を思い出しました。

　学生なのに友人とディスコへ……家が厳しかったので、新宿のディスコへは二回程度しか行けませんでした。

　懐かしい時代背景を書かせていただき、バブル用語がたくさん出せて執筆はとても楽しかったです。

　執筆する際、最近では簡単にスマホを登場人物に使わせてしまいますが、この時期はポケベルと公衆電話でした。あの頃の不便さを思い出すと、今はすごい時代になったなと感慨深いです。

　平成編、この時代の全盛期だった読者様、過去にトリップしながら懐かしく読んでいただけると嬉しいです。そして、この時代をまったくご存じない読者様、バブル期はこんな感じだったのねと、読んでくだされば幸いです。




　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版の皆様、担当の篠原さま、編集をご協力いただきました八角様、ありがとうございました。

　浅島ヨシユキ先生、めちゃくちゃかっこいい真吾と奥手な雰囲気でかわいい明日香を描いてくださりありがとうございました。

　デザインを担当してくださいました川内様、そして、この本に携わってくださいましたすべての皆様にお礼申し上げます。




　これからも小説サイト『Berry's Cafe』、そしてベリーズ文庫の発展を祈りつつ、応援してくださる皆さまに感謝を込めて。




二〇二一年三月吉日

若わか菜なモモ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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